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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　水の都に誘われ









　大陸中央に存在する、誰だれのものでもない領地。

　そこは八百年もの間、毒の霧きりによって閉とざされていた。手が届かない星の海と同じように、多くの人々にとってその場所は「存在はするが意味がない」もののひとつに過ぎなかったのだ。

　毒の霧が晴れた原因は、誰も知らない。

　ただ大陸の全すべての住民にとって、その場所は意味を持つようになった。

　ディルニスタン浸しん食しよく領──

　栄えい華がを極きわめた国家の遺産が眠ねむる土地。

　六つの国はその土地を巡めぐり、多くの血を流した。

　時に剣けんを交え、時に睨にらみ合ったまま、永遠に終わりが来ないと思われていた戦争だが、ここにきて新たな動きが生じる。

　それをはっきりと確かく認にんするためでもあるのだろう。

　ディルニスタン浸食領の北部、キラリア皇国にほど近い場所に存在する原野。

　そこに六つの色に分かれた軍隊が集合していた。

　合計で四〇万を超こえる兵隊の中心に、たったひとつの天幕が設置されている。

　天幕の中には、一〇名。

　円えん卓たくを囲んでいるのは、六国の首脳と将軍たちだ。

　ともすれば全面戦争になりえるこの状じよう況きようで、あえてこの場所でこの人物たちが集まったのには理由がある。

「いやぁ、やはり飲み物に関してはプレナレートに負けるわい。酒どころか果実汁までうまいときた」

　卓たくの上でコップを弄いじくっているのは、ドレム帝てい国こく大将軍ウルゼル。

　今回の会議の発ほつ起き人にんであり、この場にいる誰よりも力を持っている者。齢よわい六十を超えてなお、戦場に出れば自じ慢まんの眷けん属ぞく武器で数十人を薙なぎ倒たおせる偉い丈じよう夫ふだ。しかし今の彼は武器も鎧よろいも身につけていない。自国の会議ですら鎧を着き込こむ男なのに。

　そんなウルゼルの背後にいるのは、同じく大将軍のゼイズ。

　先の戦いで戦死した大将軍に代わり、臨時で位が上がった若い将軍だ。しかし彼の昇しよう進しんがおこぼれだと揶や揄ゆする者はドレム軍にはいない。相応の実力を持っていると誰もが認めている。

　そんなゼイズは、ウルゼルの背後から天幕の中を睥へい睨げいする。

　ほとんどの国の首脳には、ゼイズのような護衛がついている。しかし唯ゆい一いつオーマ連合の総首長であるカカ・カロンだけが単独だ。枯かれた老人で、なんと一二〇歳を超えているとか。

「用件をはよう言え、ウルゼル。お茶会に呼ぶのなら、こんな物ぶつ騒そうな場所でなくても良かろう」

　そんな彼が放つ言葉には、年ねん齢れいを感じさせない若さが込められている。

　実際、この年齢で数十もの部族をまとめあげる力量を持っているのだ。広大なオーマの土地を統すべるだけの強さと経験を兼かね備えている老人だ。

「そう殺気立つなじいさん。この状況でケンカするわけにいくまい」

「別にやったっていいけどね。ドンパチが大好きなのはお互たがいさまだろ」

　そう言って笑うのは、プレナレート王国の女王ミスライト。

　まだ一九という若さで女王の座に即ついた彼女は、すでに王としての責務を果たしている。軍を従え、交こう渉しようの場に立ち、こうして他ほかの猛も者さと肩かたを並べて話すだけの度量を持つ事自体が資質のひとつだ。

　そんな彼女が携たずさえているのは剣ではなく、銃じゆうと呼ばれる武器。

　ディルニスタン文明の遺物であるそれは、先せん端たんから炎ほのおのような光が出るのだという。どのような原理なのか、ゼイズには想像もつかない。ただ弓よりも速く遠えん距きよ離りの敵を殺せる以上、誰よりも警けい戒かいすべき相手ではある。

「で、じいさん方。ケンカじゃないってんなら、何をするんだい」

「簡単な話だ。その逆──つまり、ケンカを止めようという議題だ」

「ほう。貴様がそれを言うか」

　カカ・カロンが苦く笑しようする。

　他の国の首脳も、ようやく話が見えてきたようだ。

　ある程度の意志が固まったところで、ようやくウルゼルが本題に入った。

「先の戦いくさで、我がドレム帝国とキラリア皇国は大きな痛手を負った。貴公らはほくそ笑えんでいるだろうが、事実、我われらは多大な被ひ害がいを被こうむっている。ディルニスタン浸食領を巡って争えばどうなるか、大陸中が理解できたはずだ」

　何人もの人間が散った。

　世界装置ワールドワークス──各国が持つ最強の力を行使しようとした末路だ。

　実際にそれが使われる事はなかったが、それでも数万人規模の死者を出した。

「なればこそ、そろそろ平和的にディルニスタンを分けようではないか、という提案をしたい。細かい話はこれからするが、面積や拠きよ点てんなどで各国の領土を決めるのだ」

「ほう」

　高い声で笑うのは、ラジェンダ・クム王国の国王ムルジラ。浅黒い肌はだと快活な表情が特とく徴ちようの、若い国王。三〇代だったはずだが、実際はもっと若く見える。

　宝石のアクセサリを全身に纏まとっているような彼は、ウルゼルに笑ってみせる。

「それはそれは、この弱小ラジェンダ・クムにもいくばくかの領地を分けてくださるという事ですかな？　あの天下に名高いドレム帝国様ともあろうものが」

　皮肉たっぷりの言葉にも動じず、ウルゼルはこう答える。

「少なくともディルニスタンに関しては、だ。それ以外の理由でどの国が争っても構わぬが、ディルニスタンだけは平和的に分けねばならぬ。理由は分かるだろう」

「まぁ、それは確かに」

　ムルジラ国王の笑みが引く。

「ディルニスタンで戦争をする事の愚おろかしさ、我らにも伝わりましたよ、ええ」

　今この場所に全ての国が集まった理由が、それだ。

　──ディルニスタンで争うなかれ。

　ディルニスタン浸食領の土地を巡って争えば、絶対に損をすると分かっているからだ。

「こちらとしては、異存ありません」

　トキシタン自治領の領主が頷うなずく。ローブのフードを目ま深ぶかに被かぶった初老の男性。名はオーリーン。あまり人前に出ず、自室に籠こもって研究と政治の両方をこなしているという変わり種の人間だ。外に出たがらないというが、あれも本人なのかどうか。

「研究のためにある程度の土地と施し設せつを分けていただけるのであれば、協力しましょう。ですがそのためには解決しなければならない問題がいくつもある」

　ある程度の土地がもらえる、という所がポイントだとゼイズは思っている。

　ディルニスタンの施設が少しでも手に入り、かつ他国に邪じや魔まされなければ、余よ裕ゆうをもって調査できる。戦争で破は壊かいされる事なく、文明の利器が手に入る。その研究を進めれば、より優すぐれた技術に近づけるのだから。

「そう、そこでもうひとつの議題だ。解決しなければならない問題」

　その言葉を聞いて、誰もが頭にひとつの単語を浮うかべる。




「妖よう精せい旅団──ですね」




　陰いん鬱うつな表情で頷いたのは、キラリア皇国の皇こう帝ていフリエル。

　彼女は姉が妖精旅団に与くみした事で、かなり消しよう耗もうしているそうだ。姉の独断とはいえ、身内が敵の味方をするのだから、内外からの圧力も相当なものだろう。

　そう、妖精旅団は敵だ。

　それも六国共通の絶対悪なのだ。

「どれだけ我々が平和的に土地を分け合っても、妖精旅団が邪魔をする限り安息は訪おとずれない。そこで、我々がどうするべきか話し合う──それが今日の会議の目的だ」

　ゼイズは首脳達の表情を見比べる。

　全員、不満そうな顔をしている。

　そこには「やれるのならばやっている」という気持ちがありありと出ていた。

　数万の軍勢を屠ほふった、たった六人の妖精。尻しり込ごみする気持ちは分かる。ゼイズも数週間前まではそう思っていた。

「ここに呼んだという事は、ある程度の目算があるのだろうな」

　カカ・カロンが挑ちよう発はつするようにウルゼルを見る。

「少なくとも、我々がいたずらに争うより、団結して妖精討とう伐ばつに向かった方が効率は上がる。それは理解できるな？」

　ウルゼルの返答に、カカ・カロンは黙だまり込む。

「六国の軍が密に連れん絡らくを取り合い、妖精の居場所を突つき止め、眷属武器を持つ将で集団攻こう撃げきをするだけでも勝てる可能性は格段に上がる。なに、妖精とて傷は負う。絶え間なく攻撃すれば必ず殺せる」

　この世に不死の生物などいない。

　妖精たちもまた、人間なのだ。

　少なくともゼイズはそう確信している。

　あの時に出会った──ディリアンという妖精を見て、そう思ったのだ。

「で？　具体的にはどうすんのー？」

　プレナレート王国のミスライト女王がぶっきらぼうに尋たずねる。

「ただ殺すってんなら獣けものにだってできるじゃん。問題はどこにいるかも分かんない妖精旅団の居場所を突き止めて、キラリアの超ちよう強い騎き士しでも勝てないあいつらにどーやってトドメ刺さすかじゃないの？」

　頰ほお杖づえをついたまま、やる気のない表情だが、言葉は辛しんらつだ。

「そう焦あせるな、じゃじゃ馬。これには密な連れん携けいが必要だ」

　ウルゼルの言葉を、ミスライトは苦笑で返す。いいからさっさと話せ、と言いたげな表情だ。

「まずは我々の間でいくつかの取り決めをせねばならぬ──」

　ウルゼルが語り出す間、ゼイズはおかしな行動をする者がいないか天幕の中をずっと見回していた。最初から話の内容を知っているゼイズは、誰だれよりもこの場を見る事ができるのだ。

　少なくとも首しゆ脳のう陣じんに危険な者はいない。

　問題は護衛だ。

　とりわけ強力な殺気を感じたのは、キラリア皇国。

　皇帝フリエルの背後にずっと立っている若い騎士だ。名前も知らない彼は、背中に盾たてのような眷属武器を背負っている。

　問題は、彼の姿勢だ。

　直立不動の状態のまま、まっすぐ前を見ている。表情は一いつ切さいなく、人形だと言われても気づかないほどだ。

　それなのに、禍まが々まがしい殺気が天幕中に張り巡めぐらされている。

　まるでディルニスタン文明に伝わる殺人機械のように──

　ウルゼルの説明を聞き流し、ゼイズの視線はあの騎士に釘くぎ付づけになっていた。




　　　　＊




　六国会議が滞とどこおりなく終しゆう了りようし、その二日後。

　戦の準備が全く役に立たなかった軍と共に、女王ミスライトは自国プレナレートへ帰き還かんした。何も得なかったが、損をしたわけでもないので、全軍朗ほがらかな足取りのままだ。

　プレナレート首都、ヘイス。

　海に面したその都市は、周囲を城じよう壁へきに覆おおわれた城じよう塞さい都市だ。

　特筆すべきは、城壁そのもの。二十メートル以上ある壁かべの上から水が流れている。水の量は調節できるため、普ふ段だんは薄うすい膜まくのように流れる水も、瀑ばく布ふのように荒あら々あらしい水の壁になる事がある。

　それほどまでに大量の水をどこから調達しているのかというと、プレナレート王国が有する世界装置〝渦うず巻まく蒼そう竜りゆうの槍やり〟の力だ。

　ただ無む尽じん蔵ぞうに水を出すだけでなく、水の流れを操あやつる事ができる。この力があればこそ、プレナレートという国は生き長らえているのだ。

　農業、林業、漁業、あらゆる産業に必要な水。それらをコントロールする力を持っているプレナレート王国は、常に安あん泰たいであるはずだった。

「女王陛下、ご帰還！」

　都市の門が開かれると、見慣れた光景が広がる。

　建ち並ぶ建物の間を縫ぬうように川が流れている。道と川の両方に人と物が行き交かい、馬車と船が並んでいる。

　吸い込む息も、ディルニスタンの汚よごれた空気とは違ちがう。潤うるおいと潮の香かおりを含ふくんだプレナレートの味がする。

「陛下！　女王陛下！」

　家の窓から国民が手を振ふっている。

「陛下！　戦争には勝ったんですか!?」

　何も知らない女性が心配そうに投げかける言葉に対し、

「違うってば！　あたしは戦争しに行ったんじゃないの！　なんであたしが外に行くと、戦争をふっかけると思うわけ!?」

　女王ミスライトが気さくに返事をすると、周囲の国民も笑う。

「陛下は危なっかしいからなぁ。キラリアにいつブッ放すのかヒヤヒヤしてたぜ」

「さんざんドレムとの戦争に顔出したがってたもんなぁ」

　兵士たちもミスライトがいる近くで雑談している。

「なんでよー。あたしがどこでも構わずケンカふっかけるように見えんの？」

「そりゃ見えますよ」

　ミスライトの側近の女性も笑う。

「姐ねえさんは子供のころから海かい賊ぞく退治に精を出してましたからね。みんなそのイメージが強くて、戦争でも前線で大活かつ躍やくするって信じてるんです」

「戦争は海賊退治とは違うって、みんな分かってんのかね……」

　苦く笑しようするミスライト。

　ただ、国民や兵士の言葉はあながち間ま違ちがってはいない。もしもあの状じよう況きようが続いていたら、プレナレートも戦争に介かい入にゆうするつもりだった。

　キラリアが世界装置〝震ふるえる白はく狼ろうの杖つえ〟を持ち出し、発動させるという話を聞いた直後は、軍を国境付近に固め、いつでも出しゆつ撃げきできる状態にしておいた。

　その兵力を使わずに済んだのは、本当に幸運だった。

「みんな今日までありがとう！　ゆっくり休んで、明日あしたからまたよろしくねっ！」

　無事に宮きゆう殿でんまで帰還し、軍を解散させた後、ミスライトも装備を外して身軽な格好になる。腕うでや脚あしを露ろ出しゆつする薄うす手での服だ。

　幼い頃ころからの住すみ処かである宮殿にも、至る所に水が流れていた。世界装置が安置されている場所から、常に一定の水が漏もれているのだ。それを海に捨てるための機構が、景観の維い持じにも役立っているわけだ。

　護衛もつけず、ミスライトはひとり宮殿を進む。

　やがて辿たどり着いたのは、彼女の自室──ではなく、客間だった。

「ふー、ただいまー」

「あっ、おかえりなさいミスライト」

　宮殿の中で最も広い客間。三つの寝しん室しつと二つのリビングがあるこの部屋は、来らい賓ひんが家族でも寝ね泊とまりできるように造られている。

　その客間のイスに座っていた少女がにっこりと笑う。

　キラリア皇国の皇すめらぎ巫み女こレチューディア──レッチとはあまり面識がない。初対面ではないが、まだ幼女だった頃は騎士の鎧よろいの陰かげに隠かくれているような子だった。

　そんなレッチがミスライトを頼たよってプレナレートまで来た理由。

「おっ、戻もどったのか」

　隣となりの部屋から現れた男。

　少年とも青年とも言える若い男は、現在はプレナレートの平民服を着ている。

「どうだった、会議？」

「どーもこーも、アンタたちをどうやってブッ殺すか真しん剣けんに考えてたよー」

「そりゃそうだよなぁ」

　苦笑する男──アルフェン。

　こうしていると、普ふ通つうの人間とまるで変わらない。

　彼が大陸中に悪名を轟とどろかせている〝妖よう精せい旅団〟の団長である事は、本人とレッチの口から聞いている。

　数万人の軍勢をたった六人で蹴け散ちらした、冗じよう談だんみたいな強さの妖精。

　その強さを見せてもらわなくても、ミスライトには分かる。

　妖精たちが着用していた衣服と武器を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。どちらも現代の技術では作れない素材でできている。ディルニスタン浸しん食しよく領から盗ぬすんできた可能性もあるが、それにしては着こなしている。

「分かってると思うけどさ、今、大陸のみんながアンタらを必死に捜さがしてんのよ。そろそろ、見つけ次し第だい、即そく殺すように六国にお触ふれが出るよ。どこの国でも妖精旅団は追われる事になる」

「顔もバレちまったしなー」

　生き残ったキラリアの騎士が、アルフェンの似顔絵を描かいたそうだ。ミスライトも見せてもらったが、特とく徴ちようは捉とらえている。

「まー、あんだけ殺しゃ当然だよねー」

「それについては話半分に聞いてくれ。俺たちが殺したのは、それこそ半分くらいだ」

「ほとんどは世界装置が殺したって話でしょ？　レッチに散々聞かされたよ」

　一ヶ月前に起きた戦い──

　地名はないので、便べん宜ぎ上じよう「北ディルニスタンの戦い」と呼ばれている。

　キラリア皇国が世界装置を使おうとしたところを、妖精旅団が邪じや魔ましに入り、戦場をめちゃくちゃにして去っていった忌いまわしき戦いとされている。

　ところがレッチが言うには、死んだ騎士のほとんどは世界装置の余波によるもので、アルフェンたち妖精旅団が止めていなければ、その数十倍の人間が死んでいたという。

「信じるも信じないも、女王様の自由だけどな」

「いや、あたしは信じるよ」

　ミスライトは深く頷うなずいた。

　世界装置が発動すればプレナレートの大地も被ひ害がいを被こうむってしまう。

　どうやらキラリアは世界装置の本当の威い力りよくを知らなかったらしい。ただの強大な兵器のつもりだったのだろう。

　自然の力を舐なめてかかればどうなるか──

　それは毎年のように起きる水害を世界装置で食い止めたプレナレートならよく分かる。もしも世界装置がなかったら今ごろこの国は洪こう水ずいと飢き饉きんで滅ほろんでいただろう。

　災害と同等の力を持つはずの〝白色〟を安易に発動させるとは、どのような考えだったのだろうか。それとも何も考えていなかったのだろうか。

「信じたから、こうやって匿かくまってんじゃん」

「それもそうだ。ありがとな」

　アルフェンは素す直なおに頭を下げる。

　彼の言葉通り半分だとしても、最低で一万もの兵を殺した計算になる。そんな大量殺さつ人じん鬼きが、こうしてミスライトに感謝の意を示しているのは皮肉なものだ。

「レッチが一いつ緒しよじゃなけりゃ、それでも疑ってたろうけどね」

「ミスライト……」

　レチューディアが信じた相手だ。自分も信じてやらねばどうする。

「で、アルフェン。アンタこれからどうすんの？　またどこかの国を滅ぼしに行く？」

「必要があればそうするさ」

　正直に答えるアルフェン。

「必要ってのは、また世界装置を使うバカが出現したら？」

「ああ」

　淀よどみなく答えるアルフェン。

「そうしなきゃ、俺もアンタも死ぬ。大陸も滅びる。当然だろう」

「まーね。じゃあ世界装置以外はどうなのよ。妖精旅団ってのは、ディルニスタン浸食領に入る奴やつらを根こそぎ狩かるって話だよ」

「あれも似たような理由だ。下手へたに動かしたら危険な施し設せつがいくつもある。世界装置ほどとは言わないが、暴走したら国が消し飛ぶほどの事態が起きるからな」

「なるほどねー」

　さしずめ、ディルニスタンの守り神か。

　今の人類では扱あつかいきれない道具に触れようとする者を殺す。別にそれは妖精旅団に限った話ではない。火を持ったまま火薬庫に入ろうとする者がいたら、ミスライトだって迷わず殺す。

「じゃあ、今は？」

　ミスライトの問いに、アルフェンは複雑な顔を見せた。

「六国が仲良くしてる今は、アンタらの出番ないじゃん」

「仲良くするって、それ俺たちをブッ殺すっていう共通の目的があるからだろ？　それを達成したら、どうせまた新しい敵と戦うだけだぜ」

「んなこた分かってるけどさ」

　六国の平和協定も、妖精旅団亡なき後に領土の奪うばい合いになる。束つかの間の平和──いや、妖精旅団を相手にするのだから平和ですらない。

「ま、だけど今はヒマなんでしょ？」

「ヒマって言うなよ。こうして世界を見て回ってるんだよ。なぁレッチ」

「はい。私も一緒です」

　アルフェンたちは八百年間眠ねむっていたという。

　そしてレッチは生まれてこの方、キラリアの外に出た事がないという。

　世界を知らない者同士、ウマが合ったのかもしれない。

「ま、とりあえず今はヒマなんだね」

「だからヒマじゃないって──」

「だったらアルフェン。聞いて欲しい頼たのみがあるんだよ」

　ミスライトの言葉に、アルフェンはニヤリと笑う。

「ようやく本題か」

「最初は色んな手段で籠ろう絡らくしようと思ったけどねー。どうやらアンタはストレートに頼んだ方が手っ取り早いねこりゃ」

　ソファにだらしなく腰こし掛かけると、ミスライトは現在の状況を話し始める。

　アルフェンたちはそれを神しん妙みように聞くのだった。
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　そもそもの発ほつ端たんは、ディルニスタン浸食領を東へ進んでいた時の事だった。

　妖精旅団はディルニスタンを抜ぬけ、オーマ連合かプレナレート王国の国境付近で「さて、どちらに行くか」という議題で話し合っていた。

　ミーニャの持つ巨きよ大だいな黒い箱を住処にし、周囲にキャンプを張る。

　プレナレートは酒が美味うまい、という理由で三名がそちらを推おし、オーマには珍めずらしい動植物があるという理由で三名が推した。

　話し合いに決着がつかないまま、夜になり、野宿をする事になった。

　全員が寝ね静しずまった後、火の番をしたのはアルフェン。

　別に番などしなくとも、妖精なら不ふ審しん者が近づけばすぐに分かる。それでもアルフェンは普通の旅人のような暮らしがしたかった。

　ディルニスタンでは、火に直接あたるという行こう為いはほとんどない。

　暖を取りたいなら気温を調節すればいいし、何かを熱したいなら専門の機械がある。

　この原始的な火というものに触れていると、自分が違ちがう時代に生きている実感が湧わくのだ。

　そんな事を考えていると、全員が起きてきた。

「おい、なんだあれ？」

　座ったまま、目覚めたばかりのバレンタインに尋たずねるアルフェン。

「んー、ちょっと待て」

　眷けん属ぞく武器「ヴァイスゲジヒト」を装着したバレンタインが、夜の闇やみの向こう側を見る。肉眼では判別しづらい何かがあるのだ。

「ああ、軍隊だ。プレナレート軍」

「なんで？　戦争する予定なんかあったか？」

「知らねーな。ちょくちょく偵てい察さつには行ってたけど、どっかとやり合うなんて話はなかったはずだ」

「じゃあ、演習か？　こんな国境近くで？」

　全員が首をかしげる。

　情報がなければ、恐きよう怖ふの妖よう精せい旅団でもこんなものだ。

　人が動く理由など、分かるわけがない。

「んあ～……どうしたんですか……？」

　ひとりだけ寝ぼけ眼まなこのレッチ。

　妖精と違って訓練を受けていないから仕方ない。

「プレナレート軍が向かってるから、どうしようって話してたところだ」

「プレナレート軍ですか……」

　目を擦こすりながら、レッチは何かを考えている。

「戦っちゃダメですよ。どっちも何も悪い事してないんですから」

「じゃあ隠れるか？」

「いいえ」

　レッチは珍しく気き丈じように振ふる舞まう。

「ちょうどいいです。会いたい人がいます」

「誰だれだ？」

「プレナレート女王ミスライト。まだ若いですが、立派な女王です。彼女に頼んで、私達の身み柄がらを匿ってもらいます」

「おぉ……」

　妖精旅団の全員が声をあげた。

「信用できるのか？　そのミスライトって女王」

　アルフェンの問いに、

「六国のトップの中では、一番話が通じる相手だと思うんです」

　レッチは自信なさそうな表情で答える。

　妖精旅団も王の人となりまでは知らないので、レッチの言葉を信じるしかない。

「でも、匿ってもらう必要なんてあるの～？」

　カロリーヌがあくびをしながら尋ねる。

「あります。皆みなさんはこれから世界をどうするのか、自分の目で見たいって仰おつしやってましたよね？　だったら国を治める人に直接会った方が分かりやすいと思ったんです」

「まぁ……それはそうだね」

　ディリアンが苦く笑しようする。

「でも、会ってもらうまでが大変だね」

「それは……私がなんとかします」

　レッチが頷く。

「できるのか？」

「やってみます。というか、私しかできないと思います」

「……それもそうだな。じゃ、頼んだぜ」

　レッチに松明たいまつを持たせて、アルフェンたちは黒い箱の中に入っていく。

　悪名高き妖精旅団と、キラリアのお姫ひめさま。

　交こう渉しように向いているのは明らかに後者だ。

「ううう……とは言ったものの、緊きん張ちようします……」

　肩かたを落とすレッチをよそに、足音が近づいてきた。プレナレートの軍馬の列だ。

　やがて先頭の馬がレッチに気づき、小さくいななく。

「そこの！　何者だ!?」

　遠くから呼びかけるプレナレート兵。

　今こそレッチの交渉の時だ。

　彼女は松明を持ったまま飛び出すと、叫さけんだ。

「あ、あ、あ、あのっ、わ、私、ミ、ミスライト女王に──その、お目通りを！」

　すっかり忘れていた。

　レッチはお城でずっとひとりぼっちだったのだ。交渉などできるはずがない。

「わ、私、レチューディアです！　キラリアの皇すめらぎ巫み女この！」

　先頭の兵士たちが、訝いぶかしげに顔を見合わせている。

　明らかに不審者なのだが、か弱い女性で、しかもディルニスタン浸しん食しよく領付近で自らをレチューディアだと言っている。

　これが殺気だった兵士ならば、その場で斬きり殺されてもおかしくはない状じよう況きよう。

　しかしレッチの必死な訴うつたえが通じたのか、まず兵士が上官を呼びにいった。その上官のさらに上官の上官くらいに話が伝わると、その人物──プレナレートの師団長が馬に乗ってやってきた。

「……本物だ」

　直接その目で確かく認にんしたかったらしい。

　皇こう帝ていフリエルなら知っている人も多いが、レッチの顔を正確に覚えている者は少ないのだ。だから師団長クラスを呼ぶ必要があった。

　老人の師団長は、その足でさらに上の人物を呼んでくるという。

　同時に彼は全軍に対して号令を出した。

　──全軍停止。

　その命令を受けて、プレナレート軍は全すべての行動を止めた。

　ほどなくして、別の馬が現れた。

　そこに乗っていたのが、ミスライトだった。

「や、久しぶりレチューディア」

　兵から将へと伝言ゲームを経て、ようやく出会えた女王。

　全軍を止めてまで、彼女はレッチに会おうとしてくれたのだ。

「お久しぶりです、女王」

　レッチは恭うやうやしく礼をする。

　ミスライトを守る軍は、まだレッチを警けい戒かいしている。

　しかしアルフェンは飛び出す事ができない。

　こんな状況で妖精旅団が姿を現したら、それこそパニックになる。戦せん闘とうが起きて、二度とミスライトには会えなくなるだろう。

「変な所で会うね」

「お互たがい様です。ミスライトは、何をしているんですか？」

「ディルニスタンに用があるんだよ」

　それはそうだろう。この道はディルニスタン浸食領に続くのだ。

　問題は何をしにいくのか、だが──

「レチューディア。あんた、妖精旅団に誘ゆう拐かいされてたんでしょ？　大だい丈じよう夫ぶなの？」

「はい」

　少しだけ迷った末、レッチははっきりと答えた。

「私は今、妖精旅団と行動を共にしていますから」

「……噂うわさは本当だったんだね」

　ミスライトは平静を装よそおっているが、後ろの兵士たちの動どう揺ようが激しい。

　その名を出すだけで、ほとんどの人間は震ふるえて逃にげ出す。それが妖精旅団という存在なのだから。

　そして、彼らはディルニスタンに向かっている。

　──妖精旅団は、ディルニスタンを荒あらす者を殺すのだ。

「あたし達、敵同士って事なのかな？」

「それは……」

　レッチはミスライトの目を見て、こう答えた。

「条件次し第だいです」

「ん？　どゆこと？」

「ディルニスタンに女王自ら出向くという事は、よほど大きな作戦なんですよね？　どこか欲ほしい場所や物があるんですか？」

「そりゃ、まぁ、そうだよ」

「それを、私たちが用意します」

「……なんで？」

「それは……その」

　言い淀よどむレッチ。

　やはり交渉が下手へたなようだ。

「あのねぇ、レチューディア。交こう換かん条件を持ち込むなら、もっと手の内を隠かくさなきゃダメだよ？　何かして欲しい事があるって、バレバレだもん」

　とうとうミスライト本人にも指し摘てきされてしまう始末。

「うう、すみません。私、駆かけ引きとか苦手で……」

「で、アンタは何が欲しいの？」

「はい。妖精のみなさんに、安息の場所と、女王様への謁えつ見けんを」

「安息の場所はいいけど……なんであたしに？　会って何話すの？」

「なんでもいいんです。妖精旅団が大陸を旅しているのは、世界を見るためなんです。だから国王が何を考えているのか、肌はだで知って欲しくて」

「ほぉー……妖精旅団がねぇ……」

　さらにざわめく兵士をよそに、ミスライトは考え込んでいる。

　アルフェンは少し、レッチを見くびっていたようだ。

　彼女は自分のためではなく、妖精旅団の視点で物事を考えている。旅団の一員になって気持ちを切り替かえたのか、アルフェンたちに足りないものを補おうと自分なりにがんばっているのだ。

「レチューディア。その妖精が、あたしを殺さない保証はあるの？　あたしヤだよ、交渉の場で殺されるなんて」

「それならご心配なく。殺すつもりなら、もうとっくに死んでます」

「……それもそっか」

　ミスライトは馬上からレッチを見ている。

　口元は笑っているが、目は笑っていない。

「なんか、変わったね」

「私……ですか？」

「最後に会った時は、もっと死んだ魚のような目をしてたよ。だけど今は、いたずらっぽい、本当に〝妖精〟になったみたい」
















「そうなんですかね……」

　陰かげでアルフェンは大きく頷うなずく。

　少なくとも、レッチは変わろうとしている。

　だからこの場も任せたのだ。

「じゃあ、レチューディア」

「レッチでいいですよ」

「レッチ。プレナレートを守るために、ディルニスタンの技術が欲しいんだ。助けてくれるというなら、妖精旅団と話がしたい」

「じゃあ……」

「城の客間でよければ、空いてるよ」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、アルフェンも、他ほかの妖精もガッツポーズをしながら飛び出していった。

　レッチに抱だきついて初勝利を祝おうとする妖精旅団の姿を見て、ミスライトも周囲の兵士も一気に脱だつ力りよくしたと、後になって聞いた。
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　プレナレート王国の国民は、見た目とのギャップが激しい。

　アルフェンはかつてバレンタインから「気のいい奴やつらだ」という評判しか聞いていなかったため、筋肉質のゴツい野や郎ろうばかりだと知った時は「騙だまされた」と思ったものだ。

　ただ、プレナレートの主産業である漁業のために筋肉が必要だというのは理解できる。ドレムのように武器を振ふるうための筋肉ではなく、船を操あやつるための筋肉をつけるためだ。

　そしてバレンタインの言う通り、海の男たちはとても気さくで話しやすい。

　素す性じようを隠してプレナレートに潜せん入にゆうした時も、多くの見ず知らずの人に助けてもらった。

　その気のいい男たちを頼たよっているうちに、女王ミスライトに辿たどり着いたのだ。

　首都ヘイスにある宮きゆう殿でんでは、ミスライトの従者という身分を得て、自由に過ごす権利を与あたえられた。ただしレッチだけは顔が知られているので、宮殿から出られないが。

　この自由な時間の対価が、ミスライトの頼たのみ事というわけだ。

「おーす、どうだ調子は？」

　アルフェンがノックした扉とびらの音は、室内の誰だれにも届かない。

　なぜなら室内といえども百人以上収容できる巨きよ大だいなホールになっているからだ。

　まるで音楽堂のようなその場所には、客席もステージもない。

　その中央に置かれた台座の上に、一ひと振ふりの槍やりが鎮ちん座ざしているだけ。

　これがプレナレートの世界装置、〝青色〟の異名を持つ〝渦うず巻まく蒼そう竜りゆうの槍〟である。

　ホールの床ゆかが湿しめっているのは、この世界装置の力だ。常に水が湧わいて出てくるため、流す場所が必要になる。この台座は排はい水すい溝こうと直結しており、そこから宮殿へと流れる仕組みになっている。

「……おっす」

「よーアルフェン」

　その台座についているのは、ミーニャとバレンタイン。

　ミーニャが背負っている眷けん属ぞく武器「ブラックボックス」の中から複数のマニピュレーターが飛び出し、〝青色〟に触ふれている。

「どうだ、世界装置の調子は」

「ああ、お姫ひめさんが言ってた通りだ」

　バレンタインは何かの数値を観測しているようだ。手に持っている紙にミーニャが言う数字を書き込んで、眉まゆ根ねを寄せている。

「このままだと、数年以内に壊こわれるぞ」

　そういう理由だ。

　優すぐれた文明を持つディルニスタンでも、特に最さい先せん端たんの技術を駆く使しして作った世界装置だろうが、壊れる時は壊れる。

「もしも壊れたら、どうなる？」

「制せい御ぎよを失って、プレナレートが水すい没ぼつ──くらいだとまだラッキーなんだけどな」

　水の力を操る〝青色〟が制御を失うという事は、無む尽じん蔵ぞうに溢あふれる水の行き場を失うという事だ。

　キラリアの〝白色〟が暴走すれば大陸どころか世界が凍こおる。それと同じくらいの災害が起きると考えていいだろう。

「で、直せんのか？」

「……ふふふ、私を誰だと思ってる」

　不敵な笑えみを浮うかべるミーニャ。

「誰って、お前は司書だろうが。大図書館の。技術屋でもないくせに」

「……問題ない。修理の知識は頭に入ってる」

「本当かよ」

「……噓うそなら全員死ぬだけ」

　小こ柄がらな少女にしか見えないミーニャだが、知識だけは妖よう精せい旅団の誰よりも蓄たくわえている。さらに彼女が操る「ブラックボックス」は、もともと兵器ではなく、修理や改良などを目的として作られた万ばん能のう箱だと聞く。

「……時間はかかるけど、多分いける」

　そのミーニャが出した答えに、アルフェンもバレンタインも安心する。

「……ただ、私も世界装置の修理なんてした事ないから、本当に時間がかかる。それまでに問題起こすんじゃないよ」

「問題なんて起こすわけないだろ、なぁバレンタイン」

「ああ、まるで俺たちが問題児みたいな言い方しやがって」

　しれっと答える二人を、ミーニャは見もせずに作業を続ける。
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　ヘイス宮殿の中で自由に行動できる許可を得ているのはアルフェンだけではない。

　八百年前に栄えい華がを極きわめたディルニスタン人にとって、現代の様式は何もかもが新しく、興味の対象になる。

「ふーむ……これはすごいよ。ビニールに近い材質のパイプを作る技術が確立されてる。それに下水も完かん璧ぺきだ。ただ世界装置の力を使うだけじゃなくて、他の技術も成長しているんだね」

　宮殿の中庭に張り巡めぐらされたパイプに触れるディリアン。

　こういう技術ひとつとっても、プレナレートという国の文化レベルが分かるのだ。

「ビニールに近い材質のパイプなんて、今の技術でいけるのか？」

　ディリアンの背後から覗のぞき込むスターライト。彼は中庭に植えられた植物を愛めでていたようだ。八百年前にはなかった花が咲さいているのを見て、顔を綻ほころばせている。

「多分、ディルニスタンの技術だ。キラリアのキメラみたいに、道具の使い方だけ覚えたんだろうね」

「しかしパイプともなると、工場が必要になるんじゃないか？」

「作ると思うよ。水はプレナレートにとって命だから、大がかりな施し設せつを造ってでも制御すべきものなんだろう」

「なるほどな」

　頷いたスターライトは、また植物を見る。

「この花たちも、その水によって育てられた。ディルニスタンの技術が、美しい花を咲かせたと思うと感かん慨がい深ぶかいものがある」

「……そういう事に技術を使ってくれる人たちばかりなら、僕たちもお尋たずね者にならなかったんだけどね」

　まずディルニスタンの土地を奪うばい合うところから始まったので、それは仕方ない。技術とは戦争に勝つためのもの、という概がい念ねんが大陸中に蔓まん延えんしている。

　その中で、プレナレートは異質だ。きちんと自国のために技術を磨みがいている。

　しばらく六国を旅して回ったが、ここまで豊かな国は他になかった。

　強しいて言うなら南のトキシタン自治領も平和な方だが、あちらはディルニスタンのあらゆる情報を解読しようと躍やつ起きになっており、自国を繁はん栄えいさせるため、というより知ち識しき欲よくを満たすために技術を欲ほしがっている。

「しかし意外だな。今回の件で、ディリアンが何も言わないとは」

「今回って、どれだよ」

「世界装置の修理の事だ。いつものお前なら『利用されてるんじゃないか』とか心配しているだろう」

「実際、利用されてるよ」

　ディリアンは笑うが、悲ひ愴そう感はない。

「だって、あんなにハッキリと言われちゃあねぇ。きちんと理由を話した上で僕たちの力が欲しいって頼まれたら、断れないじゃない」

「それはアレか、仁義とか礼れい儀ぎとかいう話か」

「んー、まぁ、そうかな」

「心配性の割には、ほだされやすいんだな。せいぜい騙されないように気をつけろ。特に女の言葉には甘い毒が含ふくまれる」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよっ」

　少なくともミスライトは信用できる。バレンタインが言っているのだから大丈夫だ。

　問題は世界装置の修理中の振る舞まいだ。

　大きな問題に首を突つっ込み、世界装置の修理ができないような状じよう況きようは避さけなければならない。最低でもミーニャがつきっきりで修理できる環かん境きようを崩くずしてはならない。

　だからこの宮殿でも大人しくすべきだ。

「あ、あのっ、困ります！」

　そう心に決めたディリアンの耳に届く悲鳴。

「ここは泳ぐ場所じゃないので──！」

「えっ！　そうなの!?」

　小さな船を浮かべられるほど大きな池でカロリーヌが泳いでいた。

　それを官かん女によに咎とがめられると、彼女は照れ笑いを浮かべながら水から上がる。濡ぬれた身体からだに服が張り付き、豊満なボディラインがはっきり分かる。

「えへへ、怒おこられちった」

　水をしたたらせながら走ってくるカロリーヌを見て、ディリアンは頭を抱かかえる。

「安心しろディリアン、この程度ならまだ問題にはならない」

「本当かなぁ……僕らの感覚がマヒしてるだけなんじゃないかなぁ……」

　スターライトの慰なぐさめすら疑ってしまうディリアンだった。




　　　　＊




　キラリアの皇すめらぎ巫み女こレチューディアが妖精旅団に誘ゆう拐かいされた、という事実は大陸中に伝わっている。しかし妖精旅団に味方していると知っているのは極ごく一部のみ。

　どんな事情があろうと、現在レッチは妖精旅団と共にいる事になっており、彼女が見つかれば、そこが妖精旅団の居場所だ。

　そのためレッチが外出する時は常にフードのついた官女服を身につけており、誰かに身分を尋ねられたら「ミスライトに特別な荷物を届けに来た商人」と言えば大体の人に納なつ得とくしてもらえる。

「……私、運び屋って事なんでしょうか」

「実際、とんでもないモン運んでもらってるからねぇ」

　女王ミスライトの寝しん室しつで、レッチはグラスを傾かたむける。酒を果実汁で割ったプレナレートの名物酒らしいが、ちっとも酔よわない。おそらくミスライトが酒の量を極々少なくしてくれたからだろう。

「なんといっても、あの妖精旅団だ。ウチらにとっちゃ渡わたりに船だったよ。レッチが来てくれたのは、本当にベストタイミングだったんだよ。忘れかけてたのは謝るからさ」

　ミスライトは赤い頰ほおで上じよう機き嫌げんだ。

「でも……真意はどうなんですか？」

「なに、真意って」

「私達に世界装置を修復させて……それだけですか？」

「んなわけないじゃん。もちろん目的は他ほかにもあるよ」

　ミスライトは一いつ切さい隠かくさずに語る。

「ディルニスタンの技術が欲しいの。今の時代より優れた文明があるんだ。その技術を失いたくないの」

「技術……ですか」

　レッチは首をかしげる。

　彼女が知っているミスライトは、荒あらくれ達に交じって船を駆かり、海の向こうにあると言われる財宝を目指して突つき進むような女だ。

　てっきり宝か、あるいは武力を求めていると思ったのに。

「あたしも昔はピカピカの宝を追い求めてたけど──だけど、それは今でも変わってないよ。ディルニスタンの宝はちゃんといただくつもり」

「技術が、宝なんですか？」

「うん。魔ま法ほうみたいな芸当がバンバンできるようなブツがディルニスタンにはいっぱい眠ねむってるんだ。いくつかの道具は動かす方法が分かったけど、それだけじゃダメだ。動かすんじゃなくて、作る方法から解明しないと」

「戦争に勝つため、ですか」

「ま、それもあるね」

　ミスライトは少し考えてから、そう答えた。

「だけど考えてみなよ。例えば船ってのは戦争にも漁業にも使えるじゃん？　ディルニスタンの技術の全すべてを戦争に向けるわけじゃないよ」

「それはアルフェンも言っていた事があります。医い療りよう技術や食料生産だって同じだって」

「そもそも戦争ってのは、国を豊かにするためのものなんだからさ。だったら戦争せずに技術を手に入れる方法を探すのが一番楽で賢かしこいやり方だと思わない？」

　正論である。

　戦わずして勝つ方法があるのなら、誰だれだってそれを選ぶだろう。

　久しぶりに会った友人の変わり様に驚おどろくレッチ。変わったといっても、昔のように無む鉄てつ砲ぽうではない。きちんと考えるようになった。

「よっ、邪じや魔まするぜ」

　そんな声が聞こえたのは、窓。

「アルフェン、あなたはいい加減にドアから入る事を覚えてください」

「いやー、女王様の寝室に正面から入ろうとするのは、いくら俺でも無む謀ぼうだと思うぜ」

　逆さまになったアルフェンが顔を覗かせていた。

　一応ミスライトに許可を取ってから、窓を開けて彼を中に引き入れる。気さくに挨あい拶さつをするアルフェンは、少しだけ遠えん慮りよがちにイスに腰こし掛かけた。

「で、女王様。アンタは俺たちの技術が欲しいって言ってたけどよ、ディルニスタンの土地は要いらないのか？　お宝がザクザク眠ってるかもしれないんだぜ？」

「要らないよ」

　ミスライトはきっぱりと拒きよ絶ぜつした。

「眠ってるかもしれないお宝より、目の前にいるお宝を手に入れる方が早いし」

「お宝ってのは俺たちの事か」

「そうだよ。ディルニスタンの情報を握にぎってるアンタらから、絞しぼれるだけ絞ってやるつもりだよ。せいぜい滞たい在ざい中、利用してやるからね」

「ハッキリ言うじゃねーか」

　強気に笑いつつ、酒をグラスに注いでアルフェンに渡すミスライト。それを受け取ったアルフェンも、なぜか不快な顔はしていない。

「妖よう精せい旅団を騙だますつもりはないよ。バレたら皆みな殺ごろしにされるからね。それよりも手の内をある程度明かした上で、ギブアンドテイクの交こう渉しようをした方がいいんだよ」

「ま、匿かくまってくれた恩は忘れないさ。世界装置も直す。だが、それ以上の技術を必要とするなら、もうちょっと何かくれてもいいんじゃねーか？」

　ミスライトが言ったように、技術は宝だ。

　それをホイホイと渡すほどアルフェンもお人ひと好よしではない。それこそ戦争に使われるかもしれないからだ。

「そうだねぇ」

　ミスライトは自分の銀ぎん髪ぱつを撫なでて、少しだけ考えるフリをする。

「他の六国に働きかけて、戦争を止めるってのはどうかな？」

「止まるのか？」

「少なくともウチが土地争いに参加しない意志を見せれば、残りの五国も考えると思うよ。中には賛同してくれる国もあるかもしれない。ただしその場合、ディルニスタンは仲良く山分けになるけどね」

「それはダメです」

　否定するのはレッチ。

「ディルニスタンには、まだ危険な施し設せつがいっぱいあると聞きます。世界装置ほどじゃないけれど、暴走させたら大変な事になるって──そう言いましたよね、アルフェン」

「ああ、そうだな。だから無条件で山分けってのは、ちょっと怖こわいな」

「難しいねー」

　嘆たん息そくするミスライト。

「だけど女王様、アンタの気持ちは分かった。レッチの前で言う事じゃないが、少なくともキラリアよりはマシな使い方をしてくれそうだ」

「ミスライトでいいよ。国民はみんな〝姐ねえさん〟って呼ぶけどね」

　アルフェンはミスライトとグラスを合わせる。

　なぜか二人ともレッチの方を見るので、慌あわててレッチもグラスを合わせた。
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　ドレム軍に三人いる大将軍のうちのひとり、ゼイズ。

　それまでの彼の評価は「臆おく病びよう」の二文字で片付けられていた。もっともそれは他の将軍からの評価であり、彼の下もとで働く兵士達にとっては、退ひくべき時を弁わきまえている、命を大切にする将軍だった。

　しかしゼイズ本人の自己評価はどちらでもない。

　切り捨てるべき命を切り捨てたまでに過ぎない。

　あの北ディルニスタンの戦いでもそうだ。無む闇やみに突とつ撃げきする馬ば鹿かの命より、忠実に命令を聞いてくれる部下の命を優先したに過ぎない。

　結果、無能な大将軍と小将軍が何人か消えた。消えるべくして消えたポストにゼイズが収まったのだ。

　それはゼイズの思おも惑わく通りだ。欲ほしいものを手に入れただけだ。

「ゼイズ様──」

　軍馬に乗って行進するゼイズの隣となりを併へい走そうするのは、若い女性。

　鎧よろいは身につけず、長い黒くろ髪かみと赤いドレスのみを着用している。憂うれいを含ふくんだ表情で俯うつむいているその姿は、深窓の令れい嬢じようのようだ。歴戦の猛も者さに囲まれる姿が似合わない。

「護衛の数──本当にこれだけでよろしいのですか？」

「構わない、キュリヴィア」

「ですが……危険です。キラリアがこちらの話に乗ってくれるとは思えない。ゼイズ様にもしもの事があれば、私は──」

　悲しそうな顔のキュリヴィアに、ゼイズは苦く笑しようする。

「いざとなれば、お前が全員殺せ」

「はい」

　その命令に、キュリヴィアは即そく座ざに頷うなずいた。

　殺せと言えばどんな相手でも殺す。それが彼女だ。

「ふふふ──ゼイズ様の障害になるものは、全て殺せばいいのですね」

「正確には、お前の夢の障害になるものだ」

「はい。私の悲願を叶かなえてくださるのは、ゼイズ様だけです」

　キュリヴィアはくぐもった声で笑う。

「妖精旅団──必ずこの手で括くくり殺すために」

　ゼイズが望まずに手に入れた力が、彼女だ。

　北ディルニスタンの戦いで妖精に殺されたターニドという名の准じゆん将しようがいた。ゼイズも面識があったが、そこまで深い交流はなかった。

　キュリヴィアはその准将の妹だった。

　兄の死を嘆なげく間もなく、彼女はゼイズに同行を申し出た。

　それを認めたのは、ただひとつ、彼女の強さだ。

　現在キュリヴィアには准将という位が与あたえられている。しかし位に伴ともなった軍隊は与えられていない。あくまでゼイズの護衛という立場だ。それでも准将の地位を持っているのは、ドレム軍で動きやすくするため。

　──キュリヴィアを不自由にさせてはいけない。

　彼女の力を目まの当たりにしたゼイズが最初に感じたのは、それだ。

　キュリヴィアと、彼女が受け継ついだ眷けん属ぞく武器の力があれば、妖精すら殺せる。ゼイズはそう信じていた。

「ゼイズ様！　もうすぐ予定の場所です！」

　前方を走る馬から声が聞こえる。

　キュリヴィアから視線を戻もどすと、粗そ末まつな小屋が見えた。

　ここはキラリア領内の、ディルニスタンにほど近い街かい道どう。国境を守っていたキラリア騎き士しにはすでに話がついている。

　その小屋の前には、ひとりの騎士が立っていた。

　あの時に見た、不気味な騎士だった。
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　ディルニスタンの支配者、征せい竜りゆう王おうクルアディンの予備の肉体──影骸シヤドウと呼ばれる身体からだのアルフェンは王として必要な資質が全て備わっている。

　万ばん物ぶつを操あやつる大地のエネルギー、〝竜りゆう気き〟を体内で操作する事に長たけ、それを使う機械の操作に関しても一流以上の実力が出せる。

　ただ、ディルニスタンに限らず、テクノロジーを持った文明で暮らす人全てがその道のエキスパートではない。

　アルフェンも簡単な修理くらいならできるが、世界装置を修復するとなると、専門家の知ち恵えを借りるしかない。

　プレナレートの〝青色〟、〝渦うず巻まく蒼そう竜りゆうの槍やり〟は全長五メートルほどの長い槍だ。

　金属製の柄えに竜の彫ちよう刻こくが巻き付いており、刃はの部分は三みつ叉またになっている。

　アルフェンの知識だと、この三つ叉の刃に殺傷能力はない。ただこの刃に水を生み出す力が備わっている。大気中の水分を水に変へん換かんしたり、逆に水を分解して別の物質に変質させる機能がある。

　そして竜の彫刻や柄も内部に情報を記き憶おくする装置が埋うめ込まれており、水を制せい御ぎよするためにはそれらひとつひとつが完かん璧ぺきに動作しなければならない。

「……むぅ、まずい」

　昼食のパンを頰ほお張ばりながら、ミーニャが呟つぶやいた。

　世界装置の修理を始めてから、三日目の出来事である。

「どうしたミーニャ」

「……これを見ろ」

　言われてアルフェンは〝青色〟を見る。

「あの、何が違ちがうんですか？　特に傷もないように見えますが……」

　アルフェンの背後から、レッチも顔を出す。

「それは、アレだ。うん、ミーニャ、説明してやってくれ」

「……アルフェンも分からないのか」

　こんな簡単な事も、と目で訴うつたえるミーニャ。

「しょうがないだろ。世界装置を管理してたのは王だけじゃないんだぞ」

「……情報構成素子が欠けている。記憶分野は無事だが、処理の際にほんの僅わずかだがミスが生じる。今はまだ制御できているが、歪ゆがみが大きくなると一気に崩ほう壊かいする」

「あー、すまん、俺にもレッチにも分かるように言ってくれ」

「……超ちよう大事な部品がブッ壊こわれている。歯車が摩ま耗もうしてる感じ。今はかろうじて動くけど、摩耗が進めば動かなくなる」

「見えない歯車のようなものが、この槍の中にあるんですね」

　頷くレッチ。

　普ふ通つうの機構ならば信じられないだろうが、ディルニスタンで作られたものなら何があっても不思議ではない。レッチも妖精旅団との付き合いが長いので、順応してきた。

「どうすれば直る？」

「……交こう換かんするしかない」

「ふーむ」

　世界装置の部品交換。

　この世に六つしか存在しない気候制御ユニットの部品がある場所を考える。

「……あと、情報が詰つまった部品を交換するから、中身の情報も入れ替かえる必要がある。交換と同時にやらなくちゃならない」

「てことは、あそこしかないか」

「……ん」

　アルフェンの意図を理解したミーニャが頷く。

「あそこ……って、ディルニスタン浸しん食しよく領ですよね？　そのどちらに部品が？」

「世界装置が生まれた場所さ」

　アルフェンは自分の胸を叩たたく。

「そして俺たちが生まれた場所でもある。ディルニスタンの施設を統とう括かつする所だ」

　そこは征竜王クルアディンが全すべてを生み出し、管理した場所──

　ディルニスタン王国の宮きゆう殿でんである。
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「目標は、こことここ、それからここだ」

　小屋の中に置かれたテーブルに、大陸地図を広げる。

　ランプの灯あかりに照らされた大陸の中央、ディルニスタン浸食領のある地点に印を置くゼイズに、なりゆきを見守っていた者たちが小さく疑問の声をあげる。

「ゼイズ様、この場所の意味は？」

　尋たずねたのはキラリア皇国、鉄心騎士団団長パメラ。

　噂うわさには聞いていたが、本当に若く見える。ゼイズの背後に控ひかえているキュリヴィアは二〇歳だが、パメラを隣に立たせても見み劣おとりしない。この若さもディルニスタンの道具か何かの効果だろうか。

　そんな疑問を意識の隅すみに追いやって、ゼイズは質問に答える。

「トキシタンからの情報によると、この三箇か所しよに巨きよ大だい施し設せつが存在する。入口には妖よう精せいではなく、ディルニスタンの防ぼう御ぎよ機構が設置されており、たやすく侵しん入にゆうできない」

「守られる、という事は、中に大切なものがある、という事ですわね」

「そうだ。妖精と戦う前に、まずこの施設を押さえたい」

　妖精と戦うためには、武器が必要だ。

　その施設の概がい要ようは分からないが、トキシタンの学者たちが言うには武器か、あるいはそれに匹ひつ敵てきするものがあるという。

「トキシタンの臆病者たちもやるじゃない」

「観測だけが取り柄えの連中だ。その観測結果が今こそ役に立つ」

「なるほど、理解したわ。場所が分かっているなら、こちらも軍を差し向けやすい。ただ、どうして私達にだけ話すの？」

「……理由が必要か？」

「いいえ。大体分かるわ」

　パメラは細い指で地図に触ふれる。

　先に施設を押さえ、他国の軍より先に武具を手に入れるためだ。特にキラリアは世界装置を失った今、何としてでも強力な武器が欲ほしいはず。

　それはドレムも同じ事だ。将軍を複数失った今、ディルニスタンの力は欲しい。

「三つの施設を同時に攻せめる。そうする事で、妖精旅団の力を分散させる」

「どれかひとつの施設でも恒こう久きゆう的てきに占せん領りようできればいいのだけれど、難しいかしら」

「難しいだろうな。我われ々われにできるのは、せいぜい妖精旅団が来るまでに施設の中身を奪うばい去る事だけだろう」

　つまりは、家主が帰って来る前に泥どろ棒ぼうを済ませるのだ。

　同時に攻めれば、それだけ成功率も上がる。

「私としては、異存はないわ。できればキラリアから近い、この施設をくれると嬉うれしいのだけれど」

「攻める施設に関しては一任する。中身が分からない以上、入ってみるしかない」

　念のため、ゼイズは背後を振ふり返って尋ねる。

「何か問題はあるか、キュリヴィア」

「……私、ですか？」

　問われるとは思わなかったのか、はっと顔を上げるキュリヴィア。

「私はゼイズ様の意見に従うのみです。ただ……」

「ただ？」

「一点のみ疑問があります。妖精旅団が来る前に逃にげるという事なのですが──どうして逃げなくてはならないんですか？」

　キュリヴィアの言葉に反応したのは、ゼイズでもパメラでもない。

　パメラの背後に控えている、感情のない騎士だ。

「彼女の言う通りだ」

「珍めずらしいわね。アルベールが発言するなんて」

　なるほど、あの騎士はアルベールというのか。相変わらず生気の感じられない顔だ。それを言うならキュリヴィアも似たようなものだが。

「拠きよ点てんを制圧し、武器を手に入れるために妖精旅団が邪じや魔まなら、排はい除じよすればいい。むしろ拠点にいれば、妖精旅団をおびき寄せる事ができる」

「それで、お前が妖精旅団を倒たおすというのか」

「そうだ」

　ゼイズに真っ向から立ち向かうアルベール。

　若い騎士に見えるが、その自信は無む謀ぼうから来るものではないだろう。

「パメラ殿どの。少し試ためしていいか」

「ご自由に」

　ゼイズが言げん質ちを取った次の瞬しゆん間かん、轟ごう音おんがテーブルを叩き割った。

「────ァッ!!」

　音と同じくらいの速さで飛びだしたキュリヴィアが、アルベールに斬きりかかったのだ。それまでどこに隠かくしていたのか、巨大な刃が回転する。

　身の丈たけほどの長さの柄と、それに劣おとらず長く厚い刃。

　巨大な大おお鎌かまである。

　狭せまい室内で最大の威い力りよくを出せる回転が、アルベールの首を正確に狙ねらっていた。

　だが、その刃は直前で止められる。アルベールがずっと背負っていた盾たてのような幅はば広びろの刃が、キュリヴィアの鎌を受け流していた。

　激しい金属音に顔をしかめるパメラ。

　たった一合の剣けん撃げきだが、時間は一いつ瞬しゆん。

　今のやり取りで生き残るどころか、目で追える者は剣けん豪ごうを名乗っても良いだろう。

　実際、ゼイズなら無傷であれを受けきれる自信がない。来ると分かっていてもこれなのだ。まったく予兆がない状態で襲おそわれたら、首の五つは刎はね飛ばされていただろう。

　床ゆかに刺ささった鎌を見下ろし、アルベールは刃を背に戻もどす。もう用はないと言いたげに。

「ふふ、ふふふ──」

　鎌を抜ぬき、再び構えるキュリヴィア。

　その刃の色が僅わずかに変わっている事に、アルベールは気づいたか。

「もういい」

「──はい」

　ゼイズが一声かけると、その刃の色が消える。

　鈍にび色いろの鎌を背後に隠すと、キュリヴィアはまた乙女おとめのように恥はじらいながらゼイズの陰かげに隠れる。

　なるほど、騎き士し団長の護衛を務めるだけはある。

　だが解げせないのは、それだけの腕うで前まえを持っていながら、何故なぜ今まで名が知られていなかったのだろう。これほどの逸いつ材ざい、芽の内から誰だれかが唾つばを付けていても良さそうなのだが。

「アルベールと言ったな。君は妖精を引きつけるだけの強さがあると言いたいんだな」

「引きつけるだけじゃない。倒す」

　アルベールは砕くだけ散ったテーブルの残ざん骸がいから、破けた地図を取り出す。

「俺にひとつの拠点を任せろ。その間に、他ほかの軍は残り二つの拠点から軍ぐん需じゆ品を持っていけばいい」

「囮おとりを志願するのか。罠わなも策もなしに」

「俺自身が罠だ」

　親指を立て、自らの心臓にあてるアルベール。

　ゼイズとしては断る理由はない。自ら死地に赴おもむいてくれるのであれば、その願いを叶かなえてやろう。それにドレムの将軍でもないので、死んでも痛くはない。

　ただ──

「初しよ太刀だちを受けられたのは、久しぶりです……」

　恨うらめしそうにアルベールを見ているキュリヴィアが、変な対たい抗こう意識を燃やさなければ良いのだが。








第二章　対妖精部隊









「荷物はこれで全部？　うわっ、食料ばっかりじゃないか。もっと実用性のあるものを入れないと、万が一の時に……って、まだ食料入れるの!?」

「だってディルニスタン浸食領には食べ物ないよ？」

「それにしても多すぎ！　減らして！」

　リュックに食料を詰めるカロリーヌを必死に止めているディリアン。すでにパンパンになった荷物の脇わきに、ディリアンがさらに小さな道具袋ぶくろを縛しばり付けている。

　まるで母親のように説教をするディリアンだが、何かの準備をする時は有能だ。このくらい慎しん重ちような人物がいた方が、集団が引き締しまる。

「アルフェン！　見てないで手伝ってよ！」

「いや、俺今忙いそがしいから」

　ディリアンたちに背を向けているアルフェンは、釣つりをしている。

　ここはプレナレート首都ヘイスからさらに西に進んだ場所にある海上だ。陸地が肉眼で確かく認にんできる距きよ離りにいるが、もっと沖おきでは漁りよう師したちが仕事をしている。

　女王から借りた最新式の船だが、駆く動どう部分にディルニスタンのエンジンが使われていた。海水から竜りゆう気きを汲くみ上げてエネルギーに変える仕組みである。

「じゃあアルフェン。僕たちは行くよ」

　ようやく支し度たくが済んだらしいディリアンが手を振る。

「ああ、よろしくな」

「アルフェン！　すぐに戻ってくるからね！」

「時間は宝石のように貴重だ。だからといって磨みがけば光るものでもないが」

　カロリーヌとスターライトも荷物を背負う。

　世界装置ワールドワークスを修理するための部品を手に入れるため、ディルニスタン浸しん食しよく領に少数の仲間を送る事になった。

　とにかく戦せん闘とう力が高いカロリーヌ、施せ錠じようされている場所にも侵入できるスターライト、万ばん能のうにそつなくこなすディリアンの三人だ。

「今、ディルニスタンは荒あれてるからな。あまり戦闘はしないで、ヤバくなったらすぐに戻ってくるんだぞ」

　アルフェンが念を押す。

「だいじょーぶだいじょーぶ！　パパッと行って、パパッと戻ってくるから！」

「お前が一番信用できないんだよ！　いいか、大事な部品ブッ壊こわしたりすんなよ！」

「わ、わかってるよぅ！」

　真ま面じ目めな顔を作ろうとするカロリーヌ。

「部品は持ち帰れるが、問題は宮きゆう殿でんの情報管理室だな。新しい部品に〝青色〟を制せい御ぎよする情報を入れなければならないんだろう？　それは宮殿でなければできないはずだ」

　スターライトが考え込む。

「必要なら、〝青色〟を宮殿に持っていく事も視野に入れるよ。なーに、ブッ壊れるよりはマシだろ」

「そうだな。俺は今できる事に注力する。この腕うでは目の前のものしか摑つかめないからな」

　詩的な表現で納なつ得とくするスターライトをよそに、ディリアンとカロリーヌは身体からだを伸のばしていた。

「じゃあ、行ってくる！」

「またねっ！」

　ディリアンとカロリーヌが甲かん板ぱんを蹴ける。二人の身体は鳥のように高く跳ちよう躍やくし、海上に浮うかぶ木もく片へんを蹴り、東の大地へと消えていった。

　アルフェンが小さく手を振って見送っていると、すでにスターライトの姿も見えなくなっていた。彼は飛ばずに、海に飛び込んだようだ。

「な、な、なんですかっ、今の揺ゆれ!?」

　船室から甲板へ飛び出してくるレッチ。

「あー、別働隊が飛んでっただけだ。問題ないさ」

「ああ、ならいいんですけど……」

　それを聞いてレッチも平静になる。

「本当に慣れたもんだなぁ、お嬢じようちゃん」

　頭を搔かきながらバレンタインも姿を現す。

「むしろ俺の方がびっくりしたくらいだぜ。おかげで酒が零こぼれちまった。プレナレートの酒はもっと大事にしろってんだ」

「バレンタインも飲み過ぎです。少しは控ひかえてください」

「んだよレッチ、お前もお母さんモードかよ」

　レッチに諭さとされるバレンタインというのも珍しい光景だ。

　彼女も徐じよ々じよに旅団に馴な染じんでいる。最初はどうなる事かと思ったが、現代に生きる人間として、社会常識のない我々に様々なものを教えてくれる。

　おそらく大陸で唯ゆい一いつ、妖よう精せい旅団を恐おそれない人間だろう。

　ミスライトも次し第だいに慣れてきてはいるが、まだ完全に心を許してはいない。一国の元首なのだから当然の態度だ。

　しかしもらえるものはもらえる主義のようで──

「やっほー、アルフェン！」

　アルフェンたちが揺られている船に並ぶようにして、一回り大きい船が姿を現した。

　金属の船体には片側に五つの砲ほう門もんがあり、そこから見えているのは大たい砲ほうではなく、光の矢を放つ攻こう撃げき機構。ディルニスタン製の超ちよう遠距離武器だ。

　その戦せん艦かんの甲板にいるのは、ミスライトとミーニャ。

「今そっちに行くよ！」

　甲板から飛び降りたミスライトは、普ふ段だん以上にラフな格好だった。革かわ製せいのジャケットのような服に、男が穿はくようなズボンである。船乗りにも戦闘員にも見える。

　アルフェンたちの船が揺れ、バレンタインの酒がまた零れる。

「あぶねーな、女王様。海に落ちたらどうすんだ」

「平気平気、あたしは海に関しちゃアンタらより慣れてるよ。そうだね、海で妖精旅団と戦うってのはどう？」

「割と良い考えだな、それ。けっこう苦戦するかもな」

「んなわけないじゃん。あんたら船から船へ飛び移れるんでしょ？」

　さすが海の女王ミスライト。海上での戦いに慣れているため、どう攻せめられるかも理解している。

「で、みんなはディルニスタンに行ってくれたの？」

「ああ。ブツを持って帰るまで、もうしばらく待ってくれ」

「オッケー。じゃあ、それまでアンタたちでヒマを潰つぶす事にしようかねー」

　アルフェンの肩かたを叩たたくミスライト。

「……交代」

　ミスライトの軍ぐん艦かんから顔を出しているミーニャは、疲つかれ切った表情だった。







　ミスライトは貪どん欲よくだった。

　アルフェンが持っているものを全すべて奪うばい取る勢いで迫せまってくる。

「じゃあ今のところ、このハンドータイって奴やつは作れないの？」

「そうだな。半導体は竜気を流して制御するための機械だ。その半導体を作るための施し設せつが必要になる。技術なら教えてやれるが、今すぐに速くて強い船を造りたいって言うなら、この竜気エンジンをそのまま作った方がいい」

「でもエンジンと機械制御は別なんでしょー？　この銃じゆうみたいに、自動的に火器の照準や威い力りよくを調節できるようになりたいんだよ」

　船の図面を見ながら、次々と無茶な要求をするミスライト。

　彼女は女王にして海の女にして、技術者だ。

　ディルニスタンの機械を自国で作るために、もっとも近い方法を選んでいる。それがアルフェンたちの知識だ。

「ま、船のことはいいや。さっきミーニャに訊きいたし」

　船室のベッドに腰こし掛かけたまま、ミスライトはダラダラしている。とても一国の女王とは思えない。

「んじゃさ、次は生活について教えてよ」

「生活？」

「アンタたちが、朝起きてから寝ねる時まで、どうやって過ごしてたのか。八百年前のディルニスタンじゃ、どういう生活様式だったのか知りたいの」

　そういう質問はレッチからもされた事がなかった。

　確かに、ディルニスタン様式の暮らしは現代ではできない芸当だ。そこに技術のヒントが隠かくされていると思ったのだろうか。

「……私も聞いてみたいです、それ」

　ちょうどその時、船室の扉とびらが開き、人数分のお茶を持ったレッチが入ってきた。それと酒さか瓶びんとグラスを持ったバレンタインと、食料を持ったミーニャ。

　船室にテーブルを並べ、軽食をしながら話す。

　干し肉とパン、それから葡ぶ萄どう酒しゆという質素なものだ。一国の女王と別の国の王族を交えた食事とは思えない。しかしミスライトもレッチも、そういう食事には慣れっこだ。

「そうだな──少なくとも、食事に関しちゃ今の方がいいな」

「ええっ？」

　アルフェンは正直に言ったつもりだ。

「ディルニスタンの食事は、あまり美味うまくない。栄養重視で量も少ない。その代わり、食べ続けていれば必要な栄養素は賄まかなえるし、満腹感もある。手のひらに載のるサイズの錠じよう剤ざいひとつでな」

「じゃあ、やっぱりそっちの方がいいじゃん」

　ミスライトが反論する。

「そんだけ少ない食事でいいなら、全ての国民に行き渡わたるじゃん。少なくとも飢うえて死ぬ事はなくなるよ」

「そうだな。最低限の食生活でいいなら、それでもいいかもな」

　答えたのはバレンタイン。

「ただ、こういう嗜し好こう品ひんもなくなるぜ。女王さんならその辛つらさが分かるだろ」

「ま、確かにね」

　アルフェンたちが生まれた時、ディルニスタンに余よ裕ゆうはなかった。心も物資も。

　常に戦いに明け暮れていた妖精旅団にとって、食事は栄養補給のためのものだ。家族で楽しい会話をする時間ではない。

「他ほかにも健康に関するものはいくつも用意されている。適度な運動のための戦闘訓練プログラム、不要なものを排はい出しゆつする薬、理想の身長体重に近づけるための遺伝子操作──どれも今の時代には不要なものだ」

「よく分かんないけど、ディルニスタンじゃ身体の形を維い持じする事が大切なの？」

　ミスライトが自分とレッチの身体を見比べる。ふくよかなレッチに対して、ミスライトはスレンダーだ。しかし背はミスライトの方が高い。

「そうだ。服や鎧よろいも一定のサイズしかない」

「なんだか話を聞いてると、人間すらも機械の一部みたいな言い方ですね」

「実際、そういうもんだったよ」

　個性や特とく徴ちようがない代わりに、差別や偏へん見けんもない。

　クルアディンが作ったわけではなく、それよりずっと昔からディルニスタンはこうだった。効率性を求めた結果なのだろう。

　しかしクルアディンが誕生する数世代前くらいから、徐々に変わっていった。

　個性を消そうとしても、どうしても個性が生まれてしまうのだ。

　やはり人間というものは、何かで縛しばり続ける事ができない生き物なのだろう。

「アルフェンの話を聞いてると、とっても窮きゆう屈くつそうですね。ディルニスタンって」

「だろ？」

「でも、技術は別です。それを今の時代に復活させても、窮屈にはならないと思います」

　レッチの前向きな言葉に、アルフェンは彼女を見て考える。どうやらレッチは意味もなくお世辞を言っているわけではなさそうだ。

「その、小さなお薬みたいな食べ物を食べたい人もいれば、お腹なかいっぱいお肉を頰ほお張ばりたい人もいると思うんです。同じサイズの服を着たい人もいるし、自分で専用の服を作りたい人もいます。選ぶのは、個人の問題じゃないですか？」

「……ああ、そうか。今の時代は、選べるんだったな」

　今は誰だれにも決められない。

　どの国の王も、人々の生活を奪えるだけの力がないのだ。

「そうだよ。欲ほしいもんはあたし達が決める。てなわけで、その食料の作り方教えて」

「わーったよ。薬なら他にも役立てられるだろうしな」

　アルフェンは伝授できるほどの知識はないが、ミーニャがいた図書館の中には薬学の本が残っているはずだ。「ブラックボックス」にもいくらかの資料があるはず。

「いいんですか、アルフェン。教えちゃって」

　アルフェンの袖そでを引くレッチ。

「え、だって、教えて欲しいって言うから」

「そんな簡単に……」

「何が心配なんだ、レッチ？」

「それは……その」

　申し訳なさそうにミスライトを見た後、レッチはこう答える。

「ないとは思いますが、ミスライトがディルニスタンの技術を悪用する、という可能性は考えないんですか？」

「そしたら滅ほろぼすまでだ」

　簡単な解決法である。

　ディルニスタンの技術を悪用するという事は、それだけで世界を滅ぼす可能性がある。世界装置だけでなく、ただの食料生産でも国が滅びるかもしれない。

「間ま違ちがった使い方をする人間がいたら、全て滅ぼす。それが俺たちの目的だ」

「そこはブレないんだねー」

　ミスライトもその返答は予想していたようだ。

「次に世界装置を戦争に使おうとした国は、根こそぎ滅ぼす予定だ。あんたもせいぜい気をつけるんだな」

「今の状態じゃ、悪用しようと思ってもできないんだけどね」

　とはいえ、修理はしなければならない。このまま傍ぼう観かんして世界装置が壊こわれれば、悪用よりもひどい結果になるかもしれない。

「しかしアルフェン。悪い国を滅ぼすのはいいけどさ」

「ん？」

「もしも六国が仲良くして、ディルニスタンは仲良く分けましょう、技術も正しく継けい承しようしましょうって流れになったらどうするわけ？」

「へへ、そうなってくれたら一番いいんだけどな」

　苦く笑しようするアルフェン。

　しかしミスライトの質問の答えにはなっていなかった。




　　　　＊




　別働隊がディルニスタンに向かってから、二日が過ぎた。

　その間、アルフェン達はミスライトの執しつ拗ような質しつ問もん攻ぜめに合い、さすがの妖よう精せい旅団でも疲れを感じ始めていた。彼らをたじろがせる事ができるだけでも、大したものだ。

　しかしミスライトの物覚えは早く、彼女の部下の技術者には要点を嚙かみ砕くだいて説明し、それを受け取る方も一発で説明を理解してしまう。空腹時にごちそうを出されたようなもので、一いつ瞬しゆんで吞のみ込んでしまうのだ。

　すでにいくつかの技術、特に用水路や運河の整備に関するものは早さつ速そく図面が引かれ、各部署で建築計画が始まっていた。

「ふー……ようやく解放されたぜ」

　宮きゆう殿でんの客室のソファでぐったりしているアルフェン。

　ミスライトも運河の設計に参加しているため、アルフェンの出番はない。ミーニャとバレンタインは本来の仕事である世界装置の修復に戻もどっているため、しばらくは質問攻めにされる事はなさそうだ。

「おつかれさまです、アルフェン」

　珍めずらしい姿を見て、レッチが笑う。

「あの女王様、本当に人の事を何だと思ってやがる。辞書じゃねーんだぞ」

「その割には律りち儀ぎに付き合ってましたね」

「今のところはな。建築に関するものなら、そうそう変な真似まねはしないだろうし」

　これが軍事技術であればアルフェンだって躊ちゆう躇ちよする。

　もちろんミスライトという女性の信しん憑ぴよう性せいもあるが。

「変な真似をすれば、滅ぼす──ですか。キラリアにそうしたように」

「恨うらんでるのか」

「まさか」

　レッチは首を横に振ふった。

「あのまま世界装置が発動していれば、大陸の全すべてが凍こおっていました。最初は半信半疑でしたけど、今なら信じられます。世界装置の力は、今の人々が想像しているより遥はるかに恐おそろしいものです」

「なんで分かるんだ？」

「……分かりません。でも、分かるんです」

「もしかして、お前……」

　世界装置に一度取り込まれた影えい響きようだろうか。

　鍵かぎを持っている皇すめらぎ巫み女こだったレッチが、世界装置とリンクしたのはあの時が初めてだ。

　喩たとえるなら部屋の中に入ったようなもの。外側にいれば分からない情報も、一度でも中を覗のぞけば理解できる。

「レッチ。何か身体からだに変化があれば教えろよ」

「大だい丈じよう夫ぶです。今のところは。それよりもアルフェン」

　レッチはアルフェンの向かい側に座る。言いにくそうにしていたが、妖精旅団の家族に隠し事はしないのが鉄則だ。レッチは意を決して尋たずねる。

「先ほどの話です。世界装置を悪用する者、ディルニスタンの技術を悪用する者は全て滅ぼすという行こう為い──それは、王としての行動なのですか？」

「そうだ。ディルニスタンと、この大陸を滅ぼさせないためのものだ」

「だけど、意にそぐわない者がいたら全て奪うばうというのは暴君ではないのですか？　それこそ征せい竜りゆう王おうクルアディンのように」

「違うよ」

　あっさりアルフェンは返答した。

「だって俺、独ひとり占じめしないし。ちゃんと返すよ」

「返すんですか？　奪って、また返すって……」

「悪用する国があれば、世界装置を取り上げる。その間も世界装置は管理しなくちゃならないだろ。悪い奴やつらがいなくなったら返すよ。それでもケンカがしたければ、世界装置ナシでやってもらう」

「それは……確かに、その方が安全ですけど」

「素す手での戦いの方がまだマシだ。少なくとも『これくらい殴なぐれば相手が死ぬ』って分かるだろ。剣けんだって、刺させば相手が死ぬって分かる。だけど世界装置はそれが分からない。どれだけ使えば、どのくらい滅びるか、誰も知らないんだ」

「そうですね。今回の件で、キラリア以外にも伝わっているといいのですけれど」

　自軍であるはずのキラリア軍が二万人以上死んだあの戦いですら、世界装置は本気を出していない。防衛機能がほんの少し働いただけだ。

「それから、眷けん属ぞく武器な。あれも世界装置の力で動いてるから、止めようと思えば止められるんだ」

「そうなんですか？」

「だから世界装置を奪えば、眷属武器も奪える。それでも戦争がしたけりゃ、好きなだけやればいい。ディルニスタンの力抜ぬきで、自国の力のみで戦う。それが公平ってもんだろ」

　もちろん仮定の話だ。

　アルフェンがどこかの国の世界装置を奪うと決めない限り、その日は訪おとずれない。今のところ、そこまで危険な国はない。

　ただしどの国も何か企たくらんでいるのは確かだが──

　そう考えていると、突とつ如じよ、客室の窓が割れた。

「!?」

　身構えるアルフェンとレッチの間に、ミーニャが飛び込んできた。背中の「ブラックボックス」から複数のマニピュレーターが延び、彼女の身体を支えている。この機械の腕うでで窓から飛び込んだのだ。

「おまっ、ミーニャ！　何やってん──」

「──大変だ！」

　つんざくようなミーニャの悲鳴。

　彼女がここまで声を荒あららげる事は少ない。

「──みんなが……ヤバい」

「……？」




　　　　＊




　数時間前の事である。

　ディルニスタン北部、製鉄プラントの一部でそれは起こった。

　四方数キロを覆おおう巨きよ大だいな壁かべは、このプラントで精製された金属で、鋼鉄よりも硬かたい。黒光りする城じよう壁へきで覆われた都市のようにも見える。

　だがこの都市に住民はなく、あるのは機能を停止した工場と眠ねむっている自動人形のみ。夜になれば闇やみに紛まぎれて、遠目にも確かく認にんできなくなる。

　そのプラントに侵しん入にゆうするためには、正面の扉とびらを開くか、この城壁を登らなくてはならない。どちらを選んでも困難を極きわめる。

　侵入者がいた場合、自動的に防衛機能がオンになる。

　工場を守る自動人形たちが起動し、マシンタレットや有毒ガスなどの装置も全て起動するようプログラムされている。

　そのため、近くを通れば誰だれでも分かる大おお騒さわぎになるのだ。

「誰か入ったのか」

「みたいだねー」

　東から昇る太陽光を遮さえぎるように手をかざして、スターライトは製鉄プラントを眺ながめる。何十もの工場と溶よう鉱こう炉ろ、そして制せい御ぎよ装置があるコントロールセンター。いずれも銃じゆう火かの炎ほのおが明めい滅めつしている。

「どうする？　放ほうっておく？」

　スターライトの背後で、ディリアンが心配そうに見つめている。

「そうだな──」

　スターライトがあごに手をあてて考えた一瞬後、それは起きた。

　プラントで大爆ばく発はつが生じたのだ。

　まず衝しよう撃げき波はが届き、次いで爆ばく音おんが耳を刺し激げきする。

　太陽が二つになったような、真っ赤な爆ばく炎えんが昇っていた。吹ふき飛ばされる金属片へんの中には、自動人形も交じっている。

　さらに溶とけた金属が漏もれ出して工場の周囲で凝ぎよう固こしており、凄せい惨さんを極めている。

「何だ……？」

　防衛機能の仕し業わざではない。プラントを守るために動く者達が、自分から爆発を起こすはずがない。

　だとすると、侵入者が爆発させた事になるが……。

　それにしては、悲鳴があまり聞こえない。

　どこかの軍がやらかしたのであれば、今ごろ逃にげ惑まどう兵士達が見えるはずだ。いくらなんでも全員まとめて死亡したわけではあるまい。

「俺が行く。二人は先に行っててくれ」

　スターライトが二人を促うながすが、

「えー、あたしも気になる！　一いつ緒しよに行くよ！」

「じゃあ、僕は先に行くよ。部品だけでも確保しておくから」

「分かった。じゃあ頼たのんだディリアン」

「二人とも、気をつけてね」

　スターライトとカロリーヌをその場に残して、ディリアンは大地を蹴ける。

　彼が言った「気をつけて」というのは、爆発によって生じる有毒ガスの類たぐいだ。様々な鉱物と薬品を扱あつかう場所なので、変に混じり合えば影骸シヤドウの妖精旅団でも影響が出る。

「カロリーヌ、気をつけろよ」

「スターライトまで言わなくても、分かってるよー！」

　頰ほおを膨ふくらませるカロリーヌ。まったく説得力はないが。

　ある程度の有毒ガスなら体内で分解できるように作られてはいるが、それでも長時間の滞たい在ざいは危険だ。

「蜜みつを吸う蜂はちのように、周囲に警けい戒かいしながら行くぞ」

「その例えはよく分かんないよ」







　近づいてみて分かったが、有毒ガスはなかった。

　しかし同時に、侵入者とおぼしき人ひと影かげ、もしくは死体も見つからなかった。

「どういう事だ……？」

　爆発が起きた工場の前で、スターライトは考える。

　もしも少人数で侵入したとしたら、防衛機能に殺されているだろう。しかし大人数で来たのなら、誰かの死体が残っていてもいいはずだ。

　あるいは長ちよう距きよ離りからの爆ばく撃げき──それをする必要がどこにある。

「ほらほら、考えこんでないで行こうよ。ディリアンみたいになっちゃうよ」

　スターライトの脇わきをさっさと歩くカロリーヌ。

「……だな。今回はお前が正しい」

「ぬふふ」

　高く跳ちよう躍やくするカロリーヌを追いかけ、スターライトも跳とんだ。正門は開いているが、わざわざそこまで回り込むのが面めん倒どうだったのだ。

　敷しき地ち内に入ると、より凄惨さが伝わってきた。

　プラントの半分以上が消し飛んでいる。そこで精製されていた金属が混じり合い、奇き抜ばつなオブジェのように凝固していた。七色に光る巨大な建造物が建ち並ぶそこは、悪夢を具現化したかのようだ。

　そして、やはり敷地内にも死体はない。

　爆発の跡あとから爆ばく心しん地ちを予測し、そちらに移動してみる。

「んー？」

　先を行くカロリーヌが首をかしげる。

「どうした、毒ガスか？」

「違ちがう違う、見てこれ」

　カロリーヌがしゃがみ込んで拾い上げたのは、防衛用の自動人形。人間のような体たい軀くをしているものの、腕は重火器になっている。

　その自動人形は、胴どうから真っ二つに切断されていた。

「これ、爆発で壊こわれたんじゃないよねー。刃は物ものでスッパリいっちゃってる」

「本当だ」

　という事は、やはり誰かがこれを斬きったのだ。

　ディルニスタン製の防衛用自動人形を。

　小さな音に顔を上げる。

　聞き慣れた音──カロリーヌが背中の大剣を外す音だ。

　次にスターライトは気づく。こちらに近づいている者がいる事に。

　軍隊、ではない。

　大人数の足音がしない。

「──っ!?」

　カロリーヌが前に出る。そしてスターライトは後ろに下がる。

　影が降ってきた。

　巨大な質量を持った何かが頭上から攻こう撃げきしてきたのだ。

「どぉぉぉおおおおおおおらっ！」

　敵の武器とカロリーヌの武器が激げき突とつする。

　次の瞬しゆん間かん、大爆発が生じた。

　正確には衝撃波だ。あまりに強力な質量同士がぶつかった結果、生じた空気の唸うなり。それは周囲の金属や自動人形を根こそぎ吹き飛ばし、地面にクレーターを作る。

　スターライトは跳び退しさったが、カロリーヌは逃げなかった。

　クレーターの中心で、彼女はなお笑っている。

「ほいっ」

　跳んできた刺し客かくの攻撃を受け流し、蹴り飛ばす。

「うおっ！」

　それは──何かの塊かたまりのような男だった。

「ハハァ！　やっぱ妖よう精せい旅団はひと味違うな！」

　樽たるのような体型の男だ。

　全身に金属鎧よろいをつけており、顔は分からない。ただ声の調子で三〇から四〇代の男性だという事くらいは分かる。

　彼が手にしている大おお槌つち──おそらく眷けん属ぞく武器だろう。あれが爆発の正体だ。

「ちょっと、いきなり何すんの～！」

　大たい剣けんを構えてカロリーヌがむくれる。彼女はこんな時でもあの調子だ。

「いやいや、天下の妖精旅団サマにお会いできて光栄極まりなくてな。ちと腕うで試だめしがしたかったのよ。全力で不意を打った我わが輩はいの一いち撃げきを止められるとは思わなんだ」

　豪ごう快かいに笑う鎧の男。

　かと思いきや、大槌を脇に置いて胸に手をあてる。

「我輩はラジェンダ・クム第一三王子、ザジェと申す。王子なれど剣けん闘とう士しとして前年度チャンピオンの位を頂いた」

「あ、そういやアンタ見た事ある！　なんかコロシアムに銅像立ってたよね！」

「おお、妖精も我輩の活かつ躍やくを知っているのか！　これは重ちよう畳じよう！」

　豪快に笑うと、ザジェと名乗った男は再び大槌を手にする。

「されど今はルールのない殺し合いの場。全力で行かせてもらう」

「……いいよっ」

　カロリーヌも再び剣を構えた。

　巨大な剣と巨大な鎚が睨にらみ合う中、スターライトは周囲を警戒する。

　まさかあの男ひとりではあるまい。必ずどこかに味方がいる。

　戦いの最さ中なかで乱入してくるか、あるいは狙そ撃げき手のように遠方から攻撃してくるか。確実に仕留めるならば、そのどちらかだと思っていた。

　が、そうではなかった。

　最初の爆心地に近い場所に、誰かがいる。

　工場の残ざん骸がいの上に立っているのは、ひとり。

　今度は少年のように若い。

「……来たな、妖精」

　呟つぶやき、彼はスターライトを見た。

　キラリア騎き士し団の紋もん章しようが彫ほられた鎧と、背中に負っている巨きよ大だいな刃やいば。おそらくあれも眷属武器だろう。

　その刃を取り出し、眼前に構える少年騎士。

　まるで盾たてのように巨大な刃。

「……お前、どこかで」

　かすかな記き憶おくを手た繰ぐり、ようやく思い出した。

「そうだ、レッチのそばにいた騎士──幼おさな馴な染じみだっけか」

「…………」

　レッチは「アルベール」という名前を叫さけんでいた。

　いや、待て。彼は死んだはずだ。

〝白色〟の世界装置の攻撃からレッチを守ろうとして、氷ひよう塊かいの一部になったのではなかったか。

　どうやって生せい還かんし、また、眷属武器を持つようになったのか。

　それに、あの時とは雰ふん囲い気きが違う。

　最大限の警戒を払はらうべきだと判断した、次の瞬間。

　スターライトの腹部に彼の刃が刺ささっていた。

「なにっ!?」

　見下ろすと、アルベールの頭が真下にある。

　数十メートルの距離を、一いつ瞬しゆんで詰つめたのか。油断していたとはいえ、スターライトですら対応が遅おくれる速さだった。

　だが──

　身体からだを液体に変化させる眷属武器、「アジュール・エギーユ」の前に物理攻撃は意味を成さない。全てスターライトの身体を通り抜ぬけてしまうのだ。

「悪いな。それは俺には効かない」

「どうかな」

　アルベールの吐はく息が白くなった。

　彼が刺した盾のような刃に霜しもが付く。その霜はスターライトの刺し傷を凍こおらせ、徐じよ々じよに広がっていく。

「ちいっ！」

　すぐに刃を抜き、その場から離はなれる。

　キラリアの眷属武器は〝白色〟の加護を受けているため、氷の力を操あやつるものが多い。それでもスターライトの身体を凍らせるほどの冷気を使う者はいなかった。

　眷属武器の力なのか、それともアルベールが纏まとう竜りゆう気きのせいか。

　それを判断する前に、さらにアルベールが追つい撃げきしてくる。

「くっ！」

　少しだけ本気を出さなければならない。

　スターライトの右手が変化する。ドロリと溶とけた右手が、鋭するどい刃の形になる。さらに脚あしをバネのように縮め、その反動で勢いをつけて飛び出す。

　地面を蹴けり、鉄の残骸を蹴り、軌き道どうを変えてアルベールの背後へ回り込む。

　が、それすらも彼は読んでいた。スターライトの攻撃に合わせて盾のような刃を向け、防ぼう御ぎよの姿勢を取る。

　スターライトの刃が跳はね返った。

　それについては驚おどろかない。スターライトの眷属武器で変化させた肉体は、そこまで強力なパワーがあるわけではない。

　むしろ防がれてからが、彼の本領発揮だ。

「悪いな」

　もう一度謝り、スターライトは左手を出す。

　触しよく手しゆのように細くなった腕が盾をすり抜け、アルベールの鎧の隙すき間まに入り込む。

　水の刃がアルベールの脇わき腹ばらに突つき刺さった。

「…………」

　確実にいくつかの臓器を貫つらぬいた感かん触しよくを得てから、左手を引き抜く。

　レッチには悪いが、眷属武器を持って襲おそわれたら殺す他ほかない。

　アルフェンにも怒おこられるかもしれないが──

「なっ……!?」

　アルベールが無言でスターライトの右腕を摑つかんでいた。

　摑まれた腕が凍っていく。

「くっ！」

　一度抜いた左手で、自らの右腕を切断する。

　凍り付いた右腕を地面に落とし、思い切り踏ふみつけた。砕くだけ散った右腕を置いて、自分は新たな腕を生やす。

　本当はアルベールの腕を斬きり落とすつもりだったのだ。

　しかし直前で腕を引かれ、自らの腕を斬ってしまった。

「おいおい……」

　確かに臓ぞう腑ふを貫いた。実際、鎧の隙間から血が流れている。

　なのに生きているどころか、平然としているとは。

「逃にがさないぞ、妖精」

　アルベールの盾が二つに割れ、一対ついの剣になった。

　それを両手で構えながら、ゆっくりとこちらに歩いてくる。

「俺はどこまでも追う。その先にレッチが待っているはずだ」

　まだ熱を持っている製鉄プラントの中で、彼だけが白い息を吐いている。

「チッ……！」

　一体何なのだ、あの強さは。

　いくら眷属武器を持っていたとしても、使い手は人間だ。使い手を殺せばそれで終わるのが常識だった。

　だが、アルベールは死なない。

　正しくは、異様に生命力が強い。

　まるでディルニスタンの合成獣じゆうのように──

「ふわぁぁあああああああああああああ！」

　背後から聞こえる悲鳴。

　スターライトの背後から、まっすぐにカロリーヌが飛んできた。

　その身体がスターライトの身体をすり抜け、前方のアルベールに激突する。これは彼も予想していなかったようで、盛せい大だいに吹ふき飛び、転がっていった。

「いったぁ……！」

　カロリーヌも無事ではないようだ。あちこちに切り傷がある。そして、左腕が折れているようだ。

「大だい丈じよう夫ぶか、カロリーヌ」

「おおっ、スターライトが心配してくれるなんて、珍めずらしいねっ！」

　立ち上がったカロリーヌは、折れた腕をぎゅっと握にぎりしめる。次の瞬間には、左手を握ったり開いたりできる。この超ちよう回復能力も影骸シヤドウの特とく徴ちようのひとつだ。

「裏を返せば、そんくらいヤバいって事だよね～……！」

「そっちもか」

　あのラジェンダ・クムの王子とやらもかなりの使い手だ。チャンピオンとか言ってたから、きっと単体での戦いであれば国で一番強いのではなかろうか。

「おっと、勢い余って飛ばしすぎてしまったようですな。あちらの戦いを邪じや魔ましてしまったようだ」

　背後から歩いてくるザジェとかいうチャンピオン。

　前後を挟はさまれている状態で、どうするべきか。

「たった二人のくせに、よくやる」

　素す直なおに褒ほめておく。この時代の人間にも強力な使い手がいる。

「なぜ今まで出てこなかったのか、気になるくらいだ」

「それはそうですよ」

　ザジェが鎧よろいの中で笑う。

「我々のように眷けん属ぞく武器を持つ者が前線に立つ事はあまりないのです。味方も巻き込んでしまいますからね。このように少人数での作戦に向いているのです」

「…………」
















　ザジェが語っている間に、アルベールも戻もどってくる。

「それに妖よう精せい殿どの。あなたはひとつ勘かん違ちがいをしておられる」

「なに？」

「我々が二人だと、誰だれが言いましたか？」

　その直後、カロリーヌとスターライト、二人がいる地面が盛り上がった。

　地中から突とつ如じよ飛び出したのは、巨大な口を持った花。

「──な」

　まるで肉食動物のように大きな口を開けると、巨大花は二人を一度に飲み込んだ。
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　ディルニスタン浸しん食しよく領の中心、大陸のほぼ中央に位置する場所に、それはあった。

　倒とう壊かいした建築物がうずたかく積もっているのに、その建物だけは無傷だ。

　白いドーム状の壁かべと、中央の塔とう。半径にして四キロほどの小さなドームの中に入ると、ぽっかりと開いた空くう洞どう。そこを網あみ目めのように入り組んだ道路が繫つないでいる。

　ドーム内は王宮への入口に過ぎず、そこへ至るため、またそこから出るための道しか存在しない。かつてはこの道の全すべてが使われており、空も地上も多くの乗り物で埋うめ尽つくされていた。

　中央に存在する塔は、ただの送信機だ。征せい竜りゆう王おうクルアディンが発する命令がここを通じて大陸中に発信されている。

　では宮きゆう殿でんはどこにあるのか。

　答えは、地下だ。

　この道路は徐々に高度が下がるようになっており、点在するエレベータに連れん絡らくできる。吹き抜けの壁のいくつかが点てん滅めつしているのは、エレベータが作動している証しよう拠こだ。

　ディリアンはその風景を見ながら、特に何も思わずに目的地へと走る。

　見慣れた光景だ。感動も何もない。

　しかし、その中に見慣れないものがある。

「……？」

　人だ。それも大量の。あの赤い旗はドレム軍。

　──もうここまで侵しん入にゆうしていたのか。

　即そく座ざにいくつかの対応を考える。

　殺すか、素通りするか。

　ドレム軍の数は五〇〇ほど。ディリアンひとりで皆みな殺ごろしにできる数だ。

　まずは警告し、それでも帰らなければ──

「!?」

　振ふり返る。

　人が立っていた。

「いつの間に……!?」

「うふふ……見つけました。妖精さん」

　赤いドレスを身に纏まとった女性。

　本来ならばこの場にそぐわない──と、思うのだが、彼女が手にしている大おお鎌かまが本能的な恐きよう怖ふを呼び起こす。

「君はドレム軍の人間か」

「お初にお目にかかります。ドレム軍准じゆん将しようキュリヴィアと申しますわ」

　スカートの端はしをつまみ、優ゆう雅がに礼をする。

「では──死んでくださいね」

　キュリヴィアが微笑ほほえんだ瞬しゆん間かん、彼女の鎌が回転しながら飛来した。

「っとぉ！」

　目で追える速さだが、斬きられたらただでは済まない。

　鎌は回転しながらディリアンがいた道路を抉えぐり、下へ突き抜ぬけ、さらにまた飛び出してくる。その起動は読めない。

　ひとしきり回転した後、鎌がキュリヴィアの手に戻った。

「そっちがその気なら、悪いけど殺すよ。恨うらまないで」

　ディリアンがポケットから武器を取り出す。

　折りたたんだ棒のようなものを伸のばすと、棍こん棒ぼうのように長くなる。さらにその先せん端たんから金属の刃はが生えた。

「それは無理です」

　再度攻こう撃げきするキュリヴィア。彼女の手から鎌が離はなれる。

　その瞬間、ディリアンは走る。鎌を持っていないキュリヴィアの身体からだはがら空きだ。

　女性を斬るのは趣しゆ味みではないが、敵ならば仕方ない。

「うふふ」

　槍やりが眼前に迫せまっていても、キュリヴィアは笑っている。

　次の瞬間、ディリアンは死の危険を感じ取り、すぐに身を屈かがめた。

　一いつ瞬しゆん前まで彼の首があった場所を、大鎌が通り過ぎる。

「なんだ……!?」

　先ほどとは違う。速さも、軌き道どうも。

　確かにキュリヴィアの手から遠く離れていたはずなのに、一瞬で近くまで戻ってきた。

　さらに大鎌の刃の色が変わっている。

　徐じよ々じよに赤く、熱を持っているようだ。

「あなたが……殺したの？」

「え？」

「私の愛いとしい方を殺したの……妖精が……」

　大鎌から真っ赤な色の竜りゆう気きが漏もれている。

　ドロリとした液体のような竜気。ディリアンも初めて見る。

「妖精が、妖精が、妖精が──だから、私もお返ししなくては──妖精を殺すの。ひとり残らず妖精を殺せば、きっとあの方も、喜んで──」

　淫いん靡びな笑えみと、獰どう猛もうな殺気を纏まとう女。

　底知れぬ恐おそろしさに、ディリアンは額から汗あせが流れるのを感じる。

「さあ、殺されてください。妖精さん──私の『クレナイ』によって」




　　　　＊




　黒い金属の塀へいを跳とび越こえながら、アルフェンは状じよう況きよう確かく認にんをする。

　破は壊かいされた製鉄工場の残ざん骸がいに、凝ぎよう固こした金属の樹木が立ち並ぶ。

　三つある爆ばく心しん地ちのうちのひとつから、竜気を感じる。

　まるで何かの顔を思わせる巨きよ大だいな植物の中から、スターライトとカロリーヌの反応。あれに喰くわれたのか。

　残骸から残骸へ飛び移りながら、アルフェンは腰こしの短たん剣けんを抜く。

　空中に竜気の足場を形成し、それを蹴けって急降下。抜き放った短剣で巨大植物の茎くきを切断する。

　まるで悪あく魔まの断だん末まつ魔まのような悲鳴をあげて、植物が落ちた。

「おう！　新手か！」

　植物の近くにいた、大おお槌つちを持った鎧の男が笑う。

　彼ともうひとり──騎き士しがいる。

　だが今はこちらが先だ。

　地面に落ちた二つの花を同時に切断すると、中からドロドロに溶とけたスターライトとカロリーヌが姿を現した。

「た、助かったぁぁぁ～……！」

　溶よう解かい液で服のほとんどを溶かされたカロリーヌが、泣きそうな顔をしている。

　いつも強気な彼女でも、植物に溶かされるのは初の経験だろう。

「すまないアルフェン。油断した」

　衣服を含ふくめて身体を液状化できるスターライトの服は無事だ。ただし、少しだけ背が縮んだような気がする。全身を溶かされたからだろうか。

「アルフェン──お前か」

　霜しもを纏った騎士がこちらを見ている。

「えっ、お前……なんで」

　アルベール。レッチをかばって死んだはずの幼おさな馴な染じみ。

　だが、違う。

　纏う竜気が以前とはまったく違う。

　というか、竜気がほとんどない。

「なんだお前、その身体どうしたんだ!?」

「答える必要はない」

　アルベールが剣を抜く。盾たてのような剣が二つに割れ、両手に持つ形だ。

　あの眷属武器も見覚えがある。

　アルフェンが殺したキラリアの騎士団長が使っていたものだ。

　しかし武器から発せられる竜気も桁けた違ちがいだ。使い手によって威い力りよくが変わる眷けん属ぞく武器だが、この変化は大人と子供くらいの差がある。

「レッチはどこだ」

　生気のない目で尋たずねるアルベール。

「答えなければ、殺す」

「おっとアルベール殿！　独ひとり占じめは良くないぞ！」

　割って入る鎧よろいの男。

「どうやら彼は〝小さき王オベロン〟のようだな！　あれを殺せば大おお手て柄がらどころか、妖精旅団の壊かい滅めつもあり得るのではないか!?」

「そうだ。だから俺が殺す」

　武器を構える二人。

　──さて、どうするか。

　私的な感情を除いても、ここで事を構えるのは危険だ。

　スターライトとカロリーヌは消しよう耗もうしているし、何よりこれ以上この場所で戦えば再び爆ばく発はつが起きるかもしれない。そうなれば、後々プレナレートに伝えられそうな製鉄技術なども完全に失ってしまう。

「ほっ」

　アルフェンは仲間二人の身体を担かつぐ。

「悪いなアルベール。今は相手にしてらんねーんだ」

「っ！」

　アルベールが刃やいばを投とう擲てきする。

　だが両りよう腕うでが塞ふさがっているアルフェンの前に、見えない壁かべが生じた。竜気で作られた壁が刃を逸そらす。

　そのスキにアルフェンは跳ちよう躍やくする。

　空中に竜気の足場を作り、連続で跳び上がっていく。どちらも身軽とはいえ、二人分の体重を支えながら跳ぶのはなかなか骨が折れる。

「逃にげるのか、妖精！」

「逃げるよ。決まってんだろ」

　アルベールの罵ば声せいを受けながら、アルフェンは製鉄プラントの壁を跳び越えた。

「ごめんねぇ、アルフェン」

　肩かたから聞こえるカロリーヌの声。

「気にすんな。そういう時もある」

　慰なぐさめてはみたものの、気にしてはいられない状況ではある。

　二人の眷属武器の使い手──どこかに隠かくれているもうひとりを加えたら、三人。どれも今まで戦ってきた誰だれよりも強かった。

　六国も様子見の段階を過ぎて、本気を出してきたという事だ。

「あいつら、大だい丈じよう夫ぶかな──」

　ディリアンの方に向かわせたミーニャとバレンタインの事を考える。

　何事もなければ良いのだが。
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　自己修復機能が作動していないわけではない。

　それなのに傷の修復が追いつかない。

「はぁぁぁぁっ！」

　ディリアンは槍を突つき出し、キュリヴィアの大鎌を牽けん制せいする。だが、ディルニスタン製の槍の柄を叩たたき折りそうな勢いで回転する鎌がディリアンの身体ごと圧おし切ろうと迫ってくる。

「くっ！」

　鎌かまの回転に逆らわずに弾はじき飛ばし、キュリヴィア本人を叩こうとするも、彼女の周囲を守るかのように鎌が回転する。

　ただ彼女の周囲で回っているだけなのに、手出しができない。

　攻こう防ぼう一体の眷属武器。

　それもただの鎌じゃない。

「ディリアン……すまねぇ……！」

　倒たおれたバレンタインを治ち療りようしているミーニャ。

　助けに入ってくれたのは嬉うれしかったが、戦せん闘とうが苦手なバレンタイン。それでも普ふ通つうの眷属武器使いごときに負けるほど弱くはなかった。

　バレンタインが使う「ヴァイスゲジヒト」は、対象の意識に干かん渉しようする事ができる。人間を、集団を、軍隊を操あやつる事ができる強力な眷属武器だった。

　それがキュリヴィアには効かないのだ。

　彼女の持つ竜気が、バレンタインの眷属武器を無効化したのか。それとも彼女の意識にもともと作用しなかったのか。

「ククッ、ククククク……妖よう精せいがたくさん……！」

　鎌を回転させながら笑うキュリヴィア。

「嬉しい……いっぱい殺せるもの…………たくさん殺せば、あの方も喜んでくれる」

　鎌が動いた。

　ディリアンがそれを避さけると、背後の道路が砕くだけ散った。破は片へんが下の道路に当たり、諸もろとも崩くずれていく。崩ほう壊かいした道路が中央の塔とうに当たり、傷をつける。

「やめろ！　あそこを傷つけるな！」

「ふふ、ふふふふ……！」

　ディリアンの言葉に耳を貸す様子もない。

　そもそもこちらを見ているのか。

　バレンタインの眷属武器が効かないのは、正常な意識を保っていないからではないか。

　まずい。

　最悪、ディリアンたちはいくら傷ついても自己修復できる。

　しかしこの宮きゆう殿でんは守らなくてはならない。

　本来ならば防衛システムがあるはずだが、今はない。

　なぜなら八百年前に破壊したからだ。妖精旅団が。

　クルアディンを倒すために結成された革命軍が、悪の王の下もとに辿たどり着くためには、どうしても防衛システムが邪じや魔まだったのだ。

「やめろってば！」

　ディリアンの言葉が空くう虚きよに響ひびく。

　返事をするかのように、キュリヴィアの大鎌が赤く光る。

「……この、馬ば鹿か女め」

　バレンタインの応急処置が済んだのか、ミーニャがディリアンの隣となりに立つ。

　彼女が背負っていた「ブラックボックス」が変形し、大きな四連砲ほうになる。

「待ってミーニャ！　ここでそれを撃うったら危険だ！」

「……でも、撃たなきゃ死ぬぞ」

　彼女の言う通り、ここで手をこまねいていても、いずれ破壊される。そうなれば世界装置の部品はともかく、制せい御ぎよコマンドを入力する事ができなくなる。

　あの宮殿だけは無傷で残したい──

　だが、全員で逃げた場合、キュリヴィアが怒いかりにまかせて周囲を破壊しかねない。

　彼女を止めながら、目的を達するにはどうすればいいか。

「ミーニャ。バレンタインを連れて、先に行ってくれ」

「……ディリアンはどうする？」

「ここに残る」

　無茶は承知だ。だが、今はこうするしかない。

　ディリアンは持っている槍やりを手放した。

　道路に音を立てて落ちる槍を見て、初めてキュリヴィアの表情に変化が起きた。

「あら……どういうつもりかしら？」

「行って！」

　ディリアンの強い命令に、ミーニャは「ブラックボックス」を変形させる。大きな翼つばさになったそれを摑つかむと、ミーニャはバレンタインの手を取る。

　ミーニャたちが空中道路から飛び降りると「ブラックボックス」はもう一段階変形し、二人を包み込んでゆっくりと滑かつ空くうした。

「逃がすと思って──」

「それは失敗するよ」

　鎌を投げようとしたキュリヴィアを止めるディリアン。

「それよりも、丸まる腰ごしの妖精がここにいる。僕を狙ねらった方が確実だろ？」

「あら、それもそうね」

　ターゲットをこちらに移したキュリヴィア。鎌の切っ先の向きを変える。

　逃げられるとも、勝てるとも思わない。

　少しでも時間が稼かせげれば、それでいい。

　プレナレートの世界装置が直らなければ、どのみちこの大陸が滅ほろぶのだ。

　──だったら自分ひとりが犠ぎ牲せいになった方が得だろう。

　ミーニャとバレンタインが見えなくなったのを確かく認にんして、ディリアンは息を吸う。

　太ふと股ももに鎌の先せん端たんが突つき刺ささった。

「ぐっ……！」

　右の太股、そして引き抜ぬかれた鎌が左の太股にも。

　脚あしを斬きられ、その場に膝ひざを突くディリアン。

　この状じよう況きようでもキュリヴィアは油断などしていなかった。

　確実に妖精を仕留めるために、脚から狙ったのだ。

　眷属武器に斬られた程度では死なない。自己修復機能がある。しかし無事では済まないだろう。

　少なくとも、あの速さで動く大鎌から逃げられる自信はない。

「ふふふ、これで妖精をひとり──」

　キュリヴィアが鎌を振ふりかぶる。

　その時だった。

「待て、キュリヴィア！」

　突とつ然ぜん、二人の間から馬が降ってきた。

　隣を走る空中道路から跳躍した馬が降り立ったのだ。道を外れれば落下して死ぬ。しかしこの騎き手しゆはそれを無視して飛び込んできたのだ。

　馬上の男はキュリヴィアを厳しい目で見つめていた。

「君は──！」

　ゼイズだった。

　ディリアンが接せつ触しよくした事のある、唯ゆい一いつのドレム人。大将軍の位についてなお、こんな最前線にいるのか。

「ゼイズ様、このような場所に──」

　キュリヴィアが鎌を引いた。

　どうやら彼女はゼイズの命令なら聞くらしい。

「その妖精を殺してはならぬ」

「なぜですか、ゼイズ様。妖精をひとり残らず殺すよう、ご命令くださったではありませんか」

　まるで別べつ離りを告げられた恋こい人びとのように切ない顔をするキュリヴィア。

　ゼイズは彼女を一いち瞥べつしただけで、何も言わずに馬から下りる。

　そしてディリアンに近づくと、自らも身を屈かがめる。

「久しぶりだな、ディリアン」

「…………」

「ひとつ、種明かしをしてやろう。キュリヴィアの眷けん属ぞく武器『クレナイ』は使用者の〝恨うらみ〟を吸って強くなる」

「恨み……そうか、だから」

　妖精に対して強い憎ぞう悪おの念を抱いだいていた彼女の力は相当なものだった。

「言ってしまえば、妖精以外の敵に対しては強くない。だが相手が妖精ならば無類の強さを発揮する。油断したな、ディリアン」

「……殺すなら殺すといい」

「殺さぬよ。お前には恩がある。俺を大将軍まで引き上げてくれた恩がな」

　それもディリアンの目もく論ろ見みだった。

　ドレム軍を思い通りに操るために、ゼイズが一番やりやすかっただけの話。

「だが、お前にも義理というものがあるだろう。このまま戦えば、お前は死ぬか、そうでなくともただでは済まぬ。それを見み逃のがしてやろうというのだ。少しくらい見返りを求めても良いのではないか」

　この男、痛いところをついてくる。

　ディリアンは〝義理〟だの〝恩〟という言葉に弱い。一度受けた契けい約やくは果たさなければならないという、生き真ま面じ目めな性格こそが弱点でもある。

「……僕にどうしろと」

「さてな。とりあえず、ついてきてもらうぞ」

　死ぬ気で身を起こし、ゼイズを殺す事はできるだろう。そのままキュリヴィアと戦えば、せめて相あい討うちくらいに持っていけるかもしれない。

　しかしディリアンはそうしなかった。

　ゼイズが求めているものが、気になっていた。

　アルフェンがレッチやミスライトのやる事に興味を持っているように、ディリアンもまた、現代に生きる者を知りたいと思っていたのだ。




　　　　＊




「こちらです、ミスライト様」

　ドレム兵に案内されてミスライトが辿り着いたのは、ディルニスタン浸しん食しよく領南部にある砦とりでだった。

　砦といってもミスライトが想像するような建築物とは違ちがう。白い箱のような巨きよ大だいな建物がひとつあるだけだ。その建物の周囲を黒光りする壁かべが覆おおっている。

「ふーん」

　鼻を鳴らしてミスライトは砦の中に入った。

　すでに内部も片付いている。壁のあちこちに弾だん痕こんのような穴や、血の残り香ががある。聞くところによると、この砦を制圧するために七〇〇人が死んだらしい。

　妖よう精せい旅団が殺したのではない。この砦の防衛システムとやらだ。

　仮にアルフェンたちが本気を出していたら、制圧など──

　いや、どうだか。

　彼らが敗走してから、およそ一週間。傷を負った妖精もいれば、行方ゆくえ不明になった者もいる。特に心配性しようのディリアンが敵の手に落ちたと聞いて、妖精たちはこの世の終わりのような雰ふん囲い気きになっていた。

　仲間を失う気持ちはミスライトにも分かる。

　それが八百年前に死し闘とうを繰くり広げた戦友なら、なおさらだろう。

「お待ちしておりました、ミスライト陛下」

　石でも鉄でもない床ゆかを響かせて、向こうから歩いてくる大将軍ゼイズ。

「やっほー。ウルゼルのおっさんは？」

「ウルゼル殿どのはすでに次の目標に向けて作戦を立案しているところです」

「気が早いねー」

　嘆たん息そくし、ミスライトは若い大将軍を見る。

　今のドレムにおいて、おそらく二番目に力を持っているのはこの男だ。ウルゼルの影かげに隠かくれているが、小さな武ぶ勲くんを積み上げている。その小さな武勲のひとつひとつも、ドレム軍の命いのち綱づなとも呼べる重要な戦術面での勝利が多い。それを狙っているのだとしたら、油断できない相手だ。

「気が急せくのも当然かと。なにしろディルニスタンの拠きよ点てんを手に入れられたのは、これが初めてですからね」

「しかも妖精旅団をやっつけてね。調子づくのも分かるよ」

「調子づくのは、むしろこれからです」

　微笑ほほえみと共に、ゼイズは武器を差し出した。

「こいつは……」

「この砦、いえ、工場で作られたものです」

　ミスライトはその武器を受け取る。

　細長い剣けん──いや、銃じゆうか。引き金のようなものがあり、それを引くと先端から光線が飛び出す仕組みになっているのだろう。

「残念ながらこの〝光の弓〟はこれ以上作れませんが、兵士用の剣と鎧よろいなら量産できる事が判明しました」

「マジで？」

「はい。この工場はもともと武器などを生産する場所のようですね。機械に記き憶おくされている設計図と、材料となる金属があれば、自動的に武器を作ってくれるのです」

「へー……」

　という事は、ディルニスタン製の武具が一いつ般ぱんの兵士にも行き渡わたるのか。今ここにいるドレム軍に行き渡った次は、どうなるのか。不ふ慮りよの事故で工場が破は壊かいされるかもしれない。そうなる前にプレナレートも製法を知りたいところだ。

　いや、そんなミスライトの思おも惑わくはゼイズも分かっているだろう。

　ならば何故なぜこうして見せつけたのか。

「ご安心めされよ。この武器の製法が解明すれば、全すべての国に行き渡るはずです」

「え、なに、ドレムが独どく占せんするんじゃないの？」

「ご冗じよう談だんを。そんな真似まねをすれば他ほかの国が許さないでしょうし、本当に欲ほしい技術であればどの国もあらゆる手段で手に入れますよ。妖精が守っていない限りね」

　それもそうだ。妖精から盗ぬすむより、ドレムから盗んだ方が楽だ。

　とはいえ、気前が良すぎる。

「で、そんなドレムさんはどんなアドバンテージを持ってるわけ？」

「フッ──」

　ゼイズの笑い方が変わった。

　余所よそ行きのそれから、個人的な暗い笑みになる。

「こちらへ」

　ゼイズが歩き出すと、ミスライトもそれについていく。ここまで案内してくれた兵士たちも追従をやめ、二人で砦を歩く。

　工場と言っていたが、本当にそうだろうか。石のような床や壁、どの部屋も似たようなもので、物を作る場所にしては清潔すぎる。鉄の臭においもしない。

　ディルニスタンの技術に興味はあるものの、工場を見るのは初めてだ。

　ミスライトにとっては嬉うれしいはずの出来事なのだが、今はそんな気分になれない。

「この他に占せん領りようした──あの大陸中央の宮きゆう殿でんはどうなの？」

「ほう、さすがミスライト陛下。あの場所が宮殿だとよくお分かりになりましたな」

　ゼイズの反応を警けい戒かいする。

　カマをかけているつもりだろうが、そうはいかない。

「分かんないよ。ただド真ん中にあるデカい施し設せつっつったら宮殿でしょ。伝承にもあそこに王様が住んでたって書いてあったし」

「その通りですな」

　本当であれば、ミスライトは宮殿に行きたかった。

　宮殿を占領された今、アルフェンたちがそこに行くわけにはいかない。顔が知られた妖精が行けば、また戦いになる。

　そうなれば、世界装置を修復するのに必要な〝情報〟とやらが手に入らない。

　設計図のような〝情報〟を〝青色〟に入れなくてはならないのだ。

　そのために、宮殿を調べたい。他の国に蹂じゆう躙りんされる前に。

「悪あしき王が住んでいた宮殿ですからな。徹てつ底てい的てきに破壊するように伝えてあります」

「なんだって？」

「ああ、もちろん財宝の類たぐいは持ち帰るように指示してありますからご安心を」

「そうじゃないよ！　破壊する事はないじゃん！　アンタらはどれが財宝で、どれがガラクタか分かってるって言うの!?」

「さて……どうでしょう。現場の判断ですからね」

「やめさせて。今すぐに」

　語気を強めてゼイズに迫せまるミスライト。

「では陛下、この工場はいかがしましょうか」

「……なに？」

「このまま武器を作らせ続けても良いのですか？　よく調べもせずに、無む駄だな資源を消費しているかもしれないのですぞ」

「それは、妖精に勝つためじゃん？　仕方のない事っていうか」

「宮殿を壊こわすと言った時よりも消極的ですな。それほどまでに欲しいものが、あそこにあるのですか？」

「……そうだよ」

　唾つばを飲み込み、心を落ち着ける。

　ボロを出さないように、慎しん重ちように言葉を選ぶ。

「あそこにはプレナレート王国に伝わる秘宝がある。だから他の国に渡したくない。だからあそこを破壊するのはやめて」

「プレナレートの財宝、ですか」

　ゼイズは立ち止まる。

　そして振ふり返ると、ミスライトに顔を近づけた。

「……？」

　鼻を小さく動かすと、彼はこう告げる。

「妖精の匂いがしますな」

「!?」

　あまりに唐とう突とつな出来事だったので、ついミスライトは反応してしまった。

「そう露ろ骨こつに反応せずとも良いですよ」

「アンタ……！」

「これでも目と耳以外にも自信がありましてね。そのおかげでここまで生きてこられた。先日、妖精と接せつ触しよくする機会がありましてね。その時に嗅かいだ匂いがする。どうやらプレナレートの潮風でしょう」

　この男が──

　接触した妖精とはディリアンの事だろうか。

　すぐにでもアルフェンに伝えたいが、今はそれどころではない。

「馬ば鹿か言ってんじゃないよ。たまたま妖精がプレナレートにいたってだけの話じゃん？　そりゃ見つけられなかったあたしにも責任はあるけどさー」

「ただプレナレートに滞たい在ざいしていたというだけなら構わないのですが……」

　まさか、ディリアンが白状したのか。

　妖精でも拷ごう問もんに屈くつする事があるのだろうか。

　アルフェンたちの強さは信じているが、ミスライトは人格までは信用していない。万が一の時があれば、自分を売ってでも助かるという選せん択たく肢しを選ぶかもしれない。

　レッチは彼らを全面的に信用しているが、ミスライトはそうではない。

　このゼイズという男がカマをかけているだけだと信じたいが。

「隠してもいいですが、調べさせる事はできます。それこそ妖精を隠いん匿とくした罪で五国がプレナレートを糾きゆう弾だんした場合、あなたは絶対に無実を証明しなければならない」

「だから、何の事か分からないって言ってるじゃん」

「無実を証明できますか？」

「できるよ」

「それなら結構。ですが、万が一あなたが妖精旅団を匿かくまっていたのだとすれば──」

「さっきから何が言いたいんだよ！」

　腰こしの銃を抜ぬき、ゼイズに突つきつける。

　先ほど渡された長い銃よりもずっと小さくて使いやすい、ディルニスタンの銃。光の矢が発射されれば、ゼイズなど一いち撃げきで殺せるだろう。

「その銃を向けるのは、私ではない」

「あん……？」

「あなたの無実を証明するために使うべきです」

「これ以上回りくどい事言うなら、本当に撃うつよ」

　正直、あと一言でも余計な事を言ったら撃つつもりだった。

　しかしゼイズはまったく怯ひるまずに、こう提案するのだ。

「もしもあなたが本当に妖よう精せいと無関係ならば、それで良し。ただし妖精が身近にいるのであれば、消してしまえばいい。存在がなくなれば、妖精を匿っていたという事実もなくなります」

「……！」

　そういう事か。

　この銃で妖精を撃てと言っているのか。

「何事もないのであれば、騒さわぎも起きません」

　そして撃たないのであれば、騒ぎ立てる。

　会議などの公おおやけの場で、プレナレートへの疑念を植え付ける。火種だったものを、炎えん上じようさせる。そうしてプレナレートの発言権を奪うばう──

　いいや、それで済めばまだいい。最悪、五国が敵に回る。

　五国と戦うのは、まだマシだ。

　それ以上に恐おそれなければならないのは、世界装置の修復が不可能になる事。

　世界装置が壊れれば、大陸が水みず浸びたしになる可能性があるとアルフェンが言っていた。

　それだけは避さけなければならない。

「私が言いたかったのは、それだけです。ああ、ウルゼル大将軍もこの事はご存じありませんので、ご安心を」

　向けた銃に触ふれ、そっと降ろさせるゼイズ。

　ミスライトは抵てい抗こうできずに、先ほどからニコリとも笑っていない目を睨にらみ続ける。

　味方のいないディルニスタンの工場で、ミスライトは決断を迫られていた。
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　影骸シヤドウには自己再生機能が備わっている。

　ただ傷を治すだけでなく、ウィルス、凍とう傷しよう、あらゆる状態から元の身体からだに戻もどそうという意志がはたらいている。よほどの事がないかぎり、妖精が死ぬ事はない。それこそ身体を両断でもしない限り。

　だが、痛みはある。

　それは人体の警報なのだから、消すわけにはいかない。

「ん……っ」

　ディリアンが目覚めた時、激しい痛みが両手足を襲おそった。

　痛む部分──つまり手足に鎖くさりが巻き付けられ、その上から鉄てつ杭くいで壁かべに固定されていた。今のディリアンは磔はりつけにされている。

　逃にげようと思えば逃げられる。この程度の鎖など、簡単に外せる。

「ほっ」

　ちょっと手足が痛むので、鎖と杭を外した。

　痛む手足はすぐに治ったが、周囲の状じよう況きようが分からない。

　どこかの部屋に監かん禁きんされているようだが──

「あのー、誰だれかいませんか？」

「ひぃっ!?」

　扉とびらの外から、人の声。

「あ、人がいた。よかった、すみません、ちょっと」

「な、なんで生きて──鎖も!?」

　制服からしてドレム兵のようだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、危害は加えません。偉えらい人を呼んで来てくれませんか？」

「ひぃぃぃぃぃぃぃ！」

　ディリアンの言葉を聞いてくれたのか、兵士は一目散に走り出した。

　それから二時間ほど、孤こ独どくを楽しむ。

　今ごろアルフェンたちは何をしているだろうか──そんな心配をしていたら、時間などあっという間に過ぎてしまった。

「久しぶりだな」

　ドアを開けて入ってきたのは、ゼイズ。

　今日は鎧よろいを身につけていない。それどころか刀すら持っていない。敵意がない事を示しているのだろう。

「やぁゼイズ。手て荒あらな歓かん迎げいどうも」

「さすが妖精だ。傷の治りが早い。逃げなくていいのか？」

「そうしても良かったんだけどね。君と話がしたかった」

「ほう」

「わざわざ妖精の命を交こう換かん条件にして、僕を捕とらえた理由があるんだろう？」

「話が早くて助かる」

　ゼイズは部屋の壁に背中を預けると、周囲を見回す。

　誰もいない事を確かく認にんすると、彼はこう言った。

「まずはキュリヴィアの非礼を詫わびよう。お前にはキツく当たったが、彼女も妖精に身内を殺されているのでな。その恨うらみは受け止めてくれ」

「分かってるよ」

「そして、改めて頼たのみがある」

　ゼイズは頭こうべを垂れ、ディリアンに心からの願いを告げた。

「私の──私だけの味方になって欲しい」

「!?」








第三章　変える力









　最低限の仕事はこなしたつもりだ。

　アルフェンが傷ついた仲間を回収している間に、ミーニャとバレンタインはディルニスタンの宮きゆう殿でんで部品を手に入れてきた。

　部品といっても、それはインゴットのような金属の塊かたまりだ。

　この塊を必要な形に削けずり、世界装置ワールドワークスの内部に埋うめ込む。

　喩たとえるなら、自分で思考して回る歯車のようなもの。

　無数の小さな歯車が内部で動いているのだ。

「──ガワは、これでいい」

　宮殿に安置されている〝渦うず巻まく蒼そう竜りゆうの槍やり〟の柄えを修理したミーニャが息をつく。彼女が操あやつる「ブラックボックス」からは髪かみの毛よりも細い腕うでがいくつも伸のびており、そのひとつひとつが世界装置の内部を弄いじくっていた。

　その精密さはアルフェンですら再現できない。

　針の穴に糸を通すほどの正確無比な暗殺ができるスターライトでも、眷けん属ぞく武器の力なしでここまでやるのは無理だろう。

「おつかれさんミーニャ」

「……うむ、褒ほう美びをよこせ」

「ははーっ」

　恭うやうやしくドーナツを差し出すアルフェン。

　ミーニャは無表情でそれを受け取ると、口に運ぶ。ニンマリと笑う彼女を見ると、アルフェンは修復された〝青色〟を見て安あん堵どした。

　ミーニャの言う通り、ガワは直った。

　ただこれでは動かない。制せい御ぎよするための情報を槍そのものに注入する必要がある。

　この物言わぬ槍に「動け」と命令して、初めて世界装置になるのだ。

　そう、今、この世界装置は動いていない。

　無限に湧わき出る水も、今はない。

　そのため宮殿を循じゆん環かんしている水も止まっている。

　プレナレート国民には、普ふ通つうに「点検のため」と称しようして止めている。国民は宮殿の水路の点検だと思っているだろう。

　世界装置が動かないと知っているのは、妖精旅団とミスライト、そして一部の首脳と技術者のみだ。

「ミスライトも思い切った決断をしましたね」

　槍を見て、レッチがため息をつく。

「俺もそう思う」

　動作を止めなければ世界装置を修復できないのであれば、せめてディルニスタン宮殿を確保してから作業に取りかかってもいいだろう。

　しかしミスライトは作業を強行させた。

「女王様は世界装置を使う機会が来るかも、って思ってたんだろ」

　安置所のイスに寝ね転ころんでいるバレンタイン。

　身体を起こすと、動かない世界装置を気け怠だるそうに眺ながめて、こう続けた。

「近いうちに、また大陸が荒あれると踏ふんでるんだ。俺もそう思う。今、六国がディルニスタンを攻せめて拠きよ点てんを奪っているが、その後でまた国同士が戦うと思ってるんだ」

「その時は、また俺たちが止める」

　アルフェンは強い口調で答える。

　一度決めた事だ。

　世界装置に限らず、ディルニスタンの力を悪用する者は始末する。

「う～……！」

　別のイスに座っているカロリーヌはイライラしている。

　ラジェンダ・クムの眷属武器使いに負けたのがよっぽど悔くやしかったらしい。それは彼女だけではないらしく、全体的に厭えん世せいムードが漂ただよっている。

「次は負けない……！」

　爪つめを嚙かみながらカロリーヌが見つめる虚こ空くうの先には、何が見えているのか。

　アルフェンは直接戦っていないが、どの国も強力な使い手を用意してきた。

　あのアルベールが変わった事は、まだレッチに言っていない。あの変わり様はただ事ではない。もう一度彼女がアルベールに出会った時、何が起きるのか想像できない。

　それだけ強い者が集まったせいで、ディリアンも摑つかまった。

「スターライト。ディリアンの行方ゆくえはまだ分からないのか？」

「すまない」

　短く謝るスターライト。

　ディリアンを捜さがしているのは彼だけではない。他ほかのみんなもあらゆる手段で消息を追っているのだが、まるで消えてしまったかのように痕こん跡せきが見あたらない。

　他の者であれば、眷属武器が発する信号を頼たよりに捜そう索さくする事もできた。

　しかしディリアンの眷属武器は八百年前に破は壊かいされてしまった。

　本人は元々かなり強いので、普通の武器でも戦える。それが今回は仇あだとなった。

「アルフェン……ディリアンは大丈夫ですよ」

「ん？」

　レッチがおずおずと話しかける。

「ディリアンはきっと無事です。死んだりなんかしません」

「いやいやいや」

　アルフェンだけでなく、その場にいた妖よう精せい旅団全員がツッコミを入れる。

「んなこたぁ、みんな知ってるよ」

「えっ、あれっ、そうなんですか」

「だってお前、ディリアンだぞ？」

「そ、そうですよね……無事に決まってますよね」

　頰ほおを赤らめるレッチ。

　そう、無事に決まっているから居場所が気になるのだ。

　ディリアンは今どこで何をしているのか。その理由は？

　アルフェン達に何も言わずに消えてしまったから、余計気になる。

「あいつ……俺に黙だまって勝手な事しやがって」

「お前がそれを言うのかよ！」

　バレンタインから激しいツッコミが飛んできた。

「たまには俺達の気持ちも味わえってんだ。人の気持ちも知らないで、ひとりで突とつ撃げきするのはどこのどいつだ」

「しかもアルフェンと違ちがってディリアンはちゃんと考えてるからねー」

　カロリーヌにまで言われてしまった。

　落らく胆たんしつつ、アルフェンは前向きに考える。

「……そうだな、ディリアンが考えなしに行動するわけがない。目的を達成したら帰ってくるだろ。それまでに、俺達もできる事をやろう」

「できる事……か。その世界装置を完全に修しゆう繕ぜんする事だな」

　スターライトの言う通り、この世界装置に情報を入れる必要がある。

「世界装置に制御プログラムを入力する必要がある。バックアップデータは宮殿にあるから、それを取り返したい」

　世界装置に関かかわるものは、クルアディンが保管している。それを他者に任せず、全すべて自分で管理していたから王として君臨し続けられたのだ。

　どこに保管してあるかは、王の影骸シヤドウだったアルフェンが知っている。

　入り込みさえすれば、それほど難しい場所ではない。

　しかし、今は問題がある。

「宮殿にすんなり入れればいいんだけど……できるかな」

「占せん領りようされてるからなぁ」

　バレンタインが腕を組んで考え込む。

「つーか、おっさんがもうちょっと頑がん張ばれば良かったんじゃねーのか？」

「無茶言うなって。あのドレムのお姉ちゃん、本当に強かったんだぞ。俺だけじゃなくてディリアンまで苦戦したんだからよ」

「そんなに強いお姉ちゃんが待ち構えてるのか、宮殿に」

　正面切って戦えば、確実に宮殿が崩ほう壊かいする。

　崩壊は免まぬかれるかもしれないが、世界装置の制御プログラムを無事に手に入れられるかどうかは分からない。

「俺が行こうか？」

　提案したのはスターライト。

　肉体を液体に変化させられる彼ならば、誰だれにも気づかれずに目的を達成できるかもしれない。

「でもさー、前にスターライトと戦ったアルベールって子？　あの子が宮殿にいたらまた凍こおらされちゃうかもしれないよ？」

「む……」

　カロリーヌの指し摘てきは的確だ。スターライトも無敵ではない。

「見つからずに潜せん入にゆうってのも、敵側に感知能力に長たけた眷属武器を持ってる奴やつがいるかもしれねぇ。っつーか俺だったら草の根分けてでもそういう能力を持った奴を探して配置するね」

　バレンタインの意見も頷うなずける。

「じゃあ、陽動はどうだ？　宮殿以外の場所で強い奴らを誘さそい込んで、その間にスターライトを忍しのび込ませるってのは」

「それが一番現実的かもな。ただし誘いに乗ってくれるかは……」

「いやいや、そこはおっさんの出番だろ。アンタの眷属武器でチョチョイとやってくれればいいんだよ」

「それがなぁ、ドレムのお姉ちゃん、俺の目が効かないんだよなぁ。呼び出すなら別の方法にした方がいいぜ」

「あ、あのっ」

　話し合っているアルフェンたちに割って入るレッチ。

「私では……ダメでしょうか」

「レッチが？」

「私じゃ餌えさになりませんか？　私がディルニスタンに赴おもむけば、少なくともキラリアの人たちは反応すると思うんです。その、ドレムの方は分かりませんけど……」

「いや、危なすぎる」

　すぐに止めたのはスターライト。

「レッチ。お前は自分の身を軽かろんじすぎる。折れば枯かれてしまう花みたいなものだ。荒あら事ごとは俺たちに任せておけばいい」

「でも、私にもできる事があるはずです」

「そりゃあるよ」

　アルフェンがスターライトを遮さえぎってレッチを説得する。

「だけど身体からだを張る必要はないよ。その時が来たら、その時にきちんと働いてもらう。ケガなんてされたら、その出番が失われるからな」

「その時が来たら、あたし達がきちんと働かせるよ～！」

　明るい顔でレッチの頭を撫なでまくるカロリーヌ。最近はカロリーヌも手加減を覚えたのか、抱だきしめられてもレッチは嫌いやな顔をしなくなった。

「そいつはいい。今ちょうどレッチに用が出来たところだよ」

　ホールの扉とびらが開かれ、護衛もつけずにミスライトが入ってきた。

　鎧よろいは身につけず、薄うす手での服に銃じゆうのみといういつもの出いで立ち。

　しかし──今は少し警けい戒かいの色が見える。

「ようミスライト。ディルニスタンはどうだった？」

「アンタ達が言った通りだ。中央の宮きゆう殿でんは完全に制圧されてる。それから、なんだ、あの白い工場。武器がたくさん作られてたよ」

「兵器工こう廠しよう──いや、万ばん能のう工廠だな。武器以外にも作れるぜ。時間と材料があれば、世界装置も作れる」

　それを全て兵器作製に費ついやすところが、この時代の人間の浅はかさだ。

「工場の使い方はどの国にも教えるって言ってたけど、ほとんどドレムの独どく擅せん場じようだね。昔から鉄の扱あつかいはドレムには敵かなわない。キラリアも及および腰ごしだよ」

「ミスライトはどうしたんだ？」

「あ、あたしは……」

　口ごもるミスライト。

「変な事言って、勘かんぐられないようにするのに必死だったよ」

「アンタ、正直だもんなぁ」

「人の事が言えた口かい！」

　今日はやたらとブーメラン発言を咎とがめられる。

　アルフェンは嘆たん息そくしながら、ミスライトに笑いかけるのだった。
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　世界装置の状態を確かく認にんした後、ミスライトは自室に戻もどった。

　しばらくしてから、扉をノックする音が。

「あの……お呼びでしょうか」

　レッチだ。

　ミスライトの寝しん所じよに入るなり、彼女はテーブルの上の瓶びんを見て眉まゆをひそめた。

「どうしたんですかミスライト。こんなに大量のお酒」

「ああ……ちょっと飲みたい気分になっちゃってね。大だい丈じよう夫ぶ、これでも酒は鍛きたえられてるんだよ」

「飲み過ぎは身体に毒です。妖精ですら二ふつ日か酔よいになるんですから」

　バレンタインという食えないおっさんの事か。普ふ段だんはのらりくらりとしているが、試ためしにボードゲームをやってみたら一度も勝てなかった。酩めい酊てい状態なのに、だ。

「妖精旅団ってのは面おも白しろい奴らだねー。最初は超ちよう常じよう的な力を持った、神様みたいな奴らだと思ってたのに、話してみると本当に気のいい奴ら。人間くさくって、面白い」

「──はい」

　嬉うれしそうに頷くレッチ。

「あの人達は人間です。優すぐれた文明の力を借りて、人にん間げん離ばなれした能力を持っていますが、私達と同じ人間なんです」

「第一印象が悪かったのかもね」

「それは、あると思います」

　彼女がどのようにして妖精旅団と接せつ触しよくしたのか、以前聞いた。

　切せつ羽ぱ詰つまったキラリアが世界装置を使おうとするのを止めるために、妖精旅団の武力を必要としたのだ。

　武力に武力で対たい抗こうしようと考えるレッチも、非常に大だい胆たんな性格をしている。

　おとなしそうに見えて、ミスライトよりずっと危ない。こうして妖精旅団と行動を共にしているのが何よりの証しよう拠こだ。

　なぜ彼女はそこまで全面的に信しん頼らいしているのか。

　──それが、聞きたい。

「アルフェン達がディルニスタンに侵しん入にゆうする奴らを殺す理由は、大陸を守るためだよね。それはレッチの話で分かったよ。でもさ、殺す必要はないんじゃないの？　話せばなんとかなるかもしれない」

「……私も最初はそう思いました。でも、世界装置の力を目まの当たりにしたら、そんな事は言えないと思います」

「人が死んでも仕方ないって？」

「はい」

　レッチはまっすぐにミスライトの目を見る。

　──こいつ。

　やはり昔とは違う。騎き士しの陰に隠かくれていた、あの頃ころのレチューディアはいない。

「私は、自分の境きよう遇ぐうに甘えて、見て見ぬふりをするのは止やめたんです」

　かつての彼女は、ひとりぼっちだった。キラリアを訪おとずれた時も、もじもじしているばかりで、会話にも積極的に参加しなかった。

　子供の頃のミスライトは、そんなレッチが可愛かわいくてよくちょっかいを出したものの、普段はどう過ごしているのか知るよしもなかった。

「妖よう精せい旅団の力を頼たよったのも、最初は彼らの陰に隠れたまま目的を遂すい行こうするためでした。安全なところで自分だけが得をするように。でも、それじゃダメなんです」

　では今のレッチは優やさしくないのか。

　そうではない。彼女の根底にある優しさは変わっていない。

「私は、誰かに優しくしたいから、誰かを排はい除じよする道を選びました」

「……排除される奴らの気持ちは考えたの？」

「はい。彼らに疎うとまれ、恨うらまれる覚かく悟ごはできています」

　あのレッチに、この覚悟を与あたえたのが妖精旅団だ。

　妖精旅団がレッチを脅おどしたり、強ごう引いんに洗脳したのではない。彼女自身が自らの意志で選せん択たくした結果だ。それは目を見れば分かる。

　同時に、自分との差を見せつけられた気分だ。

　覚悟がないわけではない。

　ただレッチとは背負っているものが違ちがう。

　プレナレート王国、この大地と海に住んでいる四〇〇〇万を超こえる国民。

　いや、選択次し第だいでは、プレナレートと関かかわる他の五国の国民も巻き込まれる。

「……アルフェンの事は、どう思ってる？」

「え、な、なんですか急に」

「いいから」

　ミスライトが促うながすと、レッチは短い言葉で答えてくれる。




「……私の、王様です」




「んー、どうとでも取れる言葉だね」

「どう取っていただいても構いませんよ」

　少しだけ照れながら、レッチが笑う。

　きっと様々な意味が込こめられているのだろう。

　そういう事なら、もう少し踏ふみ込んでも良さそうだ。
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　宮殿の客室。

　アルフェン以外は誰だれもいないその部屋で、彼はひとり目を閉じる。

　テーブルに置かれているのは、短たん剣けん。

　彼が持つ第七の世界装置、〝無色の刃やいば〟と呼ばれるものだ。

　その刀身を小さく指で弾はじくと、高い音が鳴った。

　楽器のように澄すんだ音はどこまでも広がっていく。

　刃が奏かなでた音に、別の音が混じる。

　知っている足音だ。

「入るよー、アルフェン」

「ああ」

　ノックもそこそこに、ミスライトが客室に入ってきた。

「他ほかの連中は？」

「バレンタインとカロリーヌは下の台所。ミーニャはここの書庫、スターライトは……よく分かんねーな」

「つまり、アンタだけか」

「そうだよ」

　それなら良かったと言わんばかりに、ミスライトは客室に入ってくる。もともと全すべて彼女のものなので、アルフェンに拒こばむ理由はない。

　ただ、異様に身体からだがこわばっている。

　身につけている服装はいつも通りだが、右手が若じやつ干かん重い。

　──いつでも銃を抜ぬけるようにしている。

　先ほどレッチと話をしていたようだが、何を言われたのか気になる。もしかしたらアルフェンの事をボロクソに言っていたかもしれない。

「どうした？　こんな夜に」

「……その」

　ミスライトはアルフェンの正面のイスに座ると、まず頭を下げた。

「お礼を言うのを忘れてたんだ。今回の件、本当に助かったよ。世界装置を修復してくれなきゃ、数年後には確実にプレナレートは滅ほろんでた」

「気にするな。直さなきゃプレナレート以外も滅んでたんだし」

　ミスライトは頷うなずき、次に首を横に振ふった。

「……あたしはさ、正直、世界のためとかじゃなかったんだ」

「じゃあ、何のために？」

「情けないけど、自分のためだよ。なにしろこの年で王位を継ついじゃったからさ。政治は有能な部下に任せて、あたしは大事な決定だけする、ただのお飾かざり」

「だけどレッチが言ってたぜ。その大事な決定の張り方が抜ばつ群ぐんに上手うまいって」

「賭かけ事は得意なの──だから、負ける時もある」

　自じ虐ぎやく的な笑いには、自信のなさとこれから先の博打ばくちに込められた想おもいが見える。

　おそらくミスライトは、非常に分の悪い博打を強しいられているのだろう。

「今までは負けてもさほど痛くなかった。だけど、それでもチップは国民の命だ。女王として負けちゃいけない賭けもある」

「今は、どんな賭けなんだ？」

「それを明かす前に、教えて。アルフェン、アンタたち妖精旅団はどうして大陸を救おうとしてるの？　大陸の人たちに感謝されたいの？」

　その質問は前にもされた気がする。

「それはレッチから聞かなかったのか？　救わなきゃ大陸がヤバいからだ。アンタだって死にたくはないだろ」

「でも、危険だと思うのなら、大陸の外に逃にげる事だってできるじゃん。なのに大陸の人を救うために、世界装置を正しい方向に導こうとしているじゃん」

「おっと、勘かん違ちがいするなよミスライト」

　アルフェンは手で言葉を制する。

　なんだか話がおかしな方向に行こうとしている。

「俺は別にお前らを救うつもりなんてないぞ」

「……なんだよ、さっきと言ってる事が違うよ」

「いやいや、俺らが救ってるのは〝大陸〟であって、〝大陸の人間〟じゃない」

「……？」

　きょとんとするミスライトに、アルフェンはこう続ける。

「世界装置がバラバラになる前は、この大陸はすごく美しい場所だったんだ。季節があって、気候の変化があって、たくさんの動物が住んでた。最後は悪王になっちまったけど、クルアディンは竜りゆう気きを使ってこの土地を豊かにしようと思ってた」

「土地だけを救う、って言いたいの？」

「そうだ。人間を救うのは、人間の役目だろ」

「…………」

　ミスライトは唇くちびるを嚙かむ。

　泣いているように見えるが、涙なみだは流していない。

　しかし彼女の中にある堤てい防ぼうが決けつ壊かい寸前なのは、アルフェンにも見て取れる。

「……レッチとは違うけど、あんたもひとりぼっちなんだね」

「仕方ないよ。王ってのはいつもそうさ」

　ミスライトは自分の膝ひざを摑つかみ、目を閉じて少しだけ考える。

「実はね、アルフェン。本当はアンタに頼たのもうと思ってたんだ。この国を救って欲しいって。アタシに何かあっても、この国だけは頼みたいって思ってた」

「そいつは無理だろ。レッチみたいな立場ならともかく、女王様がおいそれと頼んでいい事じゃない」

「その通り。この国は、アタシが救う。そうしなきゃならないんだね」

　立ち上がったミスライト、吹ふっ切れたのか大きく息を吸い、そして吐はき出した。清すが々すがしい顔で遠くを見つめている。

「世界装置を直してくれて、ありがとう」

　改めてミスライトは礼を言う。

「だが完全じゃないよ。約束が違うじゃない。どうなってんの」

「それは、ほら、情報プログラムを入れないと」

「直すって約束したんだから、その情報ナントカってのも入れてくれなきゃ意味ないじゃん。男なら一度決めた約束事は守るのがスジだって、ウチの若いのが言ってたよ！」

　怒ど声せいを浴びせられ、アルフェンは少しだけたじろぐ。

「働いてもらうからね、アルフェン。アタシのために」

「……へぇ」

　先ほどまでのしおらしい態度はどこへやら、ミスライトは強気に微笑ほほえむ。

　国を救うために、自分が妖精旅団を利用する。

　あくまで道具として働かせるつもりなのだ。

「その情報ナントカは、宮きゆう殿でんにあるんだよね？」

「ああ」

「行ってきな、今すぐに。もうすぐ他国の暗殺者が配置につく。アンタらを翻ほん弄ろうした手て練だれも何人かいる。揉もめ事を起こす前に出ていって」

　他国の暗殺者、という言葉だけで、だいたいの事情が分かる。

　ミスライトは彼らをここに呼び込まなくてはならなかった。

　アルフェンたちの存在がバレたせいだろう。大方、匿かくまっている事を糾きゆう弾だんされたくなければ、殺す手伝いをしろ、とか。

　匿っているのではなく、あえて誘さそい込んだ──そう言い訳が立つからだ。

　だというのに、この女王様は。

「いいのか？」

「アンタに賭ける。そう分の悪い賭けじゃないはず」

「賭けっつーか、イカサマに近いだろ」

「それなら、もっと勝率が高くなるよ。やったね」

　妖よう精せい旅団は大陸の味方であり、人の味方ではない。

　だが、友人のイカサマを手伝う程度のイタズラ心は持ち合わせている。







　アルフェンが命令通り部屋を出て行くと、ミスライトは客室に残った。

　テーブルの上には食い散らかした食べ物が残っており、それをつまむ。どうやら妖精旅団もプレナレート王国の食生活は気に入ってくれたらしい。

「お嬢じよう、客人は行ったんですかい？」

　その後で、ドアからぞろぞろと部下が入ってくる。かつては父の配下として、大陸の外からやってくる海かい賊ぞくたちを蹴け散ちらしていた猛も者さどもだ。

　杖つえをついた老人──大臣という肩かた書がきにはなっているが、若い頃ころは〝提てい督とく〟と呼ばれて大船団を率いていた男だ。

「行っちゃったよ。全部バラした。ゴメンね」

「それはそれは……」

　老人は咎とがめもせず、笑うだけだ。

「アタシは五国の信しん頼らいより、妖精旅団を取るからね。あいつらなら、この大陸をどうにかしてくれそうな気がする」

「いや、そりゃどうにかするでしょう。ブッ壊こわすかもしれないんですし」

　若い船乗り風の男が抗こう議ぎするも、

「そん時は、一いつ緒しよに沈しずもう。もう全員船に乗ってるんだよ」

「いや、しかし悪い賭けじゃないぞ」

　老人は笑う。

「ディルニスタンは奥が深い。妖精旅団の手の中にあるものも、また大きい。それを優先的に回してくれるのであれば、手を貸す理由としては充じゆう分ぶん。それに、ディルニスタンの宝以外にも多くのものが手に入る」

「宝以外って、具体的に何です？」

　別の若い男が尋たずねると、老人はこう答えた。

「ひとつは海の男としてのプライド。世界装置を直してもらった恩人を見捨てなかったという、ささやかな自尊心。そしてもうひとつは、お嬢のムコ殿どの候補じゃ」

「あー」

　全員がポンと手を叩たたく。

「ちょ、ちょっと待って！　アルフェンはそんなんじゃないよっ！」

　顔を真っ赤にして抗議するミスライトだが、

「誰だれも団長殿とは申しておりませんぞ、お嬢」

「あっ……!?」

　茹ゆで蛸だこのようになっている女王を前に、その場にいた全員が大笑いする。

　これから何が始まるのか、もちろん知っているのに、だ。

「さて、お嬢をからかうのもそのへんにして、我われ々われも動きますかな」

「んだな」

　首の骨を鳴らす男たち。

「というわけでお嬢、そろそろ行きなさい」

「へ？　アタシ？」

「ったり前でしょうが」

　と、若く屈くつ強きような男達がミスライトを担かつぎ上げる。

　そして窓を開け、下を見た。

「おい妖精！　お嬢の事、頼んだぞ！」

　窓の下にはアルフェンがいた。

　妖精旅団の仲間が、黒く四角い馬車のようなものを用意している。

「おうっ、任せときな！」

「そぉらっ！」

　合図もそこそこに、男達がミスライトを窓から放ほうり投げる。

「ひゃあああああっ！」

　二階から落下したミスライトを抱だき止めるアルフェン。

「よし、行こうぜミスライト」

「な、なんでアタシ？」

「人ひと質じちだよ。居場所がバレた妖精旅団が、女王を連れて逃げるシナリオだ。そうすりゃお前は妖精旅団に脅おどされて渋しぶ々しぶ匿かくまっていたという口実になる」

「な、なるほどね──」

「というわけでミスライト。しばらく誘ゆう拐かいされてくださいね」

　馬車の中でレッチも舌を出して笑っている。

　すっかり妖精旅団の色に染まっているようだ。
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　プレナレート王国には、道が二つある。

　ひとつは道路、そしてもうひとつは水路だ。

　ミーニャの「ブラックボックス」は馬車のように大きな車にもなれるが、大人数を収容できる船にもなれる。

　それに乗って宮殿から都市へ出る。緊きん急きゆう時じに王族が使うための水路を抜ぬけ、首都ヘイスの川を上流に向かって進む。灯あかりのない夜の川で、さらに黒く染まった船体に気づく者は少なく、仮に気づいても声をあげる者はいなかった。

　そのまま都市の水路を抜けて、外に出る。

　川を上っていけば、やがてディルニスタンに辿たどり着くからだ。

　しかし──

「アルフェン。お客さん」

　バレンタインが告げると同時に、船体から全員が飛び出した。

　少し遅おくれて、船に砂の塊かたまりのようなものが叩きつけられる。全員が脱だつ出しゆつすると、すぐにミーニャは船を変形させ、もとの小さい箱に戻もどす。あの質量をどうやって変化させているのかは、アルフェンもよく分からない。

　水の上から、河原かわらに降り立つアルフェン。

　レッチとミスライトは、それぞれカロリーヌとスターライトが連れ出してくれた。彼女たちにも傷はない。

「ほほう、やはりこの川で正解だったようだ」

　暗がりから声を出すのは、鎧よろい姿すがたの男。

　アルフェンは一度見た事がある。確かラジェンダ・クムの王子だったか。

「プレナレートから妖精旅団が逃にげ出すのであれば、必ずディルニスタンへ向かう。我わが輩はいでなくともそう読む者はいるのだよ」

「大正解だよ」

　苦く笑しようするアルフェン。

「そちらのお嬢さんも、久しゅうござる。どうやら、ようやく決着をつけられそうだ」

「ザジェって言ったっけ？　今度は負けないよ！」

　背中から眷けん属ぞく武器「黄こう天てん牙が」を取り出し、真正面に構えるカロリーヌ。彼女が真しん剣けんに武器を構えるのは珍めずらしい事だ。よほどあのザジェという男が強いのだろう。

　それから──アルベール。

　前と同じように無表情で立っているかと思えば、

「……レッチ」

　初めて感情らしいものを見せた。

「アルベール……アルベールなの!?　その顔──どうしたのですか!?」

「……俺は、レッチを連れ戻すために」

「そんな──！」

　口元を覆おおうレッチ。

　最初に見た時はアルフェンも驚おどろいた。死んだと思っていた騎き士しが、こんな形で蘇よみがえるなんて、ディルニスタンの人間でも考えつかない。

　よく見れば彼の顔や腕うでにツギハギのようなものが見える。肉体を強ごう引いんに手術した痕あとだ。

　人間の竜りゆう気きが少なく感じたのも、合成獣じゆうの竜気と混ざり合っているからだ。

　厳密に言うなら、彼はもはや人ではない。

「アルベール！　私は自らの意志でここにいます！　連れ戻す必要はないのです！」

「そう言わされているんだな。俺には分かるぞ」

　アルベールも巨きよ大だいな刃はを二つに割り、両手に構える。

　狙ねらいは最初からアルフェンだ。

　幸い、彼はレッチを傷つけるつもりはないようだ。

　ならば庇かばいながら戦う必要はない。

「──〝小さき王オベロン〟。俺は、お前を殺す」

「やってみろ」

　アルフェンは短たん剣けんを抜いた。

　あのザジェという戦士は、カロリーヌ単独でも大だい丈じよう夫ぶだろう。本気を出せば彼女は誰よりも強い。

　アルベールも──なんとか、勝てるだろう。

　しかしレッチの目の前で殺すのは、少しだけ気が引ける。

　気が引けるだけで、躊ちゆう躇ちよをするつもりは全くないが。

　刀身を指でそっと撫なでる。

　アルベールの竜気が動くのを感じ取り、先を読もうとするが──

「フフッ、アハハハハハハハハハッ！」

　強力な竜気が刃やいばと化し、周囲を薙なぎ払はらった。

　その刃は周囲の木々、草むら、花、岩──とにかく目の前にある腰こしより高いものを全すべて切断する。

　アルフェンは咄とつ嗟さに横に跳とび、レッチをかばってその場に倒たおれ込む。もしもそうしなければ、レッチの首が飛んでいただろう。

　他ほかの仲間達やミスライトはギリギリ範はん囲いの外で、負傷を免まぬかれた。

　ただひとり、反応が遅れたザジェという戦士。

　彼の胴どう体たいが真っ二つに切断されていた。

「──？」

　何が起こったのか分からないまま、ザジェの上半身が落ちた。鎧に包まれた彼の身体からだも、鎧よりずっと硬かたい大おお槌つちの眷属武器もまとめて切断されている。

　血の海が広がり、河原の砂じや利りを赤く染めた。

　その赤い絨じゆう毯たんの上に降り立つ、麗うるわしい麗れい人じん。

「やっべぇ……！」

　バレンタインが思わず口にする。

　巨大な鎌かまを携たずさえたその女性は、アルフェン達を見て微笑ほほえんだ。

「わぁ……なんてたくさんの妖よう精せいが。いち、にぃ、さん、しぃ……うふふふふ」

　話には聞いていた。ドレムの将軍キュリヴィア。

　予想以上の際きわ物ものだ。

　たった今殺したザジェを見てすらいない。罪悪感や正義感など一いつ切さい存在しない。妖精以外の存在は等しく無価値なのだ。

「なんなんだよ、ったく……」

　毒づくアルフェン。

　人として何かを失わなければ強くなれないとでもいうのか。

　だとしたらアルフェンたちも何か失っているという事になる。自分自身を振ふり返って、そんな事はないと断言できる。

「さぁ、殺されてくださいな」

　キュリヴィアが鎌を振りかぶると、刃から竜気の奔ほん流りゆうが生じる。あれだけの竜気を出せるかと言われれば否定はしないが、消しよう耗もうが激しすぎる。

　アルフェンやディリアンですらもてあます竜気を、あの女は笑え顔がおで使っている。

　どこかで綻ほころびが生じるはずだが──

「あら、この間の弱い妖精さんもいるじゃない」

　キュリヴィアが見ているのは、バレンタインとミーニャ。武器を持つミーニャはまだいいが、バレンタインの眷属武器はこの女に通用しないのだ。

　しかも、今彼らのそばにはミスライトがいる。

　だが、今のキュリヴィアにミスライトは見えているだろうか。

「アルベール！」

　レッチが叫さけんだ。

「あの人を止めてください！　ミスライトを殺そうとしています！」

「…………」

　しかしアルベールはアルフェンを見たまま動かない。刃を構え、戦せん闘とうの姿勢を解こうとはしなかった。

「アルベール……」

　悲しい表情を浮うかべるレッチ。

　幼おさな馴な染じみの変へん貌ぼうを嘆なげくのだろう。顔を覆い、涙なみだを流すレッチを想像する。

　しかしアルフェンの予想は裏切られた。

　レッチは顔を上げ、唇くちびるを固く結んで走り出す。

　鎌を掲かかげるキュリヴィアに向かって。

「やめなさいっ！」

　肉にく薄はくして叫ぶレッチに、キュリヴィアの視線が動いた。

　そこまで近づかれれば、彼女とて邪じや魔ま者ものだと認にん識しきするだろう。

　大鎌の切っ先がレッチに向けられる。

　そして何の躊躇もなく振り下ろされた。

「レッチ！」

　アルフェンはレッチを助けるために、竜気を最大威い力りよくで噴ふん射しやして飛び出す。

　しかしアルフェンが助けるまでもなかった。

「……レッチ？」

　キュリヴィアの大鎌が静止していた。

　レッチが受け止めるように差し出した手の上で。

「な……!?」

　初めてキュリヴィアの顔が驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。

　レッチの手から生まれる、氷の結けつ晶しよう──それが帯のように集合し、キュリヴィアの身体にまとわりついている。その氷が大鎌を凍こおらせているのだ。

「邪魔──しないでっ！」

　凍った腕を力で強引に動かすキュリヴィア。

　レッチの氷はさらに強力になる。

　正確には氷ではなく、冷気を纏まとった竜気だ。万ばん物ぶつを司つかさどるエネルギーである竜気は、その用よう途とによって様々な顔を見せる。

　レッチが放つ氷の帯は、ただの竜気ではない。

　その姿を狼おおかみに変えて、キュリヴィアの鎌に嚙かみついているのだ。

「あなたは──」

　一番驚いているのはレッチだ。

　やはりというか、何も考えずに飛び出したのだろう。自分の中にそんな力が眠ねむっているとは思っていなかったらしい。

「ぐぅ……っ！」

　レッチが当とう惑わくしつつも、キュリヴィアの全身は氷こおり漬づけになる。頭のてっぺんから爪つま先さきまで、美しい氷に覆われて動けなくなった。

　竜気や眷属武器を操あやつるのは、自分の意志だ。

　しかしレッチの場合、彼女ではなくあの氷の狼が自動的に動いている。

「わ、私、今……」

「世界装置が守ったんだ」

　アルフェンはそう答える。

「今のレッチは、少しだけ世界装置と繫つながっているみたいだ。だからその力の片へん鱗りんが守ってくれたんだよ。防衛装置の、ほんの一部だ」

「私が、世界装置の鍵かぎだから……？」

　鍵が壊こわれたら、装置は動かなくなる。

　ならば鍵そのものを守る機能をつけても不思議ではない。

　そもそも世界装置に使用者が必要な時点で、どこか歪いびつな機構である。

　自然を操る装置なのだから、不完全なものにしたかったのか。

　それは破は滅めつ願望に近い気もするが──クルアディンはどういう気持ちでこのシステムを作ったのか、アルフェンにもさっぱり分からない。

「なんにしろ、お手て柄がらじゃないか。レッチの可愛かわいい守護者といったところか。大事にしてやるといい」

　スターライトがレッチの肩かたを叩たたく。

　仲間達も集結し、残った敵を見る。

　ザジェも死に、キュリヴィアは動けず、残るは──

「……レッチ。君は」

　それまで無表情だったアルベールは、滝たきのような汗あせを流して狼狽うろたえている。武器が重いのか、両手の刃やいばをフラフラと彷徨さまよわせて、体勢を崩くずしていた。

「アルベール」

　氷の狼を纏ったまま、レッチは静かに告げる。

「私を追う気持ちは嬉うれしいです。妖精旅団を憎にくむ気持ちも分かります。ですがミスライトを見殺しにしようとしたのは、何故なぜですか？」

「それは……」

「あなたは私の幼馴染みで、復ふく讐しゆう者で──強くなろうとするあまり、〝騎き士し〟を捨ててしまったのですか？　キラリアのために戦う事はしないのですか？」

「…………俺は」

　アルベールは、レッチを見る。

「あなたは、本当にアルベールなのですか？」

「俺は……！」

　アルベールの周囲に、急激に竜りゆう気きが集まりだした。

　彼が持つ盾たてのような刃に霜しもが付く。それは彼の足あし下もとを凍らせ、周囲に白い結界のような空間を作り出す。

「……やばい。逃にげよう」

　ミーニャがすぐに「ブラックボックス」を変形させる。

「俺は、レッチを──フリエルを救うために──！」

「アルベール！」

「レッチ、もうダメだ。逃げるぞ」

　アルフェンはレッチの手を引き、その場を離はなれた。ミーニャが用意した車に颯さつ爽そうと乗り込むと、命令する前に車は自動的に走り出した。

「俺……俺が……！」

　遠ざかる戦場が、白く輝かがやいている。

　道も木も川も、全てが凍り付く。

　それはアルベールの慟どう哭こくを表現していたのかもしれない。
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　ディルニスタン西部、渓けい谷こくの上にある施し設せつ。

　八百年前は通信のために使われていた。巨きよ大だいなレーダーがディルニスタンのあらゆる場所に命令を伝えていたのだが、今はレーダーそのものが消失している。

　そのため、今はただのガラクタが並ぶ建物である。

　しかし八百年前の戦争に巻き込まれなかったためか、ほぼ無傷の状態で残っていた。

　現在はドレム軍が駐ちゆう屯とんしている。たとえ宝がなくても、大人数の雨風をしのげる建物があるというだけでもありがたいのだ。

　その施設の最上階、通信室にディリアンはいた。

　特に拘こう束そくもされず、部屋も自由に出入りできる。

　ドレム軍の制服を身につけているので、事情を知らない者たちにとってはゼイズの付き人のように思われているはずだ。もっとも、この場にゼイズ以外にディリアンの素す性じようを知る者はいないが。

　そんな彼が何をしているのかというと、ゼイズに機械の使い方を教えていた。

「この数字が意味するものは、高さか？」

「うん。それぞれ横、縦、高さを意味している。この地図は正確だよ。少なくとも八百年前までは」

　通信室にあるモニターに映し出される、大陸地図。

　ゼイズにとっては非常に有用なものだろう。手て描がきの地図では限界がある。そもそも妖よう精せい旅団が邪魔をするため、ディルニスタン浸しん食しよく領の地図は作れない。

　北ディルニスタンの戦いでドレム軍を動かしてもらい、さらにキュリヴィアから命を助けてもらった礼が、これだった。

　未知の場所において、地図がどれほど強力なものかは語るまでもない。武器にも防具にも交こう渉しよう材料にもなる、万能の道具だ。

「これほどの地図が描かけるとは……これはドレムだろう？　本国でもここまで正確には描けまい。私は機械を使えぬし、作れもしない。だが地図なら読める。ディルニスタンの技術力をようやく肌はだで感じる事ができた」

「それは良かったよ」

　現在ゼイズに見せている地図は、白地図だ。地名や施設などは記されていない。

　それでも地面の形が分かるだけでも、この時代の人間にとっては貴重だろう。

　ディリアンができるのは、ここまでだ。

　さすがに主要施設の位置などを教えるほど愚おろかではない。

「報告します！」

　その時、通信室に兵士が入ってきた。

「妖精旅団が現れたとの事です！」

「どこに現れた」

　地図から目を逸そらさずに、ゼイズは尋たずねる。

「プレナレートの首都ヘイズから脱だつ走そうし、ディルニスタン東部の製鉄施設を占せん拠きよ！　その後、南に向かって移動した模様です！」

「そうか、製鉄所が取られたか」

　とうとうプレナレートにいる事が他ほかの国にもバレたのか。ドレム軍がプレナレートでの活動を知らせに来るという事は、そういう事なのだろう。

　アルフェンたちは無事に決まっているが、レッチやミスライトはどうだろうか。

　身の危険より、国として立場が悪くならなければ良いのだが。

「キュリヴィアはどうした？」

「はっ！　妖精の攻こう撃げきにより、凍らされたとの事です！　現在は治ち療りよう中です！」

　──凍らされた？

　ディリアンの顔が曇くもる。

　妖精旅団に氷の眷けん属ぞく武器を持っている者はいない。

　誰だれが凍らせたのだろうか。

「そうか、キュリヴィアを退けたか」

　呟つぶやくゼイズ。彼女を心配しているのだろうか。

「ディリアン。妖精はどこへ行ったと考える？」

　かと思いきや、いきなり尋ねる。今は戦力にならないキュリヴィアよりも、その先の事を考えたいのだろう。

「さぁね。知ってても言うわけないだろ」

「という事は、だいたいの目星はついているわけか」

「大きな目的があるからね」

「──大陸を滅ほろぼす、か」

「必要があれば」

　おそらくアルフェンたちが向かっているのは、宮きゆう殿でん。

　制せい御ぎよプログラムを入手し、〝青色〟にインプットする必要があるからだ。

　それはディリアンがしくじった案件。彼らはその尻しりぬぐいをしてくれている。邪じや魔まするわけにはいかない。

「アルフェン……」

　そう考えつつも、ここを動けない。

　アルフェンたちとは別の視点で世界を見てみたくなったからだ。

　なにしろ大陸中で忌いみ嫌きらわれている妖精が、こうしてドレム軍の将軍に近い場所にいられる状じよう況きようはそうそうないのだ。

　ゼイズが地図を欲ほつしたように、ディリアンもまた、新しい視点を欲していたのだ。

「ねぇ、さっきの話だけど」

「どの話だ？」

「君の味方をするって話」

「ああ──」

　ゼイズは真ま面じ目めな顔で頷うなずく。

「冗じよう談だんでも酔すい狂きようでもない。私もミスライト女王のように味方して欲しい。そもそも何故、妖精旅団が一国に肩かた入いれするのだ？」

「……隠かくしても仕方ないから言うけど、別に国に肩入れしているわけじゃない。個人的な付き合いの延長で、世界的なピンチを救っただけの話」

「世界的なピンチ……ふむ、つまり大規模な災害を未然に防いだ、という事か」

「うん」

　プレナレートの〝青色〟が故障すれば、大陸は水みず浸びたしになる。

　むしろ一番被ひ害がいが大きいのは、火を扱あつかうドレムのはずだ。

「ではお前たちは、規模によって介かい入にゆうするのか？」

「そりゃ……そうじゃない？　野の良らネコのケンカくらいなら止めるけど、国同士のいざこざまでは知らないよ。世界装置を持ち出さない限り」

「なるほど」

　ゼイズは頷き、そしてこう告げた。

「ならば、やはり協力して欲しい。私はドレムだけではなく、大陸全体のバランスを鑑かんがみて、お前の力が欲ほしい」

「……どういう事？」

　そこまで言われれば、ディリアンも気になる。

「君が出世したいだけなんじゃないの？」

「それもある。だが、私が高い地位に就つきたいのは、国を動かしたいからだ。このままではドレムは溶よう鉱こう炉ろの中に飛び込むようなもの。自ら死に近づいている」

「それほど困っているようには見えなかったけど。ドレムなんて、大陸でも有数の裕ゆう福ふくな国じゃないか」

「それは見せかけだ。兵の士気は高いが、食しよく糧りよう問題が常につきまとう。だからキラリアとディルニスタンの土地が欲しくて戦争をしているのだ。しかし、それもそろそろ限界だ。どこかで折り合いをつけなければ、疲ひ弊へいして死ぬ」

　ゼイズの言葉を否定はしない。

　事実、鍛冶かじなどの冶や金きん技術は発展しているが、農業はてんで話にならない。ドレムの荒あれ果てた土地で育つ植物が少ないからだ。

　そのため他国から金と土地と作物を奪うばって生活をする。そんなやり方がいつまでも続くはずがない。

「そのために、ここでバランスを取る」

「どうやって？」

「全すべての国の力を削そいでおく。無論、ドレムもだ」

　ゼイズは一枚の紙をディリアンに渡わたす。

　そこには複数の人間の名前が書かれてあった。

　ドレムだけではない。ラジェンダ・クムやオーマの役職もある。

「軍人ではない、つまり戦場には出ない者達だ」

　その言葉の意味を、ディリアンは理解した。

　戦場に出た者達は、どさくさに紛まぎれて殺せる。

　しかしこのリストにある者は、戦場では殺せない。

「あくまで私の意見だが──この者らが生きている限り、六国の睨にらみ合いはあと一〇年は続くと思っていい」

　誰かが直接赴おもむいて殺さなくてはならない。

　どこにでも侵しん入にゆうできる、誰かが。

「強制などしない。自分の目で確かめてみるといい」

　ゼイズはそう言って背を向けた。

　いつでも逃にげられる状態──それなのに、ディリアンの心に重い鎖くさりが絡からみついたような感覚が消えなかった。
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　ディルニスタンの宮殿は、六国の元首が住むような荘そう厳ごんな造りはしていない。

　巨きよ大だいな塔とうと、それを支える地下建築物があるだけ。

　丸い穴に棒を挿したような、質素な造りである。

　しかし、この塔と穴が宮殿の役割の大部分を果たすのだ。

　大気中、そして地中の竜りゆう気きを吸い上げ、施し設せつに循じゆん環かんさせる。穴は竜気の循環のための道であり、竜気の貯蔵庫にもなる。溜ためた竜気そのものを余所よその施設へ移す事もできる。

　宮殿とは名ばかりで、実際は竜気のポンプのような場所。

「ポンプ──つまり、人体で言えば心臓を意味する」

「なるほど、だから最重要施設なんですね」

　アルフェンの説明を受けて、レッチが深く頷く。

　ここは中央塔の内部、その一番下に位置する制御室だ。広いホールの中には、数百を超こえる棺ひつぎのような装置が並んでいる。それらは竜気を一時的に溜め、変化させるためのもの。この竜気の変化によって機械を操作するのだ。

　その棺から延びるケーブルは、脳に繫つながる神経のようなもの。

　無数の棺に囲まれた中央のコンソールを、アルフェンが操作する。レッチはそんなアルフェンのそばで、モニターの動きを眺ながめていた。

「てことは、今は心臓が止まってるの？」

　ミスライトも棺を上下左右から眺めたり、張り巡めぐらされたケーブルを眺めている。

「そうだ。八百年前に俺たちが殺した。脳みそ──つまりクルアディンと一いつ緒しよにな。本来なら、あいつが考えるだけで竜気の調節はできた」

「考えるだけで、このでっかい塔を動かせるの？　本当に？」

「そういう事。すごいよな」

　他人ひと事ごとみたいに呟くアルフェン。

「この施設は、クルアディンに何かあった時のための緊きん急きゆう用だ。考えるだけでポンプを動かせるって事は、考えてない時は動かせないもんな」

「そうだよね。伝説の王様だって、意識を失う時くらいあるか」

　それだけではなく、他の施設が破損して、クルアディンの命令が届かない場合もある。ディルニスタンの施設のほとんどはクルアディンを中心に動くようにできているため、それが機能しない場合の措そ置ちはきちんと取られている。

「王様が自分ひとりで全てできるようにするための施設と、それができなくなった時のための施設……なんだか歪いびつですね」

　レッチの言葉に、アルフェンは頷くしかない。

　クルアディンは最強で最悪の王だが、完かん璧ぺきではない。

　ただ強いだけの、人間だった。

　だから間ま違ちがう事もあるし、理に敵かなわない事もする。

　自然と同じだ。

「ほいっ、これでよし、と」

　コンソールの操作を終えたアルフェンは、天てん井じようを見る。

「これで、どうなんの？」

　ミスライトも同じように天井を見るが、目立った変化はない。

「命令を送った。プレナレートに安置されてる世界装置に、前と同じように水を制御できるようにな。少し水みず漏もれするかもしれないけど、すぐに戻もどるさ」

「ん？　どういう事？　情報ナントカを持って帰るんじゃないの？」

「だから、それはもう送った」

「送った？」

　ミスライトもレッチも首をかしげる。

「とにかく、世界装置は大だい丈じよう夫ぶって事だ。もう完璧に直ったよ」

「な、なんだか実感が湧わかないよ……」

　この場にないものを直した、と言っても信じてもらえるはずがない。

　逆に現在プレナレートにいる者は、世界装置から水が再び流れ出した事で驚おどろくだろう。

「やっぱりこう、目に見えるお宝じゃないと『手に入れた！』って気がしないね！　そりゃ平和とか安全ってのは目に見えないもんだけどさー！」

　気が抜ぬけたのか、ミスライトは笑って愚ぐ痴ちを言う。

　そんな彼女をフォローするべく、レッチが思い出す。

「ほ、ほら、目に見えるお宝なら、浄じよう水すい装置があったでしょ！　この施設の地下にあったやつ！」

「ああ、あれはすごかったね！　いや、世界装置に比べたら大した事ないんだろうけど、土産みやげ物ものとしちゃ、そっちの方が喜ばれるかも……」

「いやー、悪いな。めぼしい宝がなくて」

　アルフェンも苦く笑しようする。

「なにしろ八百年前に、俺たちがほとんどブッ壊こわしたからな」

　この緊急制せい御ぎよ施設が残っていただけでもラッキーなのだ。クルアディンが死ねば用済みになる施設だったので、あえて壊す必要もなかった。

　その代わり、他ほかの施設はあらかた壊してしまった。というか、激しい戦せん闘とうの結果、破は壊かいされてしまったのだ。

　だからこの宮きゆう殿でんも、〝一いつ般ぱんの宮殿〟と同じ役割しか果たせない。つまり王を入れておくための容いれ物だ。ディルニスタンの超ちよう科学を行使できるほどの余力は残っていない。

「それに、世界装置が直ったかどうかは、すぐに分かりますよ」

　レッチはそう言ってミスライトの手を握にぎる。

「あれ？」

　首をかしげたミスライトが見るのは、自分の手──から零こぼれ落ちる水すい滴てき。

「なにこれ……あ」

「世界装置が正常に動いている証しよう拠こですよ」

　レッチが世界装置の鍵かぎであるように、ミスライトも同じ立場にある。

〝白色〟の防衛装置に触ふれたレッチが氷の狼おおかみを従えたように、ミスライトも〝青色〟の防衛装置を従えていたのだ。

　ただ世界装置が故障していたため、ミスライトも制御に慣れていないようだ。

「うわっ、ちょっと、やめっ！」

　ミスライトの手から零れ落ちた水は空中で静止する。

　流れる水はやがて小さな竜になり、ミスライトとレッチの周囲をぐるぐると回って遊んでいる。レッチの狼と同じように、主人にじゃれているようだ。

　ただ、その竜は水で作られているので──

「きゃーっ！」

　可愛かわいらしい悲鳴をあげるレッチ。

　ミスライトと一緒にずぶ濡ぬれになっていた。

「コラ！　落ち着いてよ！　しばらく止まってて！」

　自分の竜を従えようと手を動かすミスライトだが、それが楽しいのか、竜は余計にはしゃいでミスライトとレッチに水を振ふりまく。
















　濡れた衣服が肌はだに張り付き、身体からだのラインが浮うき彫ぼりになる。

　起き伏ふくの激しいレッチを見て、ミスライトは手の動きを止めた。

「……ほう」

「何が『ほう』なんですか！　いいから止めてください！」

「いや、それがなかなか……こうかな？　ぬぬぬぬ……！」

　いつしかレッチの狼も出現して、水の竜と戯たわむれはじめた。世界装置の竜気のせいか、互たがいに触れても凍こおったり溶とけたりしないようだ。

　びしょ濡れの二人を差し置いて、獣けものだけが遊んでいる。

　その光景を見て、アルフェンは微笑ほほえんだ。

「おーい、アルフェンよ。楽しそうなところ、悪いな」

　巨大なホールに響ひびき渡るバレンタインの声。

　ここではない別の場所から通信しているのだ。

　アルフェンがコンソールを操作すると、モニターのひとつがバレンタインの顔を映し出した。彼の周囲の様子がはっきりと見える。

　そこは塔の外、空中回かい廊ろうの一部だ。

　支えのない、宙に浮いている道を歩いている集団がいる。

　それは数千人規模の団体だが、少しも乱れずに歩いていた。ドレム、キラリア、ラジェンダ・クム、オーマ、トキシタン、それぞれの軍隊の制服を着ているが、並び方はバラバラだ。

「とりあえず全員外に出したぜ。これで宮殿は無人だ。俺とミーニャで確かく認にんしたから間違いない」

「ああ、ありがとな、おっさん」

　合計で一万を超える兵隊は、全すべてバレンタインが操あやつった。

　本来、彼が持つ「ヴァイスゲジヒト」は人体の意識を操る事ができる。しかし宮殿内に散らばっている一万もの人間を同時に操るとなると、その命令を考えるだけでも脳が焼き切れる。

　そこで竜気を使って、あらゆる場所に指令をくだせるこの宮殿の塔を利用した。

　並んで、外に進め──それだけの簡単な命令を宮殿内に流したのだ。

「いやー、でも疲つかれたわ。ちょっと休ませてくれ」

　バレンタインは頭を押さえてその場に腰こし掛かけると、酒さか瓶びんを開けた。おそらくどこかの兵士からかっぱらったものだろう。

「おっさん、油断するなよー」

「油断させろよ……ここまで働いたんだから、他の事は他の奴やつにやらせろ」

　そう言うと、バレンタインは一方的に通信を切った。

「さて、と」

　無人になった宮殿の真下で、アルフェンはレッチを見る。

　ようやく世界装置の制御を覚えたのか、ミスライトも竜りゆうを自在に操れるようになったようだ。

「プレナレートの世界装置に関しちゃ安心していいが、問題はこっからだ。世界装置を直すために、他のものを危険に晒さらした形になるからな」

「はい」

　濡れた服をつまみながら、レッチは頷うなずく。

「ミスライト。今度は私たちが戦いましょう」

「アンタも？」

「はい。私も、妖よう精せい旅団として、そしてキラリアの皇すめらぎ巫み女ことして戦います」

　両方の立場を利用して戦うなど、今までのレッチにはなかった価値観だ。

　あるものは全て使い、勝利する。

「本当に変わったね、レッチ」

　ミスライトが苦笑すると、レッチはこう答えた。

「なら、みんなも変えてしまいましょう。さあ、行きますよ」
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　ディルニスタン浸しん食しよく領の北部が再び六色に染まった。

　キラリア領に近い平原に一〇万を超こえる大軍が集まる。六国の軍隊が結集しているのは、やはりテントの周囲。

　テントの中には前回と同じ、六国の首しゆ脳のう陣じんが護衛をつけて集まっている。

　しかし議題のせいか、ほとんどの人間の視線は一部に集まっていた。

「説明をしていただこうか、女王」

　ドレム大将軍ウルゼルの言葉を皮切りに、次々と非難の声が挙がる。

「妖精旅団とつるんでいたそうだな！　しかもプレナレートの独断で！　我らを今までずっと騙だましておったのだな！」

「我われ々われを出し抜き、裏をかこうとしたのか！　この小こ娘むすめが！」

　ラジェンダ・クムとオーマの元首も次々にミスライトを罵ば倒とうする。

　しかし当のミスライトは、机に足を投げ出して不ふ遜そんな態度を崩くずさない。

「なんとか言ったらどうなんだ、女王！」

　激しい罵倒も凪なぎのように受け流し、ミスライトはニヤニヤしている。

　とうとうラジェンダ・クムの国王ムルジラが腰こしの剣けんを抜こうとするが、

「やめてください」

　隣となりに座っていたフリエルが止める。

「今ここでそれを抜いたらどうなるか」

「決まっている。あの小娘が死ぬのだ！」

「そうなれば、プレナレート軍が黙だまっていませんよ」

「プレナレートなど、五国が協力すればあっという間に落おとせるわい！」

「本当にそうでしょうか？」

　フリエルは冷静にミスライトを見る。

「プレナレートには、妖精旅団がいるのですよ？　仮に殲せん滅めつできたとしても、無傷では済まないでしょう」

「むっ……！」

　どれだけ強気になっても、その名前を出されて怯ひるまない者はいない。

　妖精の名を聞き、各国の護衛たちが色めき立つ。妖精はどこにいるか分からない。今この場で暗殺しに来るかもしれないのだ。

　だからミスライトは不遜な態度でいられる──

　けして彼女が有利なのではない。

　だが戦力と呼べるくらいの脅きよう威いを手にしている。

　睨にらみ合いが続くテント。ムルジラ王も剣にかけた手を引っ込められずに、震ふるえながらミスライトに殺気を放っている。

「あ、あの……お待ち下さい！」

　外が騒さわがしくなった。

　ミスライトが視線を動かすと、天幕の中に誰だれかが飛び込んでくる。

「失礼致いたします！」

　凜りんとした声。

　キラリアの礼服を身に纏まとい、フリエルの横に立つのは皇巫女。

「……レッチ！」

　口元を手で押さえるフリエル。彼女の肩かたに手を置くと、レッチは申し訳なさそうに一度だけ頭を下げた。

「何事か──ああ、あなたはレチューディア殿どの。妖精旅団に拐かどわかされた」

「……いや、そうではないな。まさかあなたも妖精旅団に与くみするのか！」

　ミスライトに向けられていたのと同じ憎ぞう悪おが、今度はレッチに向けられる。

　しかしレッチは彼らを一いち瞥べつしただけで、ミスライトのそばにゆっくりと歩み寄る。

「私を責める前に、最初のご質問にお答えしましょう」

「最初の……？」

「ミスライトに仰おつしやったじゃありませんか。『説明をしろ』と」

「聞いていたのか……」

　ウルゼルが白くなった髭ひげを撫なでる。

「なぜ私とミスライトが妖精旅団に味方するのか、お教えいたします」

「つっても、そんなに難しい話じゃないよ？　単純に、その方が得だからだよ」

　ミスライトの返答に、天幕内がざわめく。元首達だけでなく、それを聞いていた護衛まで言葉を失っていた。

「何アホ面づら晒してんの。当たり前じゃん？　何があるか分からない土地を奪うばって殺し合うより、妖精達に頼たのんで未来に繫つながる技術を提供してもらう──そっちの方がよっぽど平和的で実入りがいいと思うけどね」

「そんな簡単にいくわけがなかろう！　相手は妖精旅団だぞ!?」

　机を叩たたくムルジラ王。

　激げき昂こうしながら立ち上がると、震える指先でレッチとミスライトを指さした。

「バカも休み休み言え！　人を見たら殺すだけの妖精旅団が、我々にディルニスタンの技術を教えるだと!?　だったら何故なぜ、最初からそうしない!?」

「それは、我々が愚おろかだからです」

　レッチは彼の目をまっすぐ見つめて答えた。

「愚か……だと？」

「はい。もちろん私も含ふくまれています。我々はディルニスタンの力を全て知りません。妖精旅団に言わせれば、火の使い方を知らない動物に松明たいまつを渡わたすようなものです。その熱を利用するどころか、家を燃やしてしまうでしょう」

「我々を動物呼ばわりか……！」

　もう一度机を叩くムルジラ王だが、その力は先ほどより弱まっている。

　彼に賛同する者がいないからだ。

「妖精旅団は、我々を見下したいのですか」

　フードを被かぶった男。トキシタン自治領の代表オーリーンだ。

　今まで沈ちん黙もくを保っていた彼だが、

「それとも我々にも妖精旅団と対話するチャンスをくださるのですか」

「オーリーン、貴様！」

　ムルジラ王が激げき怒どするが、オーリーンは彼よりもレッチを見ている。

「対話のチャンスはあります。というか、妖精旅団は最初からきちんと会話をする事が可能なのです。一方的に刃やいばを向けたのは、こちら側なんです」

「なるほど。礼節をもって接すれば、相応の返答が来る、と。普ふ通つうの人間と同じ対応で良かったんですね」

　オーリーンは胸をなで下ろす。

「ですが、レチューディア殿。先ほどあなたが仰っていたように、我々は火の使い方も知らない愚か者です。そんな我々に、火の使い方を教えてくれるのですか？」

「その火を、正しい事に使えば」

「それを判断するのは、妖精旅団なんですね」

「……見下されていると思うかもしれませんが」

　目を伏ふせるレッチに、オーリーンは手を振ふって否定する。

「つまり我々は、今まで間ま違ちがった力の使い方をしていたというわけですか。トキシタンはディルニスタン浸食領を観察し続けていますが、妖精旅団と接せつ触しよくした回数は数えるほどしかありません。その理由が少し分かった気がします」

「見ているだけなら、妖精旅団も殺しに来たりしませんから」

　レッチの微笑ほほえみに、オーリーンは頷いた。

「力の使い方……ときたか」

　太い声が天幕に響ひびく。

　ドレムの大将軍、ウルゼルの怒いかりが込こめられている。

「レチューディア殿。それはあなたの意見ではなく、妖精旅団の総意と受け取ってよろしいか」

「私も妖精旅団です」

　ウルゼルの怒ど気きを受け止めて、レッチは頷く。

「ならばレチューディア殿。あなたも我々の敵とみなすが、よろしいか」

「アルフェン──私達の主あるじなら、こう言うでしょう」

　レッチは大きく息を吸い込む。

　そして天幕の全員を見回して、叫さけんだ。




「やれるものなら、やってみなさい！」




　真っ先に反応したのは、ミスライトの口笛だった。

　少し遅おくれて、彼女の笑い声が響く。

　それが火種をさらに燃え上がらせた。

「ならば、お覚かく悟ごを！」

　ウルゼルが護衛の手から槍やりを受け取り、レッチに向かって投げた。槍を取って投げるまでが完全に一動作で、列席していた元首の中には反応すらできなかった者もいる。

　豪ごう速そくで投とう擲てきされた槍は、レッチの眼前でぴたりと止まった。

　彼女の肩に乗っている氷の狼おおかみが、槍を咥くわえていた。

「な……!?」

　氷の竜りゆう気きを纏まとったレッチが、槍を取る。

「力の使い方が知りたければ、いつでも来て下さい。相応の方法で教えて差し上げます」

　強気に言い放ち、レッチはウルゼルに背を向ける。

　この場の誰よりも強い大将軍の攻こう撃げきをあっさりといなした少女は、啞あ然ぜんとする一同を眺ながめて、優やさしい笑えみを浮うかべる。

「あ、プレナレートは妖よう精せい旅団に協力するから」

　ミスライトも席を立つ。

「技術が欲ほしいってのも理由のひとつだけど──あいつらには国を救ってもらった恩がある。恩を忘れて生きられるほど、海の人間は薄はく情じようじゃないんでね」

　ミスライトの手の中に、小さな水の玉が生まれる。

　それは彼女の腕うでから肩へ、まるで生き物のように動いていた。

　世界装置を操あやつれる二人──彼女たちを前に、五国の元首たちは何もできなかった。







「レッチ！」

　天幕を出たレッチの背中に声がかかる。

　フリエルだった。

　周囲に護衛のキラリア騎き士しがいるにもかかわらず、彼女はレッチに向かって走る。

　その身体からだを、レッチは強く抱だき止めた。

「フリエル……」

「姉さん、お願い。帰ってきて」

　目を閉じ、涙なみだをこぼすフリエルの頭をそっと撫でるレッチ。

　しかし彼女の決意は変わらなかった。

「レムソス様が亡なくなり、今のキラリアは崩ほう壊かい寸前です。妖精旅団の力を借りなければ生きてはいけないでしょう。ですが……これまでに根付いたキラリア正教の教えは、そう簡単に覆くつがえらない」

　宗教が悪いのではない。それまでの暮らしの中に自然に溶とけ込んでいた今までのやり方を否定し、新しいやり方を受け入れる土ど壌じようがないのだ。

　妖精旅団の技術は、現代の人間にとって革新的すぎる。

　国の代表ですら戸と惑まどうくらいなのだから、何も知らない国民にとってはおとぎ話以上に現実感がないだろう。

「もう、私は止まれない。妖精旅団は大陸に新しいものを次々に与あたえてくれます。それを受け入れなければ、妖精ではなく他国に滅ほろぼされます」

「分かっています──でも」

「キラリアは……もとから、私のものではないのです」

　レッチを抱きしめたまま、フリエルは嘆なげく。

「レムソス様のものでもない。キラリア正教という何百年も続いた呪じゆ縛ばくが国民の基き盤ばんであり、救いなのです」

「……フリエル。あなたはどうしたいのですか」

　耳元で囁ささやくレッチ。

「国民ではなく、あなたはキラリアをどうしたいのです」

「──私は」

　周囲にはキラリア騎士もいる。他国の兵士もいる。

　それを知りつつ、レッチは尋たずねる。

　今この場で選せん択たくを迫せまるという残ざん酷こくな仕打ちを、フリエルは受け入れる。

「──殺して、ください」

　震ふるえる声で、キラリアの皇こう帝ていは告げた。

「キラリアを殺してください」

「…………」

「長くこびりついた、他者を排はいする心を──キラリア以外の全すべてを認めない邪よこしまな心を、殺せるものなら、殺してください」

　それは懇こん願がんであり、宣戦布告であった。

　フリエルの言葉を咎とがめる騎士は、周りにいなかった。

　キラリアという国がどういう道を辿たどり、その結果どうなったか、世界装置の失敗という経験を経て身に染しみているのだ。




　　　　＊




　崩壊した建物の屋根から、天幕を眺めているアルフェン。

　六色の人間が砂すな粒つぶのように見える距きよ離りから、泣きながら抱き合っている姉し妹まいを見る。アルフェンの目には明確に見てとれた。

「──殺して、か」

　それは最初、レッチの願いだったはずだ。

　滅ぼす必要があるなら、キラリアを滅ぼして欲しいと願った。

　同じ事を、皇帝が願う。

「どうするのアルフェン。殺すの？」

　背後に座るカロリーヌが、気楽に尋ねる。

「そうしなければ未来に進めないってんなら」

「えー、でも殺しちゃったら、未来なんてないよ？」

「そうじゃねーよ」

　アルフェンはカロリーヌの髪かみの毛をぐしゃぐしゃにする。

「本当は、みんな分かってるんだ。だけど、それを邪じや魔まする奴やつがいる。俺たちが殺すのは、そういう連中だ」

　アルフェンは腰こしの短たん剣けんを抜ぬく。

　刀身を指で弾はじくと、楽器のような音がした。

　ディルニスタンの王が持つ、七つ目の世界装置──

　その刃やいばが司つかさどるのは、〝命〟。

　六国にある世界装置と同じ、自然を操るためのものだ。

　命を司る世界装置は、やはり命を守るために存在する。

　アルフェンは刃を眺めながら、これからすべき事を想おもうのだった。




　　　　＊




「予想通り、全ての国が挑ちよう発はつに乗ったか」

　別の天幕で、成り行きを見守っていたゼイズ。

　彼のそばにはディリアンがいた。

「大きな戦いになるよ。これも君が望んだ事なの？」

「そうだな。この戦いで、次の戦いの芽を摘つむ」

「……どういう事？」

「どんなに獰どう猛もうな動物でも、牙きばを抜けば大人しくなる。それは国も同じ事。戦争推進派の人間や、個人的な理由で他国に恨うらみを持つ者──そういう連中を排はい除じよすれば、穏おん健けん派が動きやすくなる」

「そう上手うまくいくかな」

「それはお前次し第だいだ」

　ゼイズはディリアンに迫る。

「すでに何人殺した？」

「…………」

　ディリアンは答えない。

　殺したという事実を否定しない。

　そして、それを後こう悔かいしているそぶりもない。

　ゼイズの予想通りだ。

　ディリアンを擁よう護ごするわけではないが、彼に渡わたしたリストの人物は、どのように殺しても心が痛まない卑ひ劣れつな者ばかりだ。国という大きな壁かべに守られた彼らを殺すには、正規の手段では不可能だ。

「……君は、この大陸をどうしたいんだ？」

「平定する」

　ゼイズは簡潔に返答する。

「少なくともどの国の人間も飢うえて死ぬことのない、働けば必ず見返りがある世の中にするつもりだ。そのために邪魔な人間をお前に教えた」

「…………」

「次の戦いで、そういう人間はもっと減るだろう。私の言葉が正しいかどうか見み極きわめるなら、その後でもいいんじゃないか？」

「……いや、それじゃ遅おそい」

　ディリアンはゼイズを見た。

「君がくれたリストには〝死ぬべき人間〟が書かれていた。しかし〝死んではいけない人間〟が書かれていない」

「確かにそうだ。民たみのことを考え、不正を許さない者もいる」

「そういう人間が、戦いに出るんだよ」

　少なくともゼイズは個人の欲よく望ぼうを満たすためだけにやっていない。国を憂うれい、大陸を憂う気持ちによって動いている。

　それは皇すめらぎ巫み女こレチューディアや女王ミスライトと何ら変わりはないのだ。

　そういう人物が、あらゆる国にいる。

「選ぶ必要があるんだ。誰だれが生きるべきか、誰が死ぬべきか」

「その選別と、仕分けは誰がやるのだ？」

「……それは本来、妖精旅団の仕事じゃない」

　ディリアンは首を横に振ふる。

　彼の言う通りだ。人の生き死にを決められるのは神だけだ。

　いい奴が死に、悪い奴が生きる。それが世の中というものか。

「でも」

　だが、神に等しい力を持つ者がいれば──

「誰かがやらなきゃ、この大陸は救われないと思ったんだ」








第四章　妖精が戦うべき敵に









　もともとケンカを売ったのは六国の方だ。

　買ってもこちらには得がない戦いだが、負けるわけにはいかない戦いではある。

　もしも妖よう精せい旅団が負けた場合、ディルニスタンは本当の意味で滅ぶだろう。

　栄えい枯こ盛せい衰すい──滅ぶべきものは滅ぶ。

　ただ、問題はその後だ。

　言ってしまえばディルニスタン浸しん食しよく領は火薬庫だ。その中には使い道を誤ったら世界が滅ぶものが大量に貯蔵されている。

　一見、ただの生活用品に見えても、使い方次第では大量の人間を殺す事ができる。

　そういう危険だが便利な代しろ物もの──竜りゆう気きを使った道具の正しい使い方を知らしめる必要がある。

　他ほかでもない、アルフェン達のためだ。

　自分自身が笑ってのんびり暮らすために必要な戦いなのだ。







　アルフェンは宮きゆう殿でんの外にいた。

　外、といっても、すでに宮殿はその姿を変えていた。

　巨きよ大だいな塔とうは半分以上を地中に埋うめ、そこにいたるまでの空中回かい廊ろうも閉へい鎖さされている。

　外から見えるのは、ただの塔と、それを防ぼう御ぎよするためのドーム状の防ぼう壁へき。

　しかし何も知らない人間が見れば、こちらの方が堅けん牢ろうな要よう塞さいに思えるだろう。実際、これは宮殿が外からの攻こう撃げきに耐たえるための防御形態だ。

　八百年前、征せい竜りゆう王おうクルアディンに全ての国民が牙きばを剝むいた際、彼はこの防御形態を使わなかった。

　竜気を全て解放し、自らと宮殿の力を強化して反乱軍を皆みな殺ごろしにしようと考えたからだ。

　もしもクルアディンが自己を防衛しようと考え、宮殿をこの形態にしていたら、あるいはアルフェン達は八百年どころか永遠の眠ねむりについていたかもしれない。

　そして今は、守るべきものがある。

　自分と、仲間の命だ。

　地表に現れたドーム状の施し設せつには、数百万人を収容できる準備が整っているはずだった。今はあらかた破は壊かいされ、竜気も使えない状じよう況きようだが、雨風を凌しのぐ事はできる。現代の人間にとっては、それで充じゆう分ぶんだ。

　そこにプレナレートの人間、約二万人が集まっていた。

　半分は技術者や労働者だ。彼らは今、ディルニスタンの宮殿の本を読み解き、あらゆる分野の技術を継けい承しようしようとしている。

　医学、建築学、生物学、経営学、天文学──魔ま法ほうとも呼べるような技術の全すべてを一気に覚える事は難しいだろうが、少しずつ学んでいけばいい。

　かつて狂きよう王おうと呼ばれた者の最後の砦とりでが、今では学問を学ぶ場所になっているのは皮肉なものである。

「アルフェンさん！　大変です！」

　太陽を眺ながめていたアルフェンのもとに、ひとりのプレナレート兵士が来る。

「お前、よくここ来られたな」

　アルフェンがいるのはドームの外、崩くずれた建物の上。かつては宮殿の内外へ人や物資を運ぶ列車の駅だった場所。空中に浮うかぶ橋の上に、道路がつくられていた。

「ミーニャ殿どのに位置を教えてもらいました！　それよりも、一大事です！」

「どうした、また事故か？」

　実用的な勉強をする以上、実地訓練での事故は起きる。すでに数名の死者を出しているが、それだけで済んだのは医い療りようの勉強も進んでいるからだ。

「事故ではありません、アルフェン殿にお目通りを願いたいという方が──」

「俺に？　会いたいって事は、敵じゃないのか……」

「あの、おそらく会えば分かると思うのですが──って、おい、じいさん！」

　プレナレート兵が振り返ると、道路の向こうから人が走ってくる。

　改造された車くるま椅い子すに乗った老人と、それを押す若い女性だ。プレナレートの人間ではないだろう。

「おっほーっ！　いたいた、妖精殿！」

　車椅子から飛び降りた老人は、曲がった腰で俊しゆん敏びんに動き回り、アルフェンに抱だきつく。

「ごがっ！」

　かと思うと、腰が痛いのか、その場に蹲うずくまった。

「ほら先生！　だから言ったじゃないですか！　その腰で長ちよう距きよ離りの移動は無理です！」

　助手らしき若い女性が老人を抱き起こし、再び車椅子に乗せる。

「じいさん、大だい丈じよう夫ぶか？」

「心配いりません、少し休ませてあげてください」

　女性はアルフェンに一礼する。

「私たちはトキシタン自治領から参りました。彼はトキシタンのオイリン監かん視し塔とうの主任研究者のナゴバ。私は助手のアミミラと申します」

　アミミラと名乗った女性はもう一度礼をすると、アルフェンにこう告げた。

「我われ々われはトキシタン自治領の代表として、妖精旅団に要よう請せいに参りました。ディルニスタンの天文学、観測術、ならびに竜気と呼ばれるエネルギーについて学ばせていただきたく存じます」

「ああ、いいよ」

「いいんですか!?」

　尋たずねたアミミラが驚きよう愕がくしている。

「おい、いいってよじいさん。良かったな」

　プレナレート兵がナゴバという老人を揺ゆすっている。最初は朦もう朧ろうとしていた老人だが、急にカッと目を見開くと、また車椅子から飛び出した。

「おおおおお、それは本当か！　感謝するぞ妖精殿！　頼たのめば誰にでも学問の扉とびらを開いてくれるあたり、ディルニスタンは非常に高度な情報モラルを持っているようじゃ！」

　そしてナゴバはアルフェンに抱きつくと、彼の顔ではなく、腰こしに差している短たん剣けんをまず最初に見た。

「……お前さん、それは世界装置ワールドワークスか？」

「なんで分かったんだ、じいさん」

「老人の勘かんじゃよ。そうか、なるほどのぅ……」

　何かが分かったのか、ひとりでうんうんと頷うなずいていると、ナゴバは車椅子に戻もどる。

「感謝致いたしますぞ、王よ」

　車椅子に乗って一礼するナゴバ。

「ではこれよりトキシタン自治領は、妖精旅団から学問と技術を提供していただく代わりに、トキシタンの全領土と国民を譲じよう渡とすると誓ちかいましょうぞ」

「えっ、いや、それは困るぞおい！」

　いきなり国を渡わたすと言われても、アルフェンだってどうしていいか分からない。

「学びたければ、学ばせるよ。それでお前らの国を発展させていけよ」

「しかし、学問とはそのくらい貴重なものです。取り扱あつかいを間ま違ちがえば国を滅ほろぼし、正しく学べば世界を救う事もできる」

「ああ、その通りだ。だがそれはお前らの仕事だ。自分の国なんだから、自分で救え」

「ほほほ、確かにその通りですな」

　ナゴバは優やさしく微笑ほほえむと、助手に手招きする。

「聞いての通りだ、アミミミラくん。土地と人は要いらぬそうじゃから、代わりにこちらの軍をよこすように伝えてくれんかの」

「かしこまりました。それから先生、私はアミミラですっ！」

　車椅子を小こ突づくと、アミミラは怒おこって去っていく。ナゴバの反応を見るに、わざとやってからかっているのだろう。

「プレナレートとトキシタン、これで二国か」

「残念ですが王よ、トキシタンにはアミミラくん以上の美女はおりませんぞ」

「なんでそんな話になるんだよ」

「すでにキラリアとプレナレートの姫ひめ君ぎみをその手中に入れているではありませぬか」

「あれは……そういうんじゃないんだよ」

「ほう、では、どういうんですかな？」

　アルフェンが言葉に詰つまると、彼を呼びにきたプレナレートの兵士が笑う。

　これまで接点のなかった国同士が、こうして繫つながろうとしている。

　暖かい風がアルフェンの胸に吹ふいていた。







　それから数時間ほどそうしていただろうか。

　いつしか日は落ち、夜空に星が輝かがやいている。

　アルフェンはその星を指さしながら、ずっとその場に座っていた。

　呆ほうけていると見られるかもしれない。

　実際、アルフェンの意識は星に吸い込まれていた。

　だから、いつの間にかレッチが隣となりに座っていた事にも気づかなかった。

「ん……いたのか」

　気づいたのは、彼女の匂においだ。

　花のような香かおりと、食欲をそそる匂い。

「アルフェン、いつまでも戻ってこないから、お弁当持ってきましたよ」

　レッチが用意したバスケットの中には、大量のサンドイッチが。

「ああ、ありがとう。悪いな」

　さっそくサンドイッチを手に取って、食べる。

「ゲホッ！」

　一口目で咽むせた。

　中に挟はさまれた肉と野菜に、これでもかというくらい香こう辛しん料りようがまぶしてある。

「なんだこのサンドイッチ!?　辛からいな！」

「トキシタンに伝わる料理法なんです。学者さんが本を読みながら食べられて、かつ頭に刺し激げきを与あたえる事で研究の効率が良くなるんですって」

「新説だな。本当に効果あるのか……？」

　少なくとも、今までの落ち着いた気持ちはどこかへ消え去ってしまった。とにかく辛い舌の中を戻そうと、レッチが注ついでくれた水で中和する。

「ふふっ、アルフェンでも驚おどろく事なんてあるんですね」

「そりゃあるさ。この世界は驚く事ばかりだよ」

　アルフェンは先ほどまで見ていた星空を指さす。

「あの星もな、八百年前と位置が違うんだ」

「そうなんですか？　星空って、変化するんですね」

「面おも白しろいだろ？　中には消えている星もある」

「どうやって消えるんですか？」

「分からん」

「アルフェンでも分からないんですね」

「そうだよ。征竜王クルアディンでも、星の流れまでは予測できなかった。分かっているのは、俺たちがいるこの大地も星のひとつだって事くらいだ」

　座っている道路を軽く叩たたいてみる。

　この上で起きる様々な事件も、戦争も、全て数多あまたある星のひとつで起きた小さないざこざに過ぎないのだ。

「レッチ」

「はい」

「俺は、生まれた時から戦っていた。とにかくクルアディンを倒たおさなくちゃ世界が滅びるような状じよう況きようで、ずっと戦い続けてきた。その後、ようやく休めると思ったら、八百年後の世界に来ちまった」

「そうですね。話だけ聞いていても、大変だったと思います」

「お前はずっとキラリアでひとりぼっちだったが──俺達もそうなのかもな」

「アルフェン……達？」

「今まで妖よう精せい旅団はディルニスタンから出た事がなかった。家族のおかげで寂さびしくなかったけど、そのせいでずっと引きこもっていた」

　侵しん入にゆう者を殺し、ディルニスタンを守るために戦ってきた。

　それは、そういう使命だと思い込んでいたからだ。

　小さな家族だけで満足していた──〝六人ぼっち〟でいいと思っていたのだ。

「そこから連れ出してくれたのがお前だ、レッチ」

「……でも、それは私も一いつ緒しよです。私を連れ出してくれたのがアルフェンでした」

「うん。だから、お互たがい様さまだな」

「はい」

　微笑むレッチ。

　救われたのは、彼女だけではない。

　アルフェンも同じだ。

「まだまだ世界には面白いものがたくさんある。それは人間も同じだ。ディルニスタンの技術を伝えた今の奴やつらが、どんな面白いものを生み出してくれるのか──絶対に見届けてやる」

「アルフェンの行動原理は、いつもそれですね」

「〝面白そうだから〟じゃダメか？」

「いいえ。私もそれに感化されたひとりですから」

　笑ってレッチはサンドイッチにかぶりつく。

　そうしてアルフェンと同じように咽せて、水を一気に飲んだ。

　その姿がおかしくて、アルフェンとレッチは二人で笑った。




　──もうすぐ、最大規模の戦いが始まる。




　　　　＊




　ディルニスタン中央の宮きゆう殿でんを見下ろすゼイズ。

　整地されているディルニスタンといえども、山などの地形は存在する。山道を行軍する連合軍の列を外れ、ゼイズは考える。

　──果たして、この戦いは有益なのか？

　プレナレートとトキシタンが妖精旅団の軍門に降った時点で、すでにドレムは後に引けなくなっていた。

　なにしろ最初に妖精旅団を討うつべしと持ちかけたのはドレムだ。

　今さらナシにはできない。

　ラジェンダ・クム王国、オーマ連合もそれぞれの思おも惑わくがあるため、ディルニスタンへの侵しん攻こうを決めた。どちらもディルニスタンの技術と宝を手に入れ、隣りん国ごくを出し抜ぬきたいと考えているのだろう。
















　オーマの隣にはプレナレート、ラジェンダ・クムの隣にはトキシタンがあるのだ。

　それを言うなら、ドレムの隣のキラリアは大人しいものだ。

　連合軍の中に、キラリア騎き士し団の姿はない。

　どうやら本国で揉もめ事ごとがあったようで、他国よりも進軍が遅おくれている。このまま兵を出さない可能性もある。

「ゼイズ様」

　騎き馬ばに乗ったゼイズの隣に並ぶキュリヴィア。

「もう良いのか」

「ええ、すっかり」

「しかしキュリヴィア、お前は氷こおり漬づけにされたんじゃないのか？　一命は取り留めたが、凍とう傷しようなどは──」

「それが本当に何でもないのです。見て下さい、この腕うでを」

　キュリヴィアは自分の袖そでをめくる。彼女の言う通り、凍傷などはなさそうだ。それに内臓などが悪くなった様子もない。

「眷けん属ぞく武器の力かしら……私か、それともお姫ひめさまの」

「もう使い物になるのだな？」

「ええ。私も、この子も」

　赤く光るキュリヴィアの大おお鎌かま。

　所有者は優しい笑えみを浮うかべているが、〝憎ぞう悪お〟を吸って竜りゆう気きに変えるこの刃はは血のように真っ赤に染まっている。

　使えるのであれば、ゼイズは彼女のための舞ぶ台たいを用意しなくてはならない。

　他ほかの兵士と同じ戦場では、味方にも被ひ害がいが出る。そのため彼女のような使い手は単独か少人数で行動させたい。

「失礼」

　ゼイズたちに並ぶ騎馬がもう一騎。

　キラリア騎士団の鎧よろいを着ていた。

「パメラ殿どの」

「遅おそくなって申し訳ありません。キラリア王国の騎士団は、別ルートを通って宮殿に向かっております」

　鉄てつ心しん騎士団団長パメラは、キュリヴィアのように底知れぬ笑みを浮かべていた。

「遅れた理由は？」

「少々、議会が混乱しておりまして。皇こう帝てい陛下が無茶な要求をするものですから」

「ほう」

「現在、議会が必死で陛下の暴挙を止めているところです。キラリア正教の教義を見直すなどという、前代未み聞もんの提案でしたから」

　喩たとえるなら、ドレムの鍛冶かじの徒と弟てい制度や、軍国主義の廃はい止しを訴うつたえるようなものか。

　それは国であれば変わる事もあるだろう。しかし今このタイミングでやるべき事とは思えない。皇帝フリエルが血迷ったのか。

「では、貴き殿でんの騎士団は？」

「それが……皇帝陛下は騎士団の派は遣けんについては、そのまま了りよう承しようしているのです。ただし非常に死の危険が高いので、行きたくない者は残れと。半分ほどの騎士が尻尾しつぽを巻いて逃にげ出しましたわ」

「恐おそれ知らずのキラリア騎士団でも、ですか」

「なぜか血の気の多い司祭が次々に変死しているのです。昨日までで四名。彼らの配下だった騎士たちがどうしていいか分からず、滑こつ稽けいに踊おどっているのですわ」

　変死が相次いでいるのはキラリアだけではない。

　ラジェンダ・クム、オーマでも怪かい死しを遂とげる者が増えている。しかし意外な事に、軍事行動に影えい響きようは出ていない。

　むしろそれらの者の死によって、スムーズに支し度たくができたという国もあるくらいだ。

「そんな大変な状況で半分残ったのですか。大した忠誠心ですな」

　皮肉でもなく、素直にゼイズは褒ほめた。

　この戦いくさは誰だれがどう見ても甚じん大だいな被害が予想される。そんな中、逃げても良いと言われて残る者はよほどの猛も者さだろう。

　ドレムですら士気の維い持じには苦労した。ゼイズや他の将軍が奮い立たせ、ディルニスタンの宝を褒ほう美びに取らせると約束してなお、脱だつ走そう兵は跡あとを絶たない。

「もうすでに半分ですわよ」

　パメラは皮肉を言う。

　そう、すでに連合軍の戦力も半減している。

　ドレムとキラリアという二大国がいようが、プレナレートとトキシタンという二国が敵に回ったのは痛い。

「ゼイズ殿。あなたはどちらにお考えですか？」

「と、言うと？」

「戦力が半分になったと考えるか──手て柄がらを得るチャンスが倍になったと考えるか」

「さて、どちらでしょうな」

　笑ってはぐらかすゼイズ。

　もちろん彼はそのどちらでもない。

　どのような戦力差であり、どのような結末になったとしても、最終的に自分が望む未来を手に入れられればいい。

　少なくとも、この戦いで死ぬわけにはいかない。

　そのための安全装置も用意してある。




　　　　＊




　宮殿の周囲に大勢の人間が集まってくるのを、アルフェンはただ眺ながめていた。

　中央の通信塔とうの上から見えるのは、各国の軍が掲かかげる色とりどりの旗。

　もとよりこちらが売ったケンカではあるが、それを本当に受ける連中がここまで多くいるとは。

　ドレム、キラリア、ラジェンダ・クム、オーマの四国が、それぞれ陣じんを作って宮殿を包囲している。数にして、一〇万といったところか。

　最も多いドレム軍は、ほぼ半分くらいの兵力。次いでオーマ、ラジェンダ・クム。

　驚おどろいた事に、キラリアが一番少ない。

　前回の戦いで大おお幅はばに兵力が減ったせいだろう。死んだ騎士だけでなく、その治ち療りようや後始末に追われる騎士もいるはずだから。

「さすがに世界装置はない、か」

　いくらなんでも、そこまでバカではないだろう。

　彼らの目的は妖よう精せい旅団の他に、この宮殿がある。

　世界装置を起動させて全すべてを破は壊かいしてしまったら、戦利品も手に入らなくなる。そうなったら自国が損をするだけでなく、他の国からも非難される。

　だから彼らは直接叩たたくしかない。

「あー、ミーニャ、聞こえる？」

『……なに？』

　空中からミーニャの声。

　遠方にいるアルフェンの声を拾い、まるですぐ近くにいるように会話できるのは、今立っている通信塔の力だ。

「あの連中に俺の声を届けたいんだけど、できる？」

『……てことは、仕し掛かけるの？』

「準備できてるか？」

『……もうちょい。トキシタンのおじいちゃん達が避ひ難なんし終わってない』

　避難といっても宮殿の外に出たわけではない。

　どこよりも安全な地下のシェルターに移動してもらっている。プレナレートの技師達も一いつ緒しよだ。

「ミスライト達は？」

『……もう、何を言っても聞かない』

　ミスライトを含ふくめ、プレナレートの連中はどうして人の話を聞かない頑がん固こ者ものばかりなのだろう。祖先がディルニスタンの人間だったとしても、あそこまで文化が違ちがうとアルフェンも面めん食くらってしまう。

　何しろ勝てるかどうかも分からない戦いなのに、全員が残って戦うと言い出したのだ。

　しかも兵士だけでなく、学者や技術者まで。

　ミスライトが言うには「海で生きる者は恩人に報むくいるのが当然」らしいが、アルフェンとしては生きのびて技術を伝えて欲しいのだが。

　だが、そういう奴やつらは嫌きらいじゃない。

　だからこそ死んで欲しくないのだ。

「じゃあ、避難の手伝いと、宮殿の保護を最優先に頼たのむと伝えてくれ」

『……分かった。あと、もういつでも行ける』

　ミーニャの許可が下りると、アルフェンは視線を動かす。

　それぞれの国で一番偉えらい人間がどこにいるか確かく認にんするためだ。派手な旗を掲げ、強力な兵士に守られているからよく分かる。

　アルフェンは大きく息を吸い込み、よく通る声で告げた。

「お前ら、聞こえるか？」

　地じ響ひびきが起きるようなどよめき。

　その場にいた一〇万人が一いつ斉せいに驚いたようだ。アルフェンの声が届いている証しよう拠こだ。

「俺達は妖精旅団だ。お前ら、何のためにここに来た？」

　ざわめきは津つ波なみのように動いていく。視線が動くだけで、音の波も方向が変わっていくようだ。一〇万の兵士達が自分の司令官を見ているのだ。

『妖精……再び会えるとはな。ん？　なんだこれは？』

　ドレム軍の大将──確かウルゼルといったか。肝きもの据すわった老人の声が聞こえる。

　どうやらミーニャは彼の声も拾って届けてくれるようだ。

『なんだか分からぬが、儂わしの声も大きくしてくれるのか。では妖精よ、儂の言葉を聞いてくれるか』

「ああ、聞こう」

『貴公らは我われ々われを滅ほろぼして、なんとする？　この大陸を支配するつもりか？』

「んな事はしねーよ」

　鼻で笑うアルフェン。

「逆に俺が訊ききたい。お前ら、ディルニスタンの何が欲ほしいんだ？」

『全てだ。ディルニスタンの栄えい華がに繫つながるもの全てを手に入れれば、大陸全ての人々の暮らしが豊かになる。それを阻はばむつもりか』

「何言ってんだお前」

　アルフェンは耳をほじって聞き流す姿勢だ。

「プレナレートとトキシタンはきちんと頭を下げて『教えてください』って頼んできたんだぞ？　お前ら最初から武力で手に入れようとしてたじゃねーか。きちんと礼を尽つくして頼む人間と、剣けんをちらつかせてる人間、どっちの願いを聞きたくなるかって話だよ」

『もともとは貴様らが我が軍の兵士を殺したからではないか！』

「もともとはお前らがディルニスタンを荒あらしたからだろうが」

　アルフェンは頭を押さえる。

「キラリアの騎き士しは、自分が正義だと信じて疑わない連中ばかりだったけど──ドレムはアレだな、自分が絶対的優位だと信じて疑わないんだな」

『なんだと……!?』

　アルフェンは他国の将軍を見る。

「えーと、ラジェンダ・クムの王様。あんたはどうなんだ？」

『ほう、儂の声も聞こえるか』

　太った男の声。

『儂はムルジラ国王。儂は正々堂々とお主らに戦いを挑いどむぞ。平和的に見える話し合いでも、遺い恨こんが残る事はある。ならば戦って勝ち取った方が話が早い』

「なるほどね。まだそっちの方が清すが々すがしいや」

　しかも王様自ら戦場に来ている。本当に正面からこちらを打ち破るつもりなのだ。

　大義名分を探す他国より、ずっと好きだ。

『我らも似たようなものだ』

　オーマ連合の集団のひとりが声をあげる。

『ここに来たのはオーマの戦士の中でも勇ゆう敢かんな者だけだ。臆おく病びよう者ものは置いてきた。部族によって方針が違うのでな。臆病でも許される者と、そうでない者がいる』

「そっちも戦う覚かく悟ごはできているんだな」

『何を言うか。我らとて、貴様らを滅ぼす覚悟はできているわい！』

　ドレムのウルゼル将軍が吼ほえる。

　ウルゼルの声に合わせて、ドレムの兵士達も槍やりを立てて叫さけぶ。まるでウルゼルが言葉を発する前からその感情を理解していたかのように。

　つまり、兵士達も脅おどされているのではない。

　自ら勝ち取るためにここに来ているのだ。

「そうかよ──」

　自棄やけになっているわけでもない。彼らは勝つつもりだ。

　アルフェン達も油断はしない。眷けん属ぞく武器を有効に使えば、彼らが勝つ可能性は充じゆう分ぶんにあるのだから。

『……アルフェン。避難終わった』

　囁ささやくように聞こえるミーニャの声。

「オーケー。それじゃ、おっぱじめるとするか」

　アルフェンは腰こしの短たん剣けんに手をかける。

「っと、忘れてた」

　念のため確認しておくべき事があった。

「逃にげたい奴は逃げろ。追うようなマネはしない。死にたい奴だけ前に出ろ。全力で相手になってやる」

　アルフェンが望む返事が来るとは思っていない。

　だが、まず伝えておくのが流りゆう儀ぎだ。

　刃は向むかう者は皆みな殺ごろしにした征せい竜りゆう王おうクルアディンとは違うのだと、アルフェン自身に言い聞かせているようなものだ。

　すでに沸わき立っている敵軍が、慌あわただしく動き始めた。下士官からの号令があったのだろう。

　戦場の始まりは、まず矢から。

　全ての軍の弓兵が矢を番つがえ、一斉に放った。

　大量の矢が空を埋うめ尽くす。

　まるで夜の帳とばりが降りたかのように、黒く染まる空。

「んじゃあ……いくぜっ！」

　アルフェンは通信塔を蹴けって飛び出す。

　たっぷり二〇秒ほどかけて地面に降下すると、顔をあげた。

　ドレム軍の兵士がこちらを見ている。

「よ──妖精だぁっ！」

　突とつ如じよ現れた敵を見て、ドレム兵は慌てて抜ばつ刀とうする。

　その隙すき間まを縫ぬうようにして、アルフェンは走り出す。

　ドレム兵の肩かたに飛び乗り、肩から肩へ──前と同じように進んでいく。

「妖精!?　どこだ！　殺せっ！」

　命令を下している将軍を見つけると、腰の短剣を抜ぬき放ち──

「ぬっ！」

　高く跳ちよう躍やくし、馬上の将軍の首を狙ねらう。

　素す早ばやく盾たてを構える将軍だが、その盾では──

「っ!?」

　アルフェンの刃やいばが盾を切断するが、浅い。

「おおおおっ!?」

　首の皮を斬きられた将軍が落馬し、逃げ出す。真っ二つに切断された盾も一緒に転がるが、アルフェンも一緒に地面に落ちた。

「お、おおお、た、助かった！　さすがディルニスタンの盾よ！」

　転がった盾は金属で作られているが、その表面は鏡のように光っている。鉄よりずっと軽く、硬かたくて弾だん力りよくがある合金で作られた盾だ。

　ディルニスタンでは一いつ般ぱんの兵士が持ち歩く代しろ物ものだが、まさかドレム軍の士官にも行き渡わたっていたとは。

「殺せぇっ！」

　将軍の命令を受け、兵士が殺さつ到とうする。

　──少しは強くなってるじゃん。

　口に入った土つち埃ぼこりを唾つばと一緒に吐はき出し、アルフェンは短剣を構えた。







　武装が明らかに変わっていた。

「どりゃああああああああっ！」

　カロリーヌが全力で振ふる「黄こう天てん牙が」。

　巨きよ大だいなその大剣は、ただ切れ味が鋭するどいだけでなく、周囲に歪ゆがみを生み出す。強力な重力が敵を引き寄せ、逃げられなくするためのものだ。

　その刃を受けた兵士は、数人まとめて胴どうから切断されるのが常だ。

　圧あつ倒とう的てき質量が繰くり出す斬撃から逃のがれられる者はいない。

　そう思っていたのだが──

「はっ！」

　カロリーヌの斬撃が浮ういた。

「え!?」

　地面から突とつ風ぷうが吹ふき上がったのだ。穴も何もない地面から、見えない手が出現したかのように、カロリーヌの剣は上向きに振られる。当然、上方には誰だれもいないので斬撃が空くうをきる。

　そこに槍を持った兵士が数人、脇わき目めもふらずに突とつ撃げきしてきた。

「うわわっ、わわ！」

　大おお振ぶりの剣の狙いがはずれてバランスを崩くずしたカロリーヌだったが、すぐに「黄天牙」を手放し、身軽になった状態で敵の槍を摑つかむ。毒が塗ぬられた槍の穂ほを折ると、それを持ち主の腹に突つき刺さした。

　天性の戦せん闘とうセンスで全すべての槍をさばき、同士討うちさせる。

　オーマ連合の毒槍は強力で、自らに刃を刺した者は数秒も経たたずに絶命する。

　そんな彼らを素手であしらいながら、カロリーヌは自分が投げた武器に向かって走り出す。

　すると、今度は投げたはずの「黄天牙」が自分に向かって飛んできたではないか。

「おっとぉ！　何これ!?」

　空中で自分の武器をキャッチしたカロリーヌは、眼前の敵を見る。

　おそらくオーマ連合の将だろう。馬ではなく、虎とらに乗った老人。笠かさをかぶり、虎の上に座っている。

　その手に持つ眷属武器は、弓。緑色に輝かがやく弓を持っているが、矢がない。

「ほっほっほっ……威い勢せいのいいお嬢じようちゃんじゃのう」

　彼が持っている弓が、風を生んだのか。

「悪いけどおじいちゃん、敵になるなら殺すよ」

「それはこちらの台詞せりふじゃ。戦いくさに出たのなら、女子供でも戦士と見なす」

　老人の眼光が変わった。

　矢のない弓を構え、カロリーヌを射い貫ぬこうとする。

　大剣を構え、彼女は大きく息を吸い込んだ。

「ふっ！」

　大地を蹴り、老人に肉にく薄はくするカロリーヌ。

　しかし彼女の真上から何かがのしかかってくる。突風だ。上から下に吹く風が、カロリーヌを押し潰つぶそうとしている。

「わわわっ！」

　真正面から吹く風なら、気合いとパワーではね除のけられる。しかし上から吹く風はカロリーヌの勢いを殺さず、力の向きのみを変えられる。

　結果、素早く走っていたはずのカロリーヌは滑すべるように地面に倒たおれた。

　当然、すぐに起き上がろうとするが、また横から風が吹く。

「もぉっ！」

　老人はカロリーヌが強大な力を持っている事を知っている。

　だからこそ力に逆らわず、その方向を変える風を吹かせている。

　立ち上がろうとして、また転ぶカロリーヌ。そんな彼女の周囲に、毒槍を持った兵士が群がってきた。

「ほほほ、虎とら狩がりより楽じゃの」

　老人が笑いながら号令を下す。

　その時だった。

「む！」

　老人が空中に向かって弓を引く。矢を番えない代わりに、弦つるが弾はじかれると突風が出現した。老人の前方を守るように現れた竜たつ巻まきは、周囲を巻き込んで膨ふくれあがる。

　が、その竜巻が一いつ瞬しゆんで消失した。

　老人の胸に大穴が開いている。

「なんと……！」

　弓を取り落とし、絶命する老人。

　カロリーヌが振り返ると、宮きゆう殿でんを守るドームの中腹あたりにミーニャがいるのが見えた。

　彼女の「ブラックボックス」が強力な弾だん丸がんを放ったのだ。

「……突とつ進しんバカには相あい性しようが悪い」

「バカって言うなー！　でも、ありがとー！」

　まだ敵が周囲にいるのに、大きく手を振るカロリーヌ。

　敵はいるが、あの厄やつ介かいな風はない。

　狼狽うろたえるオーマ兵を前に、カロリーヌは大たい剣けんの柄つかを強く握にぎりしめた。







　ミーニャの「ブラックボックス」は眷属武器の中でも特とく殊しゆな部類に入る。

　他の眷けん属ぞく武器の修理を目的として作られた眷属武器で、どちらかといえばサポートの部類だが、武器としても強い。

　彼女の影骸シヤドウの基もとになった書庫の管理人は、単独で軍団に匹ひつ敵てきする武力ではなく、軍団のように便利な事ができる応用力が欲ほしかったのだ。

　六六の形態に変化できるこの眷属武器は、竜りゆう気きの弾丸を放つ銃じゆうにもなれば、どこまでも飛べる飛行機にもなる。

　ミーニャのお気に入りは、大量の弾丸をバラ撒まく連装砲ほう形態だ。妖よう精せい旅団は数が少ないので、どうしても大人数相手だと手こずるケースが多い。負けはしないが、疲つかれる。

　だからミーニャの役目は、妖精旅団が強敵と満足に戦えるように、雑ぞう兵ひようの数を減らす事。

　同時に、恐きよう怖ふを植え付ける事だ。

「……行け」

　ミーニャの号令。本来は言葉を発しなくとも、彼女の意志によって動く。わざわざ口に出したのは、彼女自身の勢いをつけるためだ。

　黒い箱から射出される、無数の弾丸。標的に届いた後は消えてなくなるので、何も知らない兵士から見れば、見えない矢に撃うち抜かれたようにしか感じないだろう。

　超ちよう遠えん距きよ離りからの射しや撃げきは、普ふ通つうの弓でも脅きよう威いだ。

　しかし──

「ハァッ！」

　気合いと共に投げられた槍やりが、ミーニャの頰ほおを掠かすめる。

「……？」

　斜しや線せんのど真ん中に、それはいた。

　地上からドームの斜しや面めんを登ってくる、一騎きの騎き士し。

　全身を甲かつ冑ちゆうで覆おおっているばかりか、馬まで装そう甲こうで固めている。

　投なげ槍やりをいくつも背負っており、まるで鞍くらの装そう飾しよく品のようだ。

「そこかぁっ！　〝靴屋レプラコーン〟！」

　ミーニャは彼に向かって射撃をするが、なんと、馬がそれを避よけた。

　それだけではない。空中に足場があるかのように、馬が飛び上がる。

　自身の竜気を操あやつれるアルフェンとディリアンは空中に竜気の足場を作り、それを蹴けって移動する事が可能だが、あの騎士──いや、馬なのか──も同じ事ができるようだ。

　突とつ然ぜんの空中疾しつ走そうに、ミーニャの反応が遅おくれる。

「ブラックボックス」の照準は自動だ。少なくともこの形態では、ミーニャが狙うより正確で早い。

　その照準よりも速く、騎士が肉薄する。

「獲とったぞ！　妖精っ！」

　槍を構え、ミーニャを狙う騎士。

「……っ！」

　ミーニャ自身に戦闘力はほとんどない。それをカバーするための眷属武器なのだが、それを凌りよう駕がする速さの敵が現れた場合、どうする事もできない。

　強[image: 靭]な自己回復能力をあてにして、一度だけ刺されてみるか──

　そう覚かく悟ごしたミーニャだが、

「おい、どうした!?」

　騎士の馬が突然いななくと、急転回して走っていく。騎士が何度も手た綱づなを引いたり、尻しりを蹴け飛とばしても言う事を聞かない。

　その馬の尻に射撃をしようと試みるミーニャだが、

「やめとけ。馬に罪はねーよ」

　彼女の背後に立っているバレンタインが止めた。

「……助かった、おっさん」

「うるせぇな、お前までおっさん呼ばわりすんじゃねーよ」

　苦く笑しようしながらバレンタインは斜面をゆっくりと降りる。

　彼が時間を稼かせいでくれる間に、ミーニャは「ブラックボックス」を変形させる。

　巨きよ人じんのような人型に変わった黒い箱は、バレンタインを隠かくすように歩き出した。







　バレンタインのバイザー型眷属武器「ヴァイスゲジヒト」の最大の特とく徴ちようは人間の意識を操る事だが、本来はそのために作られたものではない。

　この大きなメガネが操るのは、磁場、大気、気圧など目に見えないもの全てだ。

「あそこに妖精がいるぞ！　撃て！」

　無数の弓がバレンタインに向けられているが、彼は動じずに眷属武器に触ふれる。

　ドームの下では数千人の弓兵部隊がこちらを狙ねらっている。

　ゆっくりと狙いを定め、上方に向かって放った。

　数千の矢は上空に飛び、弧こを描えがいて落下する。

　自軍の兵士に向けて。

「ぎゃああああああっ！」

「どこを狙ってんだ!?　こっちに妖精はいない！」

　悲鳴と怒ど号ごうが入り交じる連合軍。放った矢はドームどころか、その真横に逸それて飛んでいったではないか。それも一本や二本ではない。全すべての矢が、だ。

　彼らの目には、バレンタインが見えている。

　本来なら存在しない場所にドームと敵の姿があるように、バレンタインが空気をねじ曲げたのだ。これこそが「ヴァイスゲジヒト」の本来の使い方である。

　空間を歪ゆがめ、幻まぼろしを作る。目に見えるものだけでなく、質感、匂におい、風まで全て錯さつ覚かくさせて、そこにあるように信じさせる。

「くそっ！　どこだ妖精!?」

　さらに弓兵が矢を番つがえるが、どこにいるか分からないバレンタインに向けて矢は放てないだろう。だからといってこれだけの人数の中、たったひとりの妖精を捜さがし当てるのは困難だ。

　だからバレンタインも油断した。

「なぁっ!?」

　風が何かを斬きり裂さく音に、咄とつ嗟さに身を伏ふせる。

　直後、バレンタインの真横で大爆ばく発はつが生じた。

　爆ばく風ふうと熱が頰に吹ふき付ける。熱い風から身を守ろうとするが、今度は別の場所でも大爆発が起きる。ドームの破は片へんが散らばり、震しん動どうで立っていられなくなる。

「はははははは！　どこだぁ、妖精!?」

　ドームの下から響ひびく声。

　人ではない。金属の塊かたまりのようなもの。

　カニの甲こう羅らのような巨きよ大だいな装甲を、馬が引いている。

　装甲の上部には四つの砲ほう門もんがあり、それがバレンタイン目がけて何かを放ったのだ。

　おそらく、ミーニャと同じ竜気の弾丸。

　あのカニのような装甲──戦車だろう。あれそのものが眷属武器なのだ。

　移動と攻こう撃げきと防ぼう御ぎよを同時に行える眷属武器。

　バレンタインは「ヴァイスゲジヒト」を操作し、戦車を御ぎよそうとするのだが、まったく命令を受け付けない。あの装甲は眷属武器の命令を遮しや断だんする力もあるのか。

　ならば、肉体的に弱いバレンタインが戦う事はできない。

　だが、勝算はある。

「はははははははは！　出てこい妖精！　どこからでも相手になるぞ！」

　装甲の中から聞こえる、自信に満ちた声。

「はははははは！　ははははは、ギッ──！」

　それが、突然消えた。

　同時に戦車の動きが止まる。

　大きな装甲の隙すき間まから血が流れている。

　内部から所有者を殺害したのだ。

　動かなくなった装甲の隙間から、血以外の液体が漏もれ出す。液体は人間の形になり、装甲の横に立ちはだかった。

「下がっていろバレンタイン。お前の目でも見えないものはある。目に頼たよりすぎていると、いずれ美の女め神がみに魅み入いられるぞ」

　髪かみの毛についた小さな埃ほこりを取り除くと、スターライトは涼すずしい顔で微笑ほほえむ。







　連合軍にとっては救いだったかもしれない。

　姿の見えない男や、遠方から射撃してくる娘むすめと違ちがい、目の前に妖精が現れてくれたのだから。

　スターライトを見つけた兵士はすぐに剣で斬りかかってくるが、その攻撃はやはり彼には届かない。

　どんな刃やいばも、液体になれる眷属武器「アジュール・エギーユ」の前には効かない。刃で水を切る事は不可能なのだから。

「悪いな。俺には通用しないんだ」

　一〇本の剣けんを身体からだに刺さしながら、スターライトは歩く。

　目の前で怯おびえている兵士の身体を透とう過かし、そしてまっすぐに指揮官へ。

　なるべく位の高い者を殺せば、戦線は混乱する。偉えらい者から偉い者へ殺して回っていけば、やがて連合軍も瓦が解かいするだろう。

　もちろん、邪じや魔まが入らなければ、だが。

「止まれ、妖精」

　騎き馬ばに乗らず、徒歩で現れた騎士。

　その異様な姿に、周囲の兵士も距離をとる。

　竜気が凍こおり付き、全身に霜しもが張りついている。吐と息いきだけでなく、全身から漏れ出す冷気に地面が白く染まっている。

「アルベールといったか。騎士」

　キラリアの若い騎士。

　アルフェンが言うには、肉体を改造しているらしい。

　ディルニスタンの合成技術をそんな事に使おうとは。肉体を強化する事はできるが、寿じゆ命みようは著いちじるしく縮むだろう。強い兵士を量産する方法としては、下策だ。

「お前には用はない。あのアルフェンとかいう男を出せ」

「断る。あんな男だが、一応俺たちのリーダーなんでな」

　腕うでを振ふって感かん触しよくを確かめる。

　液体を凍らせるアルベールの冷気は、スターライトと相あい性しようが悪い。だからといって、前回の失態をそのままにはできない。

「レッチの幼おさな馴な染じみだそうだが、殺すぞ。悪く思うな」

「…………」

　アルベールの冷気が広がってゆく。

　その異様さに、付近の兵士がどんどん遠ざかっていく。アルベールが味方ごと殺す事に躊ちゆう躇ちよしない騎士だと、本能で感じ取っているのだろう。

　──殺せるのか、俺に。

　スターライトは妖よう精せい旅団で最も慎しん重ちようだ。

　ディリアンのように大げさな心配性なのではない。偵てい察さつ兵としてあらゆる場所に潜せん入にゆうする以上、危険を排はい除じよするのは当然だと思っている。

　そして偵察兵は、必ず生きて帰らなくてはならない。

　そうしなければ、仲間が困る。

　スターライトの本能が危険を告げている。

　しかし、ここで退たい却きやくするとアルフェンが困る。

「分の悪い賭かけだが──乗ってみるか」

　スターライトが腕を伸のばした。

　弾だん力りよく性のある腕が針のように鋭するどく長く伸び、アルベールの心臓を正確に狙う。

　同時にアルベールも動いた。

　盾たてのように大きな刃を目の前に置くように掲かかげ、スターライトの攻撃を正面から防ぐ。しかしスターライトの腕はその盾を迂う回かいし、横からアルベールの脇わき腹ばらを突つき刺した。

「…………」

　アルベールは無表情でスターライトの腕を見下ろす。すると傷口から冷気が漏れ、刺しているスターライトの腕がどんどん凍っていくではないか。

「ちっ！」

　すぐに腕を引き抜ぬく。

　指先が完全に硬こう化かしているが、まだ手は動く。すぐにスターライトは凍った指を切断して、凍とう結けつの広がりを防いだ。

　ここまでは前と同じだ。

　しかしあのアルベールという騎き士し、痛みを感じないようだ。あまりに無表情なので、臓器に傷をつけたかどうかも分からない。

　手て応ごたえはあったはずだ。いくつかの臓器に刃と化した腕を刺した。

　まともな人間なら死亡するし、そうでなくても動けなくなるはずだが……。

　アルベールは盾の刃を掲げたまま、こちらに走ってきた。

　刃を大きく振りかぶり、スターライトを攻撃する。

　その挙動はまっすぐで、猪ちよ突とつ猛もう進しんと言わざるを得ない。

　当然、スターライトも反はん撃げきをする。針のように変化させた腕を、アルベールの両りよう脚あしに突き刺すのだが、それでもアルベールは止まらない。

「くっ！」

　正面から、小細工なしで突とつ撃げきしたアルベール。

　その一いち撃げきがスターライトの肩かたを斬り裂いた。

「ぐおおおっ！」

　傷口から全身が凍っていく。

　自分が死ぬ前に相手を殺すという、捨て身の戦法だ。

　──そっちがその気なら！

　受けて立つスターライト。身体中から針を出し、アルベールの全身を突き刺す。

　数十箇か所しよを貫かん通つうする針の攻撃でも、アルベールは攻撃を止やめない。まるで死人が動いているかのようだ。そうでなければ、自動人形の類たぐいだ。

　だが、動きは鈍にぶっている。

　全身が凍り付く前に、完全に仕留める。

　スターライトがさらに針を増やした時だった。

「待ってくださいっ！」

　何かが横からスターライトを吹き飛ばす。

　アルベールへの攻撃は止められたが、反対にアルベールからの凍結も止まった。半分以上凍っていた身体が、どんどん溶とけていくのを感じる。

　顔を上げると、巨大な氷ひよう塊かいがあった。

　これがスターライトを吹き飛ばしたのか。

　岩や瓦が礫れきだったらカロリーヌが投げたのだろうと推測できるが、ディルニスタンのど真ん中に氷塊などない。

　周囲を見ると、二人の戦いを見守っていた兵士達もどよめいている。

「大だい丈じよう夫ぶですか、スターライト？」

　駆かけ寄ってきたのは、か弱い少女だった。

「レッチ……？」

　いや、か弱いというのは訂てい正せいしよう。

　戦場にたったひとりで現れた少女を、誰だれが弱いと思うのか。

　氷の狼おおかみを携たずさえたレッチは、ひとかどの戦士のように見えた。

　それでも常識的な思考で、スターライトはこう言う。

「レッチ、お前、何しに来たんだ？　危険だ！」

「危険は承知です」

　レッチの足あし下もとにも冷気がまとわりついている。まるでドレスの装そう飾しよく品のようにキラキラと輝かがやいているが、近づけば心臓まで凍らされるだろう。

「レッチ……」

　同じようにして吹ふき飛ばされたアルベールも立ち上がる。

　しかしレッチは彼を見ずに、周囲の兵士を見回している。

「あなた方はオーマとラジェンダ・クムの兵士ですね？　お願いです、ここから立ち去ってください。これからもっと激しい戦いが起こります。巻き込まれたくなければ、すぐに逃にげて」

　その言葉を裏付けるかのような、巨大な氷塊。

　なるほど、スターライトのように身体を液状化させる能力では、その脅きよう威いが伝わりにくい。このように巨きよ大だいな物体を使った方が、より恐きよう怖ふを伝えられるわけか。

「それに、私はキラリアの皇すめらぎ巫み女こです。私に危害を加えた場合、皇こう帝ていフリエルが黙だまっていないでしょう。それでもよろしければ──」

　優やさしく微笑むレッチに、とうとう兵士たちが下がり始める。

「なるほど。強くなったなレッチ」

「そうしなければ、守れませんから」

　かつてひとりぼっちだった少女は、妖精旅団の一員としてここにいる。

　もはや充じゆう分ぶんすぎる戦力だ。

　そしてレッチは、最後にアルベールを見る。

「アルベール。私に刃やいばを向ける覚かく悟ごはありますか？」







「レッチ!?　危ないよ！」

　武器を持った相手にレッチが立ち向かっていく姿を見て、カロリーヌが飛び出そうとする。しかしその肩をミーニャが摑つかんだ。

「……待って。レッチなら大丈夫」

「そうなの？」

「……多分、かなり強い」

「そっか！　じゃあ任せとこう！」

　あっさり立ち直り、カロリーヌは眼前の敵に向き直る。

　すでに瓦解した陣じん形けいで、多くの兵士が怯えている。

「はぁあああああっ！」

　一度刃を向けた者は、全すべて敵だ。

　カロリーヌは大剣を構えると、跳ちよう躍やくし、斬きりかかる。

「むっ！」

　その大剣を受け止めたのは、ラジェンダ・クムの戦士。

　カロリーヌの斬撃を受け止めた斧おのは砕くだけ散り、彼の胴どうにも一文字の傷が。

「わお。強いね！」

　両断するつもりだったカロリーヌが、口笛を吹く。

「先生！」

　逃げようとしていたラジェンダ・クムの兵士が立ち止まり、戻もどろうとする。

「来るな！　お前達は逃げろ！」

「しかし先生が！」

「構わぬ……！　お前達が生き延びれば、私は本ほん望もうだ。さあ妖精よ。かかってくるがいい。私は一歩も逃げないぞ」

　褐かつ色しよく肌はだの戦士は、地面に落ちていた剣けんを拾うと、カロリーヌに立ちはだかる。

「あのさ、逃げたけりゃ逃げていいよ？」

「そうはいかぬ。我われ々われが逃げたとしても、お前達は別の仲間を斬るだろう。そうさせないために、ここで少しでも戦力を削そいでおく」

　剣を構え、戦士はカロリーヌを見る。

「んー……仕方ない、か」

　すでに背後のミーニャは「ブラックボックス」を銃じゆうの形態に変形させている。

　あれで撃うてば一発で終わるが──

「……っ！」

　小さな悲鳴に振り返る。

　ミーニャが倒たおれていた。

「えっ？」

　いくら小さいとはいえ、ミーニャ本人にだって戦せん闘とう力はある。

　そんな彼女を昏こん倒とうさせる使い手が──

「あぁっ！」

　風が吹いたと思った。

　瞬しゆん間かん、カロリーヌは大剣で防ぐ。

　軽かろやかな斬撃が大剣に弾はじかれ、そして消えた。

　斬撃を放った男は、ラジェンダ・クムの戦士を庇かばうように立つ。

　それは、カロリーヌがよく知っている青年。

「なんで……？」




　ディリアンだった。




　片方の手に長ちよう剣けん、もう片方の手に盾を持ち、静かにこちらを見ている。

「行くんだ。君はここで死ぬべき人ではない」

　彼が促うながしたのは、傷ついたラジェンダ・クムの戦士。

「……な、なんだか知らんが、恩に着る！　撤てつ退たいだ！」

　ラジェンダ・クム式の礼をすると、戦士も周囲の兵士も一気に走り去っていく。それを追って斬るのは簡単だった。

　──ディリアンさえいなければ。

「ディリアン！　生きてたの!?　良かった！」

　その事は素す直なおに喜ぶカロリーヌ。

　しかし、

「でも、なんで邪じや魔ますんの？」

「……彼は殺してはいけない人なんだ」

「へ？」

「殺していいかどうかは──僕が決める」

　剣を向ける。

　それは明らかに宣戦布告の合図。

　どのみち、彼はミーニャを昏倒させている。彼がやる気なら、ミーニャを守るために逃げるわけにはいかない。

「よく分からないけど……ディリアンには、ディリアンの事情があるんだね」

「うん。ごめんね、カロリーヌ」

「その言葉は、あたしが勝った後に聞くよっ！」

　カロリーヌがまっすぐ飛びかかる。

　その瞬間、視界が暗くなった。

「!?」

　さらに次の瞬間、カロリーヌの胴にディリアンの剣が突つき刺ささっていた。

　迫せまるカロリーヌの視界を塞ふさぐようにして盾たてをぶつけ、その一いつ瞬しゆんで胴を刺したのだ。

「君は常にまっすぐに攻せめてくる。それが長所でもあり、短所だよ」

「……噓うそ」

「少し休んでいてくれ。君たちを殺すつもりはない」

　影骸シヤドウであれば、腹を刺されたくらいでは死なない。自己修復機能があるのだ。

　しかしカロリーヌはたった一瞬でディリアンに負けたという事実に、呆ぼう然ぜんとしていた。

　本気で戦えばアルフェンと同じくらい強いディリアン。

　そんな彼になすすべもなく負けたのだ。

「……ねぇ、何する気……なの？」

　痛む腹を押さえ、カロリーヌが尋たずねる。

「言っただろう。誰を殺して、誰を生かすか、僕が決める」

　剣を振ふって血を拭ぬぐい、ディリアンは答えた。

「決めなくちゃいけないんだ、大陸のために」




　　　　＊




　ディルニスタン製の鎧よろいを身につけたおかげで、手こずるようになった。

　しかしアルフェンにとっては、多少面めん倒どうになっただけで、殺せないわけではない。

「ふっ！」

　空中を走るアルフェンに向けて、無数の矢が飛ぶ。その隙すき間まを縫ぬうようにして走り、弓兵に命令している司令官に肉にく薄はくする。

「妖よう精せいか！　参るぞ！」

「おおっ！」

　騎き馬ばに乗った将が棍こん棒ぼうのような眷けん属ぞく武器を振り回す。

　アルフェンはその棍棒を足で蹴けり飛ばしながら、もう片方の足で空中を蹴る。縦じゆう横おう無む尽じんに空を駆かけ巡めぐるアルフェンに、敵は対応できない。

　普ふ通つうの人間は、地上戦しかしたことがない。手て練だれであれば経験によって妖精の速さにも対応できるかもしれないが、空中を走る敵は想定外だろう。

　アルフェンの刃は司令官の喉のどをかき切る。

　血を噴ふき出して落馬する彼の手から眷属武器を奪うばい取り、さらに陣じんの奥深くまで進む。

　ドレム軍の最高司令官──おそらくウルゼルと名乗ったあの老人だろう。彼を止めれば連合軍も瓦が解かいするに違ちがいない。

　そこに辿たどり着くのは、まだ遠い。

　ドレム軍には眷属武器を持った兵士が大勢いる。他国であれば軍団長レベルでないと所有できない武器だが、ドレム軍では下士官でも持っている。

　実力主義の国ならではの制度だろう。強ければ誰だれでも眷属武器を持てるのだ。

「ふふふっ、ふふふふふ──」

　まっすぐにドレム軍の波を突っ切ろうとするアルフェンに対し、正面から近づく将軍がいた。

　キュリヴィアだ。

　騎馬の鞍くらに立っており、手には大おお鎌かま。

「う、うわあああっ！　キュリヴィア様だ！　逃にげろ！」

「退ひけ！　殺されたいのか！」

　彼女の前方にいたドレム兵が蜘蛛くもの子を散らすように逃げていく。

　彼らの言葉通り、キュリヴィアの前にいた兵士は全て大鎌の回転によって首か胴を切断されていた。

　真っ赤に染まる戦場を走る騎馬は、アルフェンを見て急停止する。

　宙に投げ飛ばされたキュリヴィアだが、それを予期していたかのようにアルフェンに斬りかかった。

　アルフェンは先ほど奪った棍棒でそれを受け止める。

「うおっ！」

　激しい金属音と共に、持っていた棍棒が折れた。

　これでも眷属武器だというのに、まるで意に介かいさずに折られてしまった。キュリヴィアの莫ばく大だいな憎ぞう悪おが鎌に蓄ちく積せきしているのだ。

「ふふふふ……妖精の王様。あなたの首はどんな切れ味なんでしょう」

　彼女に何をしたのか、アルフェンには覚えがない。しかし戦場で恨うらみを買う事には慣れている。もしもキュリヴィア以外の者があの眷属武器を持ったとしても、同じくらいの憎悪を向けられるだろう。

　それを覚かく悟ごしているから、今も戦っている。

「さあ、死んでください！」

　空中でキュリヴィアが大きく振りかぶり、鎌を投げつける。

　回転する鎌は勢いをつけてアルフェンを襲おそう──そう判断したのは、キュリヴィアが投げる動作に入るずっと前だった。

　そう意識しなければ避さけられないほどの速度で、鎌が飛来した。

「おわぁっ！」

　アルフェンは体内の竜りゆう気きを放出し、反動で空中を横っ飛びに移動する。

　それでも遅おそかった。キュリヴィアの鎌はアルフェンの左足を掠かすめ、さらに地面を抉えぐるように進んでいく。

　痛むが、動けないほどではない。

「ぎゃあああああっ！」

　鎌の軌き道どう上にいたドレム兵がミンチのようにバラバラにされ、肉にく片へんを撒まき散らしていく。兵だけでなく軍馬、鎧、土、瓦が礫れきなどもまとめて吹き飛ばす。

　まるで──妖精旅団のような強さ。

「ふふふ──まだまだ終わりませんわ」

　投げた大鎌が宙を舞まい、再びキュリヴィアの手に戻もどってくる。

　馬から下りた彼女は、地面にしっかりと足をつけ、もう一度鎌を投とう擲てきする姿勢。

　アルフェンはすかさず空中に足場を作り、跳ちよう躍やくする。

「はぁぁっ！」

　腰こしの短たん剣けんを振りかぶり、投げた。

　まさにキュリヴィアが投擲する直前、その肩かたに短剣が突き刺さる。

「あああああああっ！」

　痛む肩にもかかわらず、キュリヴィアは鎌を投げようとする。

　だが、彼女の大鎌が纏まとう竜気が膨ふくれあがった。真っ赤に染まる刃はが倍の大きさに見えるほどの、巨きよ大だいな竜気。

「……これは？」

　アルフェンの持つ世界装置、〝無色の刃〟は眷属武器の力を倍増する効果がある。

　全すべての眷属武器に含ふくまれる竜気を増ぞう幅ふくさせ、強化する──音おん叉さのように。

　膨れあがった竜気に、キュリヴィアが動どう揺ようする。まさか敵の武器を強化するとは夢にも思わなかっただろう。

「ぐっ……！」

　強力な竜気は、使用者にも負担をかける。

　単純に重さが倍になった武器を振り回すようなものだ。身体からだは竜気に振り回され、筋肉ではなく生命力が消しよう耗もうする。

「負けません……わ」

　それでもキュリヴィアは鎌を投げようとする。

「殺さなくては、殺さなくてはあの方の無念が──無念を！」

　青白い顔のまま、キュリヴィアの手から鎌が離はなれた。

　しかし勢いの乗った鋭するどい回転はなく、重いものが落ちるように、目の前にボトリと転がっただけだ。

　制せい御ぎよできない竜気が、膨れあがる。

「ああ──綺き麗れい」

　眷属武器「クレナイ」が発する真っ赤な光が、キュリヴィアを飲み込む。

　直後、大爆ばく発はつが生じた。

　眷属武器も、所有者も、敵も、逃げ惑まどっていた兵士たちも、全てまとめて彼方かなたへ吹き飛ばすほどの巨大な爆発。

　その光は、戦場のどこにいても確かく認にんできるほど大きかった。




　　　　＊




　強大な光に目を奪われそうになる。

　しかしレッチはアルベールから目を背そむけるわけにはいかなかった。

「レッチ……」

　すでにアルベールはいくつも身体に穴を開けている。それなのに血がまったく出ていない。体内に血が流れていない人間などいるものだろうか。

　スターライトが与あたえた傷は修復できるのか。

　そもそもアルベールと出会って、何をしようとしたのか。

「もういいのです、アルベール」

「……俺は、君のためにこんな身体になり果てた。もう人間とは呼べない。だけど君とフリエルには、昔のように仲良くして欲しかった」

　小さな声で語るアルベール。

「だが、君が妖精旅団と名乗り、フリエルの敵になるのであれば、俺はもう君をレッチだとは思わない。キラリアの騎き士しとして、君を討うつ」

「そう──ですか」

　なぜだか、レッチの口から笑えみがこぼれる。

「そうですよね」

「……何がだ」

「アルベールは私とフリエル、二人と仲良くしてくれました。でも、私とフリエルの意見が分かれると、必ずフリエルに付くんです」

　子供の頃ころから、無意識のうちにそうしていた。

　幼いレッチにも彼の感情はすぐに分かったのだ。

「……うるさい。レッチみたいな事を言うな」

　アルベールが刃を振り上げる。

　凍いてつく竜気を放ちながらレッチに攻こう撃げきしようとするが、その動作は緩かん慢まんだ。

　ケガをしているからではない。

　彼の身体が凍こおり付いているのだ。

　冷気を操あやつるアルベールの眷属武器よりも、もっと強い冷気が彼を地面に縫い止めている。

「……これ、は」

　アルベールの足から腰まで、氷に覆おおわれていた。
















　レッチの傍かたわらに立つ氷の狼おおかみが小さくほえる。

　眷属武器とは、世界装置が生み出す防衛機能のひとつ。言わば親子のような存在だ。いくらアルベールが眷属武器を使いこなしていたとしても、レッチの前では赤子同然。

　氷を、より強い氷が支配する。

　温度の差ではない。竜気の強さの差だ。だからどれだけアルベールが温度を下げても意味がない。

「レッチ……！」

　動けない状態で、アルベールは声を絞しぼり出す。

「休みなさい、アルベール。そして次に目が覚めたら、その時はフリエルをお願い。大だい丈じよう夫ぶ、必ず私もフリエルも元通りになるから。だからその時までフリエルを守って」

「レッチ──！」

　そしてアルベールの全身が氷に覆われる。

　水すい晶しようのように透すき通った氷の棺ひつぎの中に閉じ込められてしまった。

「……ごめんなさい」

　氷こおり漬づけの幼おさな馴な染じみに触ふれ、レッチは目を閉じる。

　アルベールをこんなにしたのは自分だ。

　だから、その責任をとる。

　必ずこの戦いに勝ち、キラリアを──キラリアの悪習を滅ほろぼす。




　　　　＊




　連合軍でもっとも大きな勢力はドレム軍だ。

　半数を占しめるドレム軍の中ちゆう枢すうを叩たたけば、戦線は瓦が解かいする──そう考えたアルフェンは、真っ先に最高司令官を狙ねらうはずだった。

　一いつ般ぱん的な軍の場合、戦列の奥深くに本ほん陣じんを構えるものだ。全軍に命令を出す立場の人間が後方で戦局を見ながら戦わなければ、すぐに殺されて軍が崩ほう壊かいする。当たり前の話だ。

　ところが、今のドレム軍には本陣というものが存在しない。

　総司令官──先ほど怒ど鳴なっていたウルゼルという大将軍は、この戦場のどこかに隠かくれながら戦っている。常に移動しながら命令を出す事によって、居場所を悟さとられないようにしている。

　スターライトなど、どこにでも侵しん入にゆうできる敵がいる場合、非常に有効な作戦だ。

　しかも軍と軍がぶつかる戦いならいざしらず、今度は少数を相手に一〇万の兵が出動している奇き妙みような戦いだ。

　戦術などというものはなく、見つけ次し第だい殺す。そんな単純な動きの中、ウルゼルを見つけるのは骨が折れた。

　優すぐれた眷けん属ぞく武器の使い手が戦場で暴れれば、一発で分かる。しかしウルゼルは眷属武器を使わずに命令を下すのみ。目立たなければ発見は難しい。

　だが──ようやく見つけた。

　戦いが始まる前はウルゼルの居場所がすぐに分かった。

　しかし戦せん闘とうが始まってから、一度離り脱だつしたようだ。あちらも暗殺を恐おそれたのだろう。臆おく病びようだからではない。自己の防衛も立派な作戦だ。

　それが戻ってきたとなると──

「いた！」

　襲いかかるドレム兵を斬きりながら、アルフェンは進む。

　首を斬り、倒たおれる兵士を乗り越こえ、跳躍し、矢を弾はじき、別の兵士の肩に乗り、槍やりを奪うばい、また別の兵士を刺さす──

　攻撃と移動を同時に行いながら、アルフェンはバレンタインの声に従って進む。

　そうして、見つけた。

　騎き馬ばに乗る男の姿。

　なんと総司令官なのに、他ほかの兵士と同じ格好をしている。少しでも目立たないようにするためだろうが、無む駄だな行こう為いだ。

　なぜならウルゼルの周囲には明らかに練度が違ちがう屈くつ強きような兵士が取り囲んでおり、ウルゼル本人も派手な眷属武器を手にしていた。

「こそこそ隠れやがって！」

　ウルゼルを見つけたアルフェンは、嬉き々きとして飛びかかる。

　死角から斬りつけたはずだった。

「隠れた？　違うわっ！」

　ウルゼルと目が合う。

　騎馬に乗ったまま、ウルゼルは片手に持った巨大な剣を振ふる。アルフェンの短剣はがっちりと受け止められ、さらに押し戻もどされた。

　カロリーヌに匹ひつ敵てきするほどのパワーに飛ばされるアルフェン。身体から竜りゆう気きを吹ふき出して空中で姿勢を戻す。

　しかしアルフェンはともかく、周囲の兵士たちがついていけない。飛ばされたアルフェンにぶつかり、将しよう棋ぎ倒だおしのように兵士が倒れていく。

「よ、妖よう精せい!?」

　いきなり現れたアルフェンに驚おどろくドレム兵だが、すぐに抜ばつ刀とうしてウルゼルを守ろうとする。そんな兵士たちの忠義を無視して、ウルゼルは騎馬のままアルフェンに突とつ進しんした。撥はね飛ばそうというのだ。

「っと！」

　素す早ばやく起き上がったアルフェンは下した敷じきになった兵士を摑つかみ、騎馬から逃にがすために放ほうり投げると、自分も再び跳ちよう躍やくする。

　喉のどを狙って斬りかかるが、やはりウルゼルは速い。アルフェンの斬撃にも反応し、その大きな剣けんで受ける。

「やはり妖精旅団、素晴らしい腕うで前まえだ……」

「あんたもなっ！」

　斬るのは不可能だと判断したアルフェン、手た綱づなを切ってウルゼルのバランスを崩くずす。そのままもつれ込むように騎馬から引きずり下ろした。

「妖精というわりには、泥どろ臭くさい戦いが好みか!?　儂わしもだよ！」

　転がりながら剣を振るウルゼル。近づこうとするアルフェンを牽けん制せいしながら、立ち上がって体勢を立て直す。

『アルフェン！　大変だ！』

　バレンタインの声が届く。

「なんだよバレンタイン。今いいとこなんだ」

『それどころじゃねぇっ！　ディリアンが──！』

　バレンタインの言葉を聞こうとした時だった。

「ウルゼル殿どの！」

　別の剣が飛んでくる。

　アルフェンを横から刺そうとするのは、同じ大将軍。確かゼイズと言ったか。

　しかし──ウルゼルと違い、剣に本気が感じられない。今の攻撃も、まるで仕切り直すためにわざと放ったようだ。

　当然アルフェンも反はん撃げきするが、ゼイズは素早くその場から離脱する。

「…………へぇ」

　何を考えているのか分からないが、ゼイズもかなりの手て練だれ。

　少なくともアルフェンが殺そうとして殺せないくらい強い。ウルゼルと同様、大将軍になるような人物は、個人の武力も相当なものだ。

　だが、それは手加減した場合の話。

　本気を出せば、殺せる。

　それにどうやら、このゼイズという男の方が厄やつ介かいそうだ。

　目の色が違う。

　純じゆん粋すいな色ではなく、その奥にある野心の炎ほのおとでもいうのか。

　まだ何か奥の手を隠している。

　それを聞き出す前に殺せばいい。この手の人間は、後々じわじわと効いてくる毒のような存在になるだろう。

「悪いが──」

　アルフェンが飛びかかる。

　振りかぶった刃やいばに、さらに別方向から刃が飛んだ。

「!?」

　アルフェンの高速斬撃を受け止められる。

　ゼイズではない。

　彼との間に割って入ってきた、別の人物。

「な──！」

　どこかで会えるとは思っていた。

　何らかの手段で捕つかまっているか、さもなくばどこかをふらついていると。

　だが、こんな形で再会するなんて。

「ディリアン──お前、何やってんだよ」

　ゼイズの前に立つディリアン。

　彼はアルフェンに向けて剣を構えていた。

　剣の切っ先は、アルフェンの喉のど元もとを狙っている。あれも眷属武器だろう。

「ごめんアルフェン」

「どういう事だ？　ちゃんと説明しろ」

「彼は殺さないで」

「はぁ？」

「彼は……まだ死んではいけない人だ」

　事情が分からないが、おそらくディリアンはこのゼイズという男と何らかの約束をしたのだろう。

　それ自体は別にいい。アルフェンだってレッチやミスライトと個人的な約束は交かわしているし、むしろドレムの人間と友好的な関係を築けるディリアンは凄すごいと思う。

　しかし、今は事情が事情だ。

「やるってのか、ディリアン」

「……やりたくないけどね」

　ディリアンは剣と盾たてを構え直す。

「これが僕にとっての精せい一いつ杯ぱいだ。大陸を平和にするために、これが一番早いと思ったんだ」

「何言ってんだお前は」

　アルフェンはため息をついた。

　この場は自分の負けだ。少なくとも、ディリアンには勝てない。

「ゼイズっつったな。もうやめとけ。俺たちに刃は向むかうと、もっと死者が出る」

　それでも一応、アルフェンは問いかける。

「……そう易やす々やすと退たい却きやくできれば、私も楽なんだがな」

　ゼイズは苦く笑しようする。

「お前たちは頭を下げれば、誰だれにでもディルニスタンの技術を与あたえるという。平和的な視点で見れば、それが一番良いのだろう。私もできるなら、教えて欲しい」

「できないのか」

「許してくれるわけがない。ドレムがな」

　その言葉には、ゼイズの本音が詰つまっている。

　キラリアと同じだ。古いしがらみや、国の性格とも呼べる流れが革新的な行動を遠ざけてしまうのだ。

　なまじ強い国家なら、なおさらだ。今成功しているのに、あえて方針を転てん換かんする事はできないのだろう。

「彼も、国を壊こわそうとしている」

　アルフェンの後ろから、ディリアンが囁ささやく。

　その一言で、だいたい理解した。ディリアンが鎖くさりに繫つながれるまで抵てい抗こうせず、ドレムの人ひと質じちになっていた理由が。

　──ちょっと気き性しようの激しいレッチってとこか。

「ゼイズ。少しだけ時間を稼かせぐ。その間に退ひいて」

　ディリアンは彼を庇かばうように立つ。

　その態度は、完全にアルフェンと戦う意志を見せていた。

「ディリアンよ。お前──何しようとしてるんだ？」

「君と同じだよ。大陸の平和のためだ」

「大陸の平和のために、俺と戦うのか」

「……アルフェン。君は少し殺し過ぎた」

　腰こしを落とし、いつでも斬りかかれる体勢を取るディリアン。

「降りかかる火の粉は落とさないといけない。だけど払はらった火の粉が、大切な花を燃やしてしまうかもしれないんだ」

「その花を守るっていうのか」

「誰かがやらないといけない。残す花と間引く花を選ぶんだ」

「……その考えは危険だぜ、ディリアン」

　国のために必要なものだけを残そうとして、残りを全すべてなくそうとする。

　そうしようと考えた男が、八百年前にひとりいたのだ。







　アルフェンを前に武器を構えた瞬しゆん間かん、悪お寒かんがディリアンの背筋を駆かけ抜ぬけた。

　恐きよう怖ふと──それとは別の興奮が。

　説得すれば、きっとアルフェンは聞いてくれるだろう。

　戦わなくてもいい道がきっとある。

　しかし、ディリアンには分かっている。

　ゼイズの言う「大陸の平和」は、レッチやミスライトとは異なるものだ。

　技術を分け与え、人々の暮らしを良くする事で得られる平和。それはディリアンも追い求めている安全なやり方だ。

　一方で、平和を乱す者は必ず存在する。

　そういう輩やからを排はい除じよしなくては、大陸の安全は保てない。

　分かってはいるが、政治などのしがらみでそれができない者がいる。

　だからディリアンは手伝った。

　──昔から心配性なのだ。

　どこから新しい敵が現れるか分からない。

　だから、その芽を潰つぶした。

　選別作業が必要だと思ったからだ。

「アルフェン。行くよ」

　ディリアンは腰を落とし、剣を構える。

　そう、敵対する事はない。説得すれば分かってもらえるかもしれない。

　だけど、今はあえてアルフェンと戦う道を選んだ。

　自分の意見を、刃でもって彼にぶつけてみたかったのだ。

　反はん抗こう期に近いのかもしれない。今まで信じて付き合ってきたアルフェンが嫌きらいになったわけではない。ただ、彼とは違ちがう意見を持ち、それをぶつけたらどうなるかという、純粋な好こう奇き心しん。

　それが大陸の未来に関かかわる事だっただけの話だ。

「ふっ！」

　ディリアンが小さく跳とぶ。

　鋭するどい剣が風を起こす。

　その速さで突つく必殺の一いち撃げきは、アルフェンの頰ほおを掠かすめる。

　短たん剣けんしか持っていないアルフェンは、自らの竜りゆう気きでディリアンを摑つかもうとする。普ふ通つうの人間には見えないが、槍やりと同じくらいの間合いを持つのだ。

　しかしアルフェンの竜気に摑まれる前に、ディリアンの連続した突きが彼を襲おそう。

　先ほど殺したオーマの戦士から奪うばった眷けん属ぞく武器だ。剣は鋭く、盾は硬かたい。単純だが、それ故ゆえにどんな眷属武器とも渡わたり合える堅けん実じつな武器なのだ。

　勝てるかどうかは問題じゃない。

　今、この場でアルフェンに楯たて突つく事が、ディリアンを奮い立たせていた。







　──多分、あいつにはあいつの考えがあるんだろう。

　それはアルフェンと決定的に違う要素で、相あい容いれない部分がある。それを自分の中で消化するために、今こうしてアルフェンに牙きばを剝むいている。

　それはディリアンの剣から感じられた。

　本気だ。

　言葉も剣も、本気でアルフェンを殺そうとしている。

　真ま面じ目めで不器用なディリアンらしい。

　彼もアルフェンと同じ、征せい竜りゆう王おうクルアディンの影骸シヤドウだった。

　どちらも王としての素質があるのだが、なぜかアルフェンとは対照的な道を選ぶ事が多かった。

　──だからこそ、あいつと同じ道を歩んではいけない。

「そぉらっ！」

　アルフェンが短剣を振ふる。

　ディリアンの剣の間合いの外だ。

　だが、短剣が切断したのは竜気。ディリアンが触しよく手しゆのように伸のばした竜気が、アルフェンの首を摑む前に斬きったのだ。

　切断された竜気は大気中に還かえる。その際、大きく弾はじけ飛ぶ。

　何も知らない者たちは、いきなり周囲が爆ばく発はつしたように見えるだろう。ドレム兵たちが大おお慌あわてで逃にげ出していく。

「ディリアン！　もし俺を殺せたら、どうする!?」

「そんなつもりはないよ！　君も死んではいけない人だ！」

「そうかよっ！」

　その割には殺意に満ちた斬撃が飛んでくる。

　身体からだの中心を狙ねらったそれを避さけると、アルフェンの背後で悲鳴が聞こえた。

　眷属武器が巻き起こした突とつ風ぷうが、周囲のドレム兵を吹ふき飛ばしたのである。竜たつ巻まきのように回転する風は、どんどん広がっていき、木々や岩を巻き込んでいった。

　あの回転する突風を至し近きん距きよ離りでくらったら──アルフェンといえども。

　攻こう撃げきのたびに風の威い力りよくが増している。

　ディリアンが眷属武器の使い方を覚え始めているのだ。何をやらせてもそつなくこなす彼は、初めての眷属武器だろうがおかまいなしだ。

「はっ！」

　斬撃による風が、また何かを飛ばした。

　大木を根っこから引き抜き、背後に放ほうり投げる。飛ばされた大木から逃げる兵士たち。

「強いな、ディリアン」

　素す直なおにアルフェンは褒ほめる。

「強くならなきゃいけないからね」

「誰のためにだ」

「大陸のために」

　──また、それか。

「お前、あのゼイズって奴やつに吹き込まれたのか？」

「……それもある」

　ディリアンは素直に肯こう定ていする。

「はぁぁぁぁっ！」

　今度はディリアンの盾たてが地面を叩たたいた。

　外したのではない。

　地面に触ふれた盾が、そのまま風を放つ。アルフェンの足あし下もとから竜巻が生まれ、天に向かって伸びた。

　その風はアルフェンを吸い込むように回転し、視界を遮さえぎる。

　──このままだと、ディリアンに負ける。

　ならば、負ける前に勝てばいい。

　アルフェンは短剣を構える。

　その刀身を小さく指で弾いた。

　楽器のような音色が響ひびき渡ると、アルフェンは竜気を解放した。

　彼の持つ世界装置〝無色の刃やいば〟は、他ほかの眷属武器を強化する力を持っている。

　そして眷属武器の力の源は、竜気。

　ならば自分自身の竜気を強化する事だって可能だ。

　膨ふくれあがるアルフェンの竜気は、ただそれだけで周囲の物体を吹き飛ばす。竜気だけで空気を振しん動どうさせ、突風よりも力強い衝しよう撃げき波はを飛ばす。

「はぁぁっ──！」

　ディリアンはそれでも気け圧おされず、剣を構えて突とつ進しんしてきた。

　竜巻を生む剣と、衝撃波を放つアルフェンの短剣が激げき突とつする。

「──ふふっ」

　ディリアンは笑っていた。

　これほどの竜気を放出しながら、この戦いを楽しんでいる。

「僕は今までアルフェンの後ろをついていくだけだった。他に目的がなかったから、アルフェンにただ従っているだけだった」

「それが嫌いやだったのか？」

「いいや、君は正しいと思う。いい王になれる。だけど、僕は僕の考えを持っていなかった。君に言われたからでなく、僕自身で考えた事を実じつ践せんしたかった」

「そして俺を超こえて──王になる気か」

　そう問われて、ディリアンは目を閉じる。




「必要があれば、王にもなる」




　その目は噓うそをついていなかった。

　王の肉体のせいか。

　誰だれかの意見より、自分の意見を信じ、それを自ら実践する。

　ディリアンもひとりの人間だ。

　そう、ディリアン自身が自覚したのだ。

　だが、彼を王にはさせない。

　なによりディリアン自身が破は滅めつしてしまうからだ。

「悪いね、アルフェン」

　竜気が爆はぜる。

　盾でアルフェンの刃を防いだディリアンは、もう一度全すべての竜気を剣に込こめる。

「君と戦うのは──すごく楽しい」

「そんなの、顔を見りゃわかる」

「僕は、僕のやり方で大陸を守ってみたい。そのために、君を試ためす必要があった。本当にすまない。全て僕のわがままだ」

　それも、また良し。

　アルフェンは唇くちびるを舐なめる。

　──妖よう精せい旅団だって人間だ。

　意見がぶつかる事もある。

「来いよ、ディリアン！」

「はあぁああああああっ！」

　全ての竜気を込めて、剣と刃が衝しよう突とつする。

　直後、激しい爆発が起きた。

　竜気同士のぶつかり合いによるものだ。二人の周囲にクレーターが生じ、立っている人間のみならず、馬や荷車、ありとあらゆるものを巻き込んで吹き飛ばす。

「おおおおおっ！」

　数千人のドレム兵が倒たおれた。

　至近距離にいた者の中には気絶する者までいる。

　幸い、竜気そのものに殺傷能力はない。それでも生まれた衝撃波の影えい響きようでケガをする兵士は多数現れた。

　やがて竜気の爆発と風が収まる頃ころ──

　アルフェンはその場に膝ひざをついていた。

「バカ野や郎ろう……！」

「……はは、その通りだ」

　ディリアンは大の字になって、動けずにいた。

　どちらも呼吸は荒あらい。

「まだやるか？　ディリアン」

「いや……僕の負けだ。殺したいなら、殺せばいい」

「バーカ」

　ヘトヘトに疲つかれているが、彼らを攻撃する者はいなかった。なぜならそこにいた全ての生き物が倒れているからだ。

　ゼイズやウルゼルなどの将軍もそうだ。

　兵士が庇かばっていたせいか、さほどケガをしているようには見えない。しかしもはや彼らにも戦せん闘とうを続ける意志はないだろう。

「これが……妖精の戦いか」

　息を吞のむゼイズ。

「分かっただろ」

　そんな彼に、アルフェンは短たん剣けんを突つきつける。

「妖精旅団の──ディルニスタンの力を利用するってのは、こういう事だ。一歩間ま違ちがえれば、国が滅ほろぶ。大陸が滅ぶ。それを覚かく悟ごしてから来るんだな」

「覚悟など……とうにできている」

　それでもゼイズは食い下がる。

「今の大陸では、そのまま何もしなくても滅ぶ。ドレムだけの問題ではないが、それでも私はドレムを滅ぼさないために、お前たちを私のやり方で利用するぞ」

　立ち上がれずにいるが、それでもゼイズの目は死んでいなかった。

　──なるほど、ディリアンはその目に惹ひかれたのか。

　自分にはないものを求めた結果かもしれない。

　しかしそれはアルフェンも同じ事。自分にはないものを持っているレッチやミスライトの流りゆう儀ぎに従い、解決方法を示す。

「おい。ドレムで今、一番困ってる事は何だ？」

「何……？　なぜ、それを？」

「いいから答えろ」

　ゼイズはアルフェンを睨にらみつつ、正直に答える。

「貧ひん困こんによる飢うえだ。軍備増強のしわ寄せが食しよく糧りよう問題に来ている。農村はおろか、都市部ですら飢える者が出ている」

「それ、本当か？」

　アルフェンが尋たずねたのは、彼らを取り囲んでいた一いつ般ぱん兵へい。そろそろ衝撃波から立ち直る者が出て来た。

　目が合った兵士は、まさか自分に尋ねるとは思わなかったようで激しく驚おどろいていたが、

「そ、そうだ。ゼイズ様の言う通り、農村では作物が育たなくて、食糧が限られている。その割を一番食っているのが農家だ」

　上官の顔色を窺うかがいつつ、兵士も頷うなずく。その兵士に賛同する周囲の兵士。彼を否定する者は誰もいない。

「じゃあ、あれをやるよ」

　アルフェンが指さす方向。北西の方角には、空が広がっているだけ。

「あっちの方角に植物研究施し設せつがある。運がよけりゃ、荒あれ地でも育つ作物の苗なえがあるかもしれないぜ」

「なんだと……!?」

「信じるも信じないも自由だ。だけど、ここで殺し合うよりマシだぜ」

　短剣を背中の鞘さやに収める。

　すでにアルフェンもディリアンも武器を持っていない。

　ディリアンもゼイズに頷いている。

　これ以上やり合っても意味がない。というか、本来はディリアンと戦う必要もなかったのだが──

　それでも戦うのであれば、どちらかが全ぜん滅めつするまでやるまでだ。

　どちらが得なのか、誰でも分かる。その証しよう拠こに、頑がん強きようを謳うたわれた兵士たちも槍やりを持つ手に力が入っていない。その研究施設を探したくてウズウズしている。

「ウルゼル様」

　ゼイズは上官に伺うかがいを立てる。

「やりますか？　その腕うでで」

「……無理だな」

　そう答えつつも、ウルゼルは今にもアルフェンに飛びかかろうとする強い眼光をしている。両腕を切断されても、食くらい付いてきそうだ。

「妖精から戦利品を得たと考えれば、まだ損はしないでしょう」

「……ふん」

　不服だが、それに従うしかないと言いたげなウルゼル。

　その反応で、ドレム兵たちも安あん堵どする。

「引き上げだ！　ドレム軍はこれより撤てつ退たいする！　各部隊、並びに他国にもそう伝えておけ！　負傷者は馬に乗せて運べ！」

　騎き馬ばに乗って命令を出すゼイズ。

　すぐにドレム兵はそれに従い、負傷者を運び出す。ウルゼルやキュリヴィアは丁重に騎馬に乗せられ、真っ先に運ばれていった。

「サンキュ。話の分かる奴やつで助かったぜ」

「…………」

　ゼイズは馬上からアルフェンを見下ろす。

　次にディリアンを見て、目を閉じた。

　彼らの間に何があったのか、想像でしか補う事ができない。しかしゼイズが話を聞いてくれたのは、ディリアンの人徳によるものが大きいだろう。

「はっ！」

　馬の尻しりを蹴けると、ゼイズも走り去る。

　それを追うようにドレム兵も逃にげ出していく。まるで波が引くように、あっという間に人が消えていった。

　残ったのは、アルフェンが作り上げた死体の道のみ。

「アルフェン」

　振ふり返ると、ディリアンが立っていた。

「……すまない」

「いいさ」

　詳くわしい話は後で聞かせてもらうが、ディリアンの顔はいまだ晴れない。

　その目の奥に暗いものを感じ──アルフェンは嘆たん息そくする。

　八百年前、数千万の人間が死んだ戦いが、ここで起きた。

　それに比べれば──

　今は、そう思うしかなかった。




　　　　＊




　宮きゆう殿でんに戻もどると、そこでも血ち腥なまぐさい争いが起きていた。

「むーっ！　むーっ!!」

　口に猿さる轡ぐつわを嚙かまされ、全身を細い鎖くさりで縛しばられているミスライト。彼女を捕ほ縛ばくするために、二〇人ほどのプレナレート兵が駆かり出されていた。

　さぞかし暴れ回ったのだろう、至る所に竜りゆう気きの弾だん痕こんが見える。

　完全に拘こう束そくされているのに、屈くつ強きようなプレナレート兵は殴なぐられたアザをこさえており、ミスライトの狂きよう暴ぼうさを遺い憾かんなく表現している。彼らがいるからこそのミスライトだ。

「お嬢じよう、落ち着いてくだせぇ！」

　何度も説得しているようだが、とうとう最後まで彼女は聞かなかった。

「よっ」

　アルフェンが宮殿の中に入ると、数人の兵士が心から安堵した表情を見せる。

「おお、妖よう精せいの！　てことは、終わったんですかい!?」

「ああ。連合軍は引き上げていった。今は死体の処理をしてる」

「だそうですよ、お嬢！」

　兵士がミスライトの猿轡を外す。

　すると嚙んでいた猿轡をペッと吐はき出し、それを解いた兵士の顔面にぶつけるミスライト。憎にく々にくしげにアルフェンを睨むと、溜たまっていたものを一気に吐き出した。

「ちょっとアルフェン！　どういうつもり!?」

「いやお前こそどういうつもりだよ！」

「そうですよお嬢！　アンタ何考えてんですか！」

　全すべての兵士がアルフェンに味方していた。

「決まってんじゃない！　アルフェンに味方して、全軍で突とつ撃げきだよっ！　あたしだけでも行くからね！」

「バカじゃないかアンタ！」

　女王に向かって兵士が怒ど鳴なる。

　この歯に衣きぬ着せぬ物言いがプレナレートのお国くに柄がらなのだろうか。

「あのな、お嬢」

　杖つえをついた老人がミスライトの傍かたわらにしゃがみ込む。確かミスライトの補ほ佐さをしている軍務大臣だったか。

「妖精さん達の味方をするのと、連合軍に弓引くのじゃ大おお違ちがいなんだよ。プレナレートが連合軍を攻こう撃げきしたって事実がありゃ、後で色々言われんだろうが。攻せめ込まれても文句は言えねーぞ」

「けど、アルフェンの味方をしたって、どうせ色々言われるじゃん！　ていうか言われまくったんですけど！」

「んなこたねーよ。少なくとも他国に被ひ害がいは出ないからな。自分だけ利益を得るのと、他者に損害を出すのじゃ、意味合いが変わるんだ。分かるな？」

「う……そりゃ、そうだね」

　ミスライトも納なつ得とくしたようだ。

「ようやく俺の話を聞いてくれやがった。こいつ、さっきまで誰だれの声も耳に入らなかったんですよ」

　老人がアルフェンに笑いかける。

　しゅん、とするミスライトを見て、ようやく無害になったと判断した兵士が拘束を解いた。関節を鳴らして立ち上がると、ミスライトは兵士達を睨む。

　その次にした事は、アルフェンへの抱ほう擁ようだった。

「アルフェン！　無事で良かった──」

「心配かけたなミスライト」

　アルフェンもミスライトを抱だきしめて、背中を叩たたく。

「それになんだかんだ言っても、やる事はやったんだな。プレナレートとトキシタンの学者たち、全員避ひ難なんさせてたし」

「そりゃそうだよ。頼たのまれた事はきっちりとやらないとね！」

「その理念で大人しくしてくれりゃ良かったんだが……」

　苦く笑しようするアルフェンに、周囲の兵士も笑う。

　その笑え顔がおを見て、アルフェンもようやく戦いが終わったのだと実感した。

　宮殿を覆おおうドームの中と外。

　どこで明暗が分かれたのか。

「よーし、それじゃ後始末しよう。避難してる学者達に戻るように伝えて、余った奴らは外の死体を片付ける手伝いね！　連合軍に恩を売っとこ！」

「へいっ！」

　よく通る声で命令を下すと、兵士達も揃って返事をして去っていく。さすが慣れたもので、彼らもミスライトの機き嫌げんを読む力に長たけている。

　一気に宮殿が慌あわただしくなり、活気が戻ってきた。

「アルフェン」

　改めてミスライトが礼をする。

「ありがとう。守ってくれて」

「そんなつもりはねーよ。ただ、奪うばおうとする奴らを追っ払ぱらっただけだ」

「これからどうするつもり？」

「そうだな──」

　正直なところ、あまり考えていない。

「なぁ、プレナレートにずっといる気はない？　アンタたちさえ良ければ、国の英えい雄ゆうとして──いや、その、婿むこになっても、別に」

　顔を赤くするミスライトだが、

「悪いなミスライト。俺たちは妖精旅団だ。これでもお尋たずねものなんだぜ？」

「……だよね」

　ミスライトやプレナレート王国に対しては、返しきれない恩があると思っている。匿かくまってくれただけでなく、友として扱あつかってくれた。

　だからこそ、同じ所に留とどまるのはまずい。

　プレナレートのためにも、アルフェンたちは旅立つ必要がある。

「だけど、たまには顔を出すさ。プレナレートの酒と食事は、みんな好物だからな」

「次に来た時には、とびきりのごちそうで出で迎むかえてあげるから」

　微笑ほほえむミスライトに、アルフェンは頷うなずく。

　この宮殿も、もはや妖精旅団のものではない。

　大陸に生きる、未来を見る者たちの図書館に変わった。

　それでいいとアルフェンは思っている。

　大陸も、ディルニスタンも、変わっていくものだ。




　　　　＊




　ディルニスタン宮殿での戦いが終わり、一週間が経過した。

　この戦いを「勝った」とも「負けた」とも評する者は少ない。

　あるのは、ただの「終わり」だ。

　欲ほしいものを求めた愚ぐ者しやが宮殿に群がり、妖精旅団によって殺された。その数はおよそ四〇〇〇人。

　一〇万の大軍を率いてきた連合軍にしては少なすぎると思う者もいるが、普ふ通つうの戦争ではなく、敵側が少数だったので被害が少なかったのだ。いわば猛もう獣じゆうや魔ま物ものを退治しに行ったようなものだ。

　逆に考えれば、妖精旅団の七人に四〇〇〇人を殺されたのだ。単純計算でも、ひとり六〇〇人弱の殺害数である。

「我が軍の損害は、わずか二〇名。これは連合国の中でも少ない方です」

　執しつ務む室でそう報告する、銀ぎん剣けん騎き士し団団長シャルル。

「そうですか。よく……持ちこたえてくれました。遺族には手厚い保護を」

「はっ」

　フリエルの言葉に、シャルルは深く頭こうべを下げる。

　彼は宮殿の戦いには参加しなかった。フリエルの護衛として付き従っており、彼女を害しようとする者から守っていた。

　戦いは戦場だけではない。フリエルが議会で放った爆ばく弾だん発言によって、多くの聖職者や貴族の反感を買ったのだ。

　キラリア正教の教えを正す──それを奇き妙みような行こう為いだと思う者が、フリエルに言葉の暴力を投げかける。

　この世で正しいのは神のみであり、その神の教えに従わない異教徒は全て排はい除じよする。そんな歪ゆがんだ教義によって利益を得る者もいるわけだ。

　シャルルはフリエルを守る側についた。

　もとよりキラリア正教の在り方には疑問を感じていたが、皇こう帝ていがそれを公おおやけの場で口にする事の重大さを誰よりも分かっているつもりだ。

　たとえきっかけがディルニスタン──レチューディア達によるものだとしても、キラリアが大きく変わるのであれば、シャルルは賭かけてみたい。

「シャルル。アルベールの容態は……？」

「問題ありません。ですが合成獣じゆうの肉体としての話です。治ち療りようを受ければ元通りにはなりますが、精神はどうなっているか……」

「そうですか……でも、生きているなら、救いはあります」

　まさにフリエルの言う通りだ。

　今回の戦いで生き延びた者は、そのありがたみを嚙みしめるべきだろう。

「救いと言えば陛下。なんでもオーマとラジェンダ・クムにも動きがあったようです。ディルニスタン浸しん食しよく領で新技術が使われた施し設せつを発見したようで、現在、軍を総動員して調査中だとか」

「……妖精旅団は来ないのですか？」

「はい、それが全く。いつもなら即そく座ざに襲おそわれていたのですが──」

「慈じ悲ひ、と言うべきなのでしょうか」

　フリエルも苦笑する。

「我が騎士団も調査中ですが、警けい戒かいは怠おこたらないようにいたします故ゆえ」

「ええ、引き続きよろしくお願いします」

　皇帝の命を受け、シャルルは深々と礼をして執務室を出ていった。







　残されたフリエルは、書類で山積みだった机の上を片付ける。

　ティーセットを取り出すと、お茶を淹いれてカップに注いだ。それを盆ぼんに載のせて、休きゆう憩けい用のテーブルに置く。

　置かれたカップは、二つ。

　窓を開けると、カーテンが揺ゆれた。

「お邪じや魔ましますね」

　窓まど枠わくに手をかけて、するりと入ってくるレッチ。

「レッチ……すっかりお行ぎよう儀ぎが悪くなって」

　肩かたを落とすフリエルだが、

「最初は私も窓から入るなんていけない事だと思っていたんです。でも、自分が追われる身になると、その気持ちが分かりますよ」

「そもそも、どうやって登ったんです？　ここ、世界大聖堂の頂上ですよ？」

　キラリア皇国で最も巨きよ大だいな建物、世界大聖堂。都市が丸ごと入ってしまうほど巨大な聖堂の壁かべを登るとなれば、経験のある登山家でも逃にげ出すレベルだ。

「この子の使い方を覚えてきたんです。意外と楽ですよ」

　気がつけばレッチのそばに氷の狼おおかみがいる。

　最初は目と耳を疑ったが、こうして実際に見れば納得できる。レッチが言うところの竜りゆう気きで作られた、世界装置の化け身しん。

　世界装置に直接触ふれたレッチを守るための存在は、いまや彼女に超ちよう常じよう的な力を与あたえる武器になっていた。

「それで、今日は何の用ですか？」

「そう邪じや険けんにしないでフリエル。いいものを持って来たの」

　レッチが取り出したのは、一冊の本と木の苗なえがいくつか。

「前にフリエルが言ってたでしょう、キラリアは寒いから火を使う事が多いけど、ドレムほど上手に扱えないって。だから火事になった時に役立つ消火装置の作り方と、火災に強い木材の苗を持って来ました」

「まぁ……災害用の知識は本当にありがたいわ」

　受け取った本を嬉うれしそうに抱くフリエル。

「この本、あなたがまとめてくれたの？」

「トキシタンでは今、印刷技術がすごい勢いで発展しています。活版印刷というものから始まり、レーザー印字なども」

「それを教えたのも、妖よう精せい旅団なのですね」

「ええ」

　レッチは自らの胸に触れて頷く。

　彼女も妖精旅団の一員だ。こうしてキラリアの皇帝の下もとに訪おとずれたのは、お茶を楽しむためではない。その国が必要としているディルニスタンの技術を伝え、同時に正しい使い方を最高責任者に教えようとしている。

　オーマやラジェンダ・クムが新施設を発見したのも、妖精旅団が導いたおかげだろう。明確に渡わたしたのか、方向を匂におわせたのか、そのあたりは分からないが。

　ただ、戦いが終わってから、レッチは毎日のようにここによく来てくれる。

　最初は医い療りよう技術、次に建築──様々な技わざを伝えてくれる代わりに、フリエルとのお茶を楽しんだ。

　この姿をアルベールが見たら何と言うか──

「レッチ。あなたがここにいるという事は、他ほかの妖精旅団の皆みなさんは他国に？」

「……そうです」

　はて、当たり障さわりのない話題を振ふっただけなのにレッチの機き嫌げんが悪くなった。

「何が嫌いやなのです？」

「……アルフェンってば、またプレナレートに行ったんですよ」

「ああ、団長さん。ミスライト女王と仲がよろしいんでしたっけ」

「よろしくありません！」

　なるほど、それが怒いかりの原因か。

　世界装置の力の片へん鱗りんを操あやつれる妖精旅団にしては、ずいぶんと可愛かわいらしい理由ではないか。妹としては非常に結構だ。

「でも、ミスライトの気持ちを考えると、少し寂さびしくもあります」

「そうでしょうね。女王は私と同じ、一国を担になう身ですから。妖精旅団と会おうと思ってもなかなか会えません。レッチ、あなたはそうではないでしょう」

「……ミスライトに会いたいのは、私も同じです」

　そういう立場を選んだのは、レッチだ。

　ミスライトだけでなく、フリエルに堂々と会う事もできない。だからこうして人目を忍しのんで会いに来る。

　陰かげながら大陸六国家の復興を手伝っているのに、お尋ね者という肩かた書がきは消えない。

「これからどうするんですか、レッチ」

「また旅に出ます」

　レッチは笑って答える。

「みんなと同じで、私も世界を見てみたい。大陸にはもっと面おも白しろいものや、もっと悲しい出来事がたくさんあります。妖精旅団として、それを見過ごす事はできません」

「そう──」

　怒おこったり、笑ったり、楽しそうな姉の姿を見ていると、自分もこの窓から飛び出して行きたくなる。

　だが、それは叶かなわぬ願い。

　望んで現在の立場になったのは、フリエルも同じなのだから。

「たまには帰ってきてくださいね、姉さん。今のあなたなら、すぐでしょう」

「もちろんです！」

　頷うなずくレッチに、フリエルも心からの微笑ほほえみを浮うかべた。







　キラリア皇国騎士団、特とく殊しゆ兵器開発部の一角にアルベールは寝ねかされていた。

　合成獣を培ばい養ようするための溶よう液えきに浸つけられており、身体からだの傷を修復する。その速度は妖精並だが、それでも彼は眠ねむったままだ。

　まるで棺ひつぎのような培養炉ろで眠る彼は、夢を見ていた。

　それは少年時代、彼が体験した優やさしい思い出。

　フリエルとレッチ、そして自分の三人で遊んだ記き憶おくだ。

　思い出の中の彼女たちは、よく笑っていた。

　あの頃ころはレッチの方が明るかったのだ。フリエルはよくレッチについて遊んでいた。

　それがフリエルが皇帝になると決まった日から、全すべてが変わった。

　フリエルの周囲にいたのはレッチや自分ではなく、大人になった。

　一いつ緒しよに遊ぶ相手がいなくなったレッチは、アルベールの袖そでを握にぎっていた。

　だけどいつしかアルベールも、フリエルのそばにいた。

　レッチから離はなれたかったわけじゃない。

　ただ大人に流されただけだ。

　そんな言い訳──今さら通用するものか。

　レッチをひとりぼっちにしたのは自分だ。

　もしも、もう一度会えたのなら、許してくれるだろうか──

「…………！」

　目が開いた。

　自分が培養液の中にいる事を自覚したアルベールは、周囲を確かく認にんする。

　──今、何者かが侵しん入にゆうしたような気がした。

　身体の中の警報が鳴ったのだ。

　ただの人間ならば、ここまで急激に目覚めない。

　身の危険を感じるほどの、強力な竜気だったのだ。

　だが──培養炉の周囲には誰だれもいない。

　ただ部屋の隅すみに、一匹ぴきの狼がいた。

「……レッチ？」

　アルベールが手を伸のばそうとすると、狼は氷の粒つぶになって消えた。

　あとにはもう何も残っていない。

　それが本物だったのかも分からない。もしかしたら覚かく醒せい時じの不調で幻げん覚かくのようなものを見たのかもしれない。

「……レッチ」

　アルベールはもう一度目を閉じる。

　遠い日の三人に想おもいを馳はせながら。
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　ディルニスタン中央。

　かつて血で血を洗う戦いが繰くり広げられた宮きゆう殿でんの周囲は、現在は国境の垣かき根ねがなく、多くの人が出入りしている。死体や遺品の回収はまだ終わっておらず、動物も死体を食べにこないので、腐ふ敗はいが進むのみ。

　ドームの内側は各国の学者がディルニスタンの技術を学ぶために、毎日のように意見交こう換かんをしている。そこに妖精旅団の姿はなく、プレナレートとトキシタンの学者が先導して技術を吸収、継けい承しようしているのだ。

　壁一枚隔へだてただけで、天国と地じ獄ごくが隣となり合っている場所。

　──まるで、この大陸の縮図だ。

　荒こう野やに立つ塔とうの上で、ディリアンは宮殿を見下ろしている。

　あの戦いから、妖精旅団の噂うわさは減った。

　同時に各国でおきた、謎なぞの暗殺事件もなくなった。

　影のように忍び込み、悪い噂の絶えない要人のみを殺す暗殺者。

　いつしか〝邪妖ゴブリン〟と呼ばれるようになったその妖精は、穏おだやかな表情で風を浴びていた。

　ゼイズの言った通り、殺した人間の全てが悪人だった。戦争によって大陸を平定しようとしたばかりではなく、私腹を肥やし、軍隊を私兵扱あつかいするような輩やからばかりだ。

　もちろん本当に正義のために軍を動かそうとする者もいたが、そういう人間は得てして周りが見えていないだけだ。

　だから、全て殺した。

　その行こう為いそのものに後こう悔かいはない。

　ただ、守るべき人を守るために妖精旅団と刃やいばを交えた事は悔くやんでいる。

「おーい、ディリアン！」

　唐とう突とつに背後から抱だきしめられるディリアン。

　カロリーヌだった。ふくよかな彼女の腕うでと胸に抱かれ、ディリアンは苦笑する。

「もう傷はいいの？」

「傷？　なんの？」

「……いや、いいんだ」

　カロリーヌは気にしていないから、まだいい。

　問題はミーニャだ。あの時はああするしか方法がなかったのだが、いまだに口をきいてもらえない。

　バレンタインからも精神汚お染せんのチェックを受けたが、結果は正常だ。

　少なくとも今は、ディリアンは人を殺そうとは思わない。

　すでに大多数の悪人を殺しきったから、というのも理由に入るが、一番の理由は仲間と戦いたくないからだ。

　今のディリアンに、反抗心はない。

　だが、もしも大陸の平和を著いちじるしく乱す人間が現れたら──

　その時は再び〝邪妖ゴブリン〟になってしまうかもしれない。

　そうならないよう、心配をし続けるつもりだ。

「ねぇ、カロリーヌ。僕がまた君たちと戦う事になったら、全力で止めてくれる？」

「うん、いいよ！」

　ニコニコ笑って答えるカロリーヌ。

「でもね、きっとアルフェンとレッチが一緒なら、戦う前に止めてくれるよ！」

「……確かに、そうかもしれないね」

　やはりディリアンの心配性しようは治らない。

　自分が敵に回った時の事を考えても、アルフェンの事を心配してしまうのだから。








エピローグ









　オーマ連合南部。

　世界一の知識量を誇ほこるトキシタン自治領の百科事典どころか、ディルニスタンの植物図ず鑑かんにすら載のっていない奇き怪かいな植物が自生している森の中。

「ひ、ひぃぃぃっ！　悪あく魔まだ！　悪魔！」

「空を染める悪魔！　村に災わざわいをもたらす！」

　腰こし蓑みのをつけた現地の男たちが、槍やりを突つきつける。

　取り囲んでいるのは十人以上の屈くつ強きような男なのだが、全員が震ふるえている。

　彼らが怯おびえているのはアルフェンたちではなく、彼らが乗ってきた「ブラックボックス」の飛行形態。黒い箱が空から着陸したのを見られたのだ。

　アルフェン以外は危険だから「ブラックボックス」の中に避ひ難なんしている。

「待て、待った！　おちつけ！」

　代表してアルフェンが両手を挙げて説得を試みるのだが、

「空から降る悪魔！　伝説と同じだ！」

「村を滅ほろぼしに来たのか!?　神様のように、娘むすめを食べるのか!?」

「だから知らないっつの！　俺達は妖よう精せい旅団だ！」

　村人達に説明するが、彼らは顔を見合わせている。

「よう、せい……？」

　首をかしげる村人。

　まさか彼らは妖精旅団の存在すら知らないのか。

「……任せろアルフェン」

　ミーニャが外に出てきた。

　他ほかの連中も一緒だ。

「……お前たち、これを見ろ」

　ミーニャが示す「ブラックボックス」。今は飛行形態で、数十人が入れるほど広い箱と、それを飛ばすための翼つばさと動力装置が見えている。

　それが一いつ瞬しゆんで小さくなり、ミーニャの背中に収まった。

「おおおっ！　悪魔が小さくなった！」

　ざわめく村人達を見て、ミーニャはさらに前に出る。

「……見たか。私はこの悪魔を従える事ができる悪魔使い。お前達を救いにきた」

「おおおおおっ！　左様でしたか！」

　村人達は槍を捨て、その場に土ど下げ座ざをする。地面は泥どろでぬかるんでおり、全員顔が泥まみれになっていた。

「すげぇな、ミーニャ」

「……慣れたものよ」

　フッ、と笑いながら髪かみを撫なでるミーニャ。

「みなさん。私達は敵ではありません。何か困った事があれば、遠えん慮りよなく仰おつしやってください。力になれると思います」

　レッチが笑え顔がおで語りかけると、今度は村人達は安あん堵どする。

「おぉ……女め神がみ様じゃ……！」

「……私は悪魔使いで、レッチは女神か。なんだこの差は」

　ミーニャがふてくされるが、自分で名乗ったのだから仕方がない。

「ねぇねぇ、あたしは何かな？」

　何故か変なところで張り合うカロリーヌ。

「そ、そうだな……その巨きよ大だいな剣けんを操あやつるあなたは、鬼き神しんといったところですか」
















「わーい、私も神様だ！」

　飛び上がって喜ぶカロリーヌ。それでいいのか。

「おい、神の名をむやみに騙かたるな！　殺されるぞ！」

「あ、ああ……すまない」

　村人達が揉もめている。

　先ほどから彼らは〝神〟と呼ばれる存在を恐おそれているようだが──

「なぁ、神ってのがいるのか？」

　アルフェンが村人に問いかけると、

「そ、そうだ……五〇年ほど前に、この村の近くに、巨大な獣けものが」

「神は人を食う。食って強くなるのだ」

　たどたどしく答える村人。

「人を食う獣……そんなものが神であるものか」

　珍めずらしく憤いきどおっているスターライト。

「お前達は神という言葉に惑まどわされているだけだ。恐きよう怖ふを憧あこがれに変えようとしても、いつか綻ほころびが来る。自分を騙だましてはいけない」

　そう語るスターライトだが、村人達の反応は悪い。

　彼の言葉を理解していても、〝神〟とやらに抗あらがう力がないからだ。

「バレンタイン。反応あるか？」

「待ってろ」

　バレンタインはバイザーを下ろし、周囲を見る。

　彼の「ヴァイスゲジヒト」に備わっている空気や磁場を操る力を利用して、周囲の生体反応を探さぐる事もできるのだ。

「な、なんだこりゃ？」

　そんな彼が素すっ頓とん狂きような声をあげる。

「こんな獣、見たことないぞ？　哺ほ乳にゆう類るい……いや、爬は虫ちゆう類るいか？　翼もある。それでいて恐ろしくデカい。なんなんだこれ。合成獣じゆうでもないし──」

「そんな生き物、ディルニスタンにもいないぞ？」

　アルフェンも思い出してみるが、記き憶おくにない存在だ。

　八百年という時間は、そんな魔ま物ものまで生み出していたのか。

「よし、調べてみようぜ。面おも白しろそうだ」

「またそうやってアルフェンは」

　ため息をつくディリアン。

「少しも危険だって思わないの？　未知の動物を調査するときは、しっかり準備しないと。仮に勝てたとしても、バラバラにしたら調査にならないよ？」

「分かってるって」

　簡単に説得するが、アルフェンもどうなるかは分からない。

　なにしろ、未体験の動物だ。

　まだ大陸にもそんなものが残っているなんて、ワクワクするではないか。

「あ、あなた方……何者？　これから、何をしに行くんだ？」

　泥まみれの村人が尋たずねる。

「ちょっと、その〝神〟とやらに会ってくる。話の分かる奴やつなら、人を食べる事もしなくなるだろ」

「危険だ！　死ぬぞ！　よそ者を殺すわけにはいかない！」

　ざわめく村人。

「あんた達、優やさしいな」

「……だからこそ行かなきゃならない、ですね」

　隣となりに立つレッチが頷うなずく。

「ああ、そうだ」

　アルフェンは笑って、腰こしの短たん剣けんを抜ぬく。

　指で弾はじくと、澄すんだ音色が響ひびき渡わたった。

「よし、行くぞ」

　アルフェンが指を鳴らす。

　騒さわいでいた連中も、その言葉を待っていたかのように準備を整える。

「──妖精旅団の出しゆつ陣じんだ」








あとがき









「大変ですアルフェン！」

「どうしたレッチ」

「一巻のあとがきで、私達、寸劇をやっていないんですよ！」

「……なんだ寸劇って」

「それが、その、どうも富士見ファンタジア文庫で出した本のあとがきでは、必ず寸劇をやらなければならないという掟おきてがありまして」

「聞いた事ないぞ、そんな掟」

「もう一〇年近くやっている芸らしくて、今さら辞やめられないと嘆なげいているそうです」

「誰だれがだよ」

「やっぱり、古くからの掟には逆らえないんですよ。アルフェンも諦あきらめてください」

「あのなレッチ、そもそもこの作品の一いつ貫かんしたテーマは〝古い因習を打ち砕くだいて、新しい未来へＧＯ〟なんだぞ？　なんで掟に従わなきゃいけないんだよ」

「そんな事言ってますけど、アルフェンも乗ってるじゃないですか」

「……うーん、確かに」

「昔のラノベじゃ登場キャラの座談会とかやってましたけど、今じゃほとんど見ないですよね。私、あれけっこう好きだったんですよ」

「レッチお前トシいくつだよ」

「設定資料集とかイラスト集も大好きなんですけど、こういう楽屋裏ネタってもっと流行はやっていいと思うんですよね！」

「だから誰目線なんだよ！」

「この古い掟はぜひ壊こわさないでください！　お願いします！」

「どこに向かって言ってるんだよ！」




　　　　＊




　……ふう、ノルマ達成。一巻で書けなかったから、二巻で書いた！

　というわけで、どうもこんにちは！　田た口ぐち仙せん年ねん堂どうです！

　このたびは「はみ出し妖精旅団フアミリア征戦記」の二巻を手に取ってくださって、ありがとうございました！




　今回も大量の敵をばったばったと薙なぎ倒たおす爽そう快かい感かんを描えがきました！

　強い主人公が無む双そうする活かつ躍やくをお楽しみください──と、こうやって書いてみたはいいんですけど、今時のアクションもののライトノベルで、主人公がたくさんの敵を倒さない作品ってなかなかお目にかかれませんよね。

　大勢の敵をたったひとりでやっつける主人公に憧あこがれるのは、今も昔も変わりません。

　ライトノベルの読者はみんなそういう主人公に憧れますし、一度はやってみたいと考えるでしょう。




　そりゃね、なかなかそういう機会なんて訪おとずれませんよ。

　読者の中には「どうせ俺なんて、実際は主人公にやられる雑魚ざこに過ぎない。集団でかかっても、やられるだけだ」と思うかもしれません。

　確かに、無双するのは難しいかもしれません。

　だけど主人公のように無双するよりも、実は「雑魚のように蹂じゆう躙りんされる体験」の方が稀き少しようなんですよ。

　作中の雑魚のように、圧あつ倒とう的てき多数の集団で何かにぶつかっていくって、なかなかできない体験なんですよね。




　俺が最後に体験したのは、高校生の時の体育祭の棒ぼう倒たおしかもしれません。

　男子なら分かると思うんですが、開幕にクラス全員で敵てき陣じんの棒に向かって走る時、最高に興奮したはずです。

　五秒後に負けが確定して、一気にモチベーションが下がったりする事もありますが、スタートダッシュの瞬しゆん間かんだけは大好きでした。




　最近だと対戦ゲームなどで疑ぎ似じ体験ができますね。

　ちょっと前に二五六人で入り乱れて戦うゲームとかありましたね。

　ああいう多人数対戦ゲームでも、開幕に全員で叫さけび声をあげながら走っていく瞬間はたまらなく楽しいものです。

　しかもそういう人の多いゲームだと、無双される気分も味わえます。

　なんか知らないけど圧倒的に強い奴やつが敵のチームに混ざっていて、なんか知らないけど仲間がバタバタ倒れていくんですよ。キルログに同じ名前がずらっと並んでて、味方同士で「なんなのあいつ!?　チート!?」みたいな言い合いが始まるわけです。

　たまに本物のチート野や郎ろうがいるんですけど、そういう奴に蹂躙されると「納なつ得とくがいかない」以外の感想が出てきませんね。チート主人公にやられる雑魚も、おそらくそんな気分だと思います。

　そういう敗者の一体感というのも、多人数プレイの醍だい醐ご味みですね。




　さて、そろそろ内容の話に戻もどりましょうか。

　今作「はみ出し妖精旅団フアミリア征戦記」は、もうそりゃあ色々と苦労しました。

　プロトタイプ的なものから最終的に出来上がったものまで、何度も改変を繰くり返したのですけれど、ボツになった案が大量にありました。

　世界装置と眷けん属ぞく武器に相当する、世界最強の武器的なものがもっとたくさんあったんですよね。タロットカードをモチーフにして、それを奪うばい合うというストーリーを考えていました。

　今思うと、これも何かに利用できそうなので、今度別の作品に生かすかもしれません。

　商業ベースには乗せられないかもしれないけど、ネット小説なら……。

　そうそう、「カクヨム」というサイトにも小説をアップしたりしてます。無料で読めますので、お暇ひまなら読んでみてください。（ＫＡＤＯＫＡＷＡがやってるサイトだから、ここで宣伝してもいいよね……!?）




　今作も様々な方々に助けられました！

　素す敵てきなイラストを描いてくれたパルプピロシ様。

　いつも無茶なオーダーを出し合いつつ助けてくれた担当Ｋ様。

　そして忙いそがしい俺を支えてくれた家族の皆みな様さま。

　さらにこの本を手に取ってくださった読者様！

　みんなみんな、ありがとうございます！




　それでは、またどこかでお会いしましょう！





田口　仙年堂










田口仙年堂

●たぐちせんねんどう



千葉県生まれ、東京在住。最近の趣味はウォーキング。いくつかあるルートを歩いて、目的地で休んで帰るのだが、最近は目的地までＰＣを持っていって仕事をすることもある。興が乗って書きまくって時間が経ってしまって「疲れたから帰りはバスでいいや」と考えてしまう。

本末転倒！


















カバー・口絵・本文イラスト／パルプピロシ

カバーデザイン／アフターグロウ
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